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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ことの始まり







　三年前、フローレン島沖おき。

「なかなか見つからないもんだなあ」

　ハンドルを握にぎっていたチャオは、いっこうに手て応ごたえのない海面を眺ながめながら、愚ぐ痴ちをこぼした。

　今回初めてランバンマ号に雇やとわれた彼は、船の艫ともに組まれた滑かつ車しや台だいでロープを巻き揚あげる役を担になっていた。といっても、いちばん下したっ端ぱの彼がサルベージでもっとも重要な引き揚げ作業を任まかされるはずがなく、海中から合あい図ずが来たらベテランのポンセに連れん絡らくし、その補ほ佐さをするだけだ。

　しかし、補佐であれ、単なるロープの巻き手であれ、合図が来なければ、こうして熱い甲かん板ぱんで一日中日ひ干ぼしになっているほかはない。

　陸地の入り組んだイルディタ海は、青く、静かに凪なぎ、のどかだった。水平線際ぎわにいくつも島しま影かげが見え、浅あさ瀬せも複雑に張はり出している。

　海の交こう易えきを通して、イルディタ海沿えん岸がんは古来大きな文明がいくつも繁はん栄えいしてきたが、浅瀬に引っかかり、難破する貿ぼう易えき船せんも数多くあった。数々の財宝を積んで沈しずんだ船も少なくない。

　そんな海底の眠ねむれるお宝を求め、巨きよ額がくの費用を注つぎ込み、引き揚げる彼らを、人はトレジャーハンターと呼よぶ。このランバンマ号はそういったサルベージ作業専用に改造された船だ。

「そんな簡単に見つかったら、世の中にわか長ちよう者じやばかりだぜ」

　この職に就ついてから長いというポンセが、バカにしたように笑う。

「ここだって、もう半年も調査してきたんだ。今さら一週間や二週間延のびたって、かわんねえさ」

「半年！」

「なあに、普ふ通つうだったら十年も二十年もかかるもんだ。それでも、まったくダメって方が多いんだから。労力のわりには報むくわれねえ商売なんだよ、トレジャーハンターってのは。それでもやる奴やつが減へらないのは、当たったときの儲もうけが桁けた違ちがいなのさ。御ご殿てんが建っちまうぐらいだからよ」

「うへえ……」

　トレジャーハンターに対する知識もなく、割のいい船仕事があると聞いて乗り込んだだけのチャオには、刺し激げきの強すぎる話だった。目を白黒させ、ぽかんとポンセを見つめる。

「で、でも、どうしてランバンマ号は半年ですんだんっすか」

「そりゃおまえ、うちのボスが強運の持ち主だからさ。そんなことも知らないでランバンマ号に乗り込んだんか」

　ポンセは白いものが混じった顎あご髭ひげを撫なでながら、呆あきれて言った。

「おまえ、ほんっとうに、なんにも知らないんだな！」

「す、すんません」

　チャオは恐きよう縮しゆくした。そして、一刻前に海に潜もぐっていったきりのボスを思い浮うかべる。ボスとその仲間五人は、動物の皮のようなもので作られた袋ふくろを抱かかえ、そこから伸びたパイプを口にくわえて海に潜っていった。それからかなり時間が経たっているのに、まだ誰だれも、一度とて水面から顔を出していない。

「ポンセさん、あの、チーズを作る山や羊ぎの皮みたいな袋はなんだったんす？」

「ああ、ありゃ、俺おれも詳くわしいことは知らんが、水の中でも魚のように空気が吸える装置らしい。なんでも、海ん中にゃ空気がいっぱい溶とけてて、それをあの袋が吸い込んでくれるそうだ」

「そりゃすごい！」

　チャオは目を白黒させて感かん嘆たんした。そんな便利な装置があるなら、漁師は大助かりである。

「魚みたいに海を泳げるなんて！　世紀の大発明って奴ですか！」

「ああ、発明っていうか、あれは、なんだ、なあ」

　ポンセは言いにくそうに、ぼりぼりと伸び放題の髪かみを搔かいた。きょろきょろと辺りを見回し、それから声をひそめて、

「おまえ、シノン文明って知ってるか？」

「は？　な、なんすか、それ」

「だめだ、こりゃ」

　ポンセは憮ぶ然ぜんと肩かたをすくめた。知らないなら説明してもしかたがないと言わんばかりだ。チャオはムッとして、

「なんすか、一体。そりゃ、俺は文字も読めないバカだけど、こうしてランバンマ号の一員になったんすから、教えてくれたっていいじゃないすか」

「分かったよ、分かった。ありゃシノン文明の遺い産さんって奴だ。ボスがケチャの遺い跡せきで見つけた文ぶん献けんに書いてあったものを、復元したんだよ。分かったな」

　食い下がるチャオに、ポンセは面めん倒どうくさそうに一気に説明した。やはり意味が分からなかったが、バカにされてなるものかと、もう一度チャオは聞き返そうとした。

　そのとき、ガラガラガラと滑かつ車しやにつけた鳴なる子こがけたたましく鳴り響ひびいた。

「おっ、合図だ」

　ポンセが身を乗り出して海を覗のぞく。チャオも、話半分で不満だったが、すぐにロープを巻くハンドルに飛びついた。

「ええっと、なんだ、なにか発見したんだな。大きさは……」

　鳴子の鳴り具合を確かめながら、ポンセはチャオに指示を出す。チャオはゆっくりとロープを巻き始めた。

　ロープは確かな手て応ごたえがあった。ゆっくりとなにかが持ち上がってくる。

　かなり巻いてから、急に負ふ荷かがかかった。水面に出てきたのだ。チャオの位置からはなにを釣つり上げたかは分からない。

「チャオ！　ゆっくりだ！　ゆっくり！」

　ポンセは怒ど鳴なりながら、自分は巨きよ大だいな網あみを水面に向けて投げた。

　そして、それは、彼らの前に姿を現した。

「……石？」

　チャオは啞あ然ぜんとした。釣つり上げたそれは、二メートル近くもある大きな石だった。深みのある赤色の美しいマーブルだ。滑なめらかな表面の楕だ円えん球きゆうは明らかに人間の手が加わったもので、見た目よりはるかに軽い。中は空くう洞どうになっているのだろう。

「石せつ棺かんだな、こりゃ」

　ポンセは慣れた手つきで石を甲かん板ぱんにたぐり寄よせながら言った。だが、ロープの縛しばりが甘あまかったか、ずるりと石は落ちた。

「ちっ！　やべえ！」

　幸い、石は甲板の上に落ちた。その弾はずみで、ガコンという音とともに、石が縦たて二つにきれいに割れる。どうやら接合部分が剝はがれたようだ。

　そして、その中から、ごろりとなにかが出てくる。

「ひゃっ！」

　チャオは驚きよう愕がくのあまり飛び上がった。ポンセも顔を引きつらせて呻うめく。

　海の底から引き揚あげられた石棺の中にあったもの──それはすらりとした小麦色の手足の少女だった。







　１　ウィルをさがそう







　寒い街を歩いていると、いい毛皮が売っていたので、ウィルは父親に頼たのんでそのコートを買ってもらった。

「さあ、これで寒くないだろ？」

「うん！」

　喜色満面でウィルは頷うなずく。その毛皮のコートはフワフワしていて、とても温かく、着き心ごこ地ちがよかった。フード付きの、くるぶしまですっぽり覆おおう奴やつだ。

　毛皮のコートを着ながら歩いていると、雲が流れ、太陽が照ってきた。暑くなったが、とてもコートが気持ちよかったので、ウィルは我が慢まんして歩いていた。

　だが、どうにも暑いので、隣となりで歩いている父親に、

「親おや父じ、暑いよ。脱ぬいでいい？」

「いいとも」

　ウィルはコートを脱ごうとしたが、どうしたものか、なかなか脱げない。汗あせでべっとりと肌はだに貼はりつき、とれないのだ。

「どうした、ウィル」

「脱げないよ、暑いよ、暑い」

「しょうもないなあ、ウィルは」

　エドがバリカンを持って現れた。

「どれ、私が毛を刈かってやろう。そこに横になりなさい」

「暑いよ、暑い。じいちゃん、助けて」

「泣くんじゃない、ウィル。一体この毛はなんの毛だね？」

「えっと……」

　ウィルは毛皮を見る為ために、いったんは横になった体を起こした──




「……山や羊ぎだ」

　ウィルはぼんやりしながら、自分を覗のぞき込んでいる黒い顔の山羊たちを眺ながめた。むっくりと上半身を起こすと、山羊たちはワッと離はなれたが、すぐ近くに踏ふみとどまり、興きよう味み津しん々しんのまなざしでウィルを眺めている。

「…………」

　寝ね起おきのはっきりしない頭で、辺りを見回す。山羊に囲かこまれたせいで、妙みような夢を見たものだ。暑いと思ったのは、ぎらぎらと真夏の太陽にじかにさらされていたからだ。

　黒い顔に焦こげ茶の毛の山羊たちは、乾かん燥そうした大地にわずかに生はえる貧まずしい草をはんでいた。座すわっていても山羊しか見えないので、のろのろと立ち上がる。

　見み渡わたすかぎりの荒こう野やだった。地平線ぎわに山並みが見えるが、そこまで硬かたい地じ盤ばんが剝むき出しになった、赤い平原が続いていた。緑と言えば、触さわったらカサカサと枯かれた音がしそうな灌かん木ぼくと、棘とげのような葉を広げる木が、ぽちぽちと生えているきりだ。それらの貴重な緑を、五十頭近くの山羊の群れが、根こそぎ食い尽つくそうとしている。

　そんな人も住まない乾燥地帯の真ん中に、ウィルは寝ていたのである。一人で。

（どうりで暑いはずだよなあ）

　ウィルは首筋を撫なでた。びっしょりと汗あせが手につく。喉のどがカラカラだったが、当面のところ、水らしきものは視界にはなかった。

「ところで……」

　ウィルは真夏の太陽に手をかざした。

「ここ、どこお？」




　目を覚さましたとき、マギーは自分はヨルカ村の自分の家にいるのだと、なぜか思い込んだ。

　うつらうつらしながら、外が明るいのを見て、

（ああ、水を汲くんでこなくちゃあ）

　と考える。朝の掃そう除じ用の水汲みは彼女の仕事だ。今は夏だからいいが、冬にポンプを押おすのはなかなか大変だ。今が夏でよかった。

　マギーは寝ね返がえりを打ち、おそろしいほど柔やわらかく沈しずみ込む布ふ団とんに違い和わ感かんを覚おぼえた。

　この、まるで空を飛んでいるような柔らかさ、滑なめらかな絹の手て触ざわり。どう考えても自分の家のものではない。大だい体たい、天てん井じようのゴージャスな絵はなんだ？　いや、天井といっても部屋の天井ではない。ベッドの天井だ。

　唐とう突とつにマギーは、今は水を汲む必要がないことを思い出した。

　自分は今、ゼフィッツイにいるのだ。

（あたし!?）

　パッと飛び起きた途と端たん、くらりと目め眩まいがして、引き寄よせられるように再びベッドに倒たおれる。だが、あまりにも柔らかい羽根布団はまったく痛いたみを感じさせなかった。

　マギーはなぜ自分が倒れたのか分からず、呆ぼう然ぜんと天てん蓋がいの細さい密みつ画がを眺ながめながら、

「……あら？」

「マギー、気がついたかっ」

　聞き慣なれた声がして、視線だけ動かすと、エドが駆かけ寄ってくるところだった。エドが怒おこった表情をしていたので、マギーは説教されるのかと思わず身をすくめた。だが、彼はマギーの顔を見ると安あん堵どした表情になり、へたへたとその場に座すわり込んでしまった。

「エド？　どうしたの？」

　マギーは驚おどろいて、今度は失敗しないようにゆっくりと体を起こす。エドが慌あわてて、

「ああ、いい、いい。寝てなさい」

「あたしは大だい丈じよう夫ぶよ。それより、ここ」

　マギーはベッドの外を覗のぞいた。白に金きん泥でいの飾かざりが施ほどこされた壁かべ、美しい天井画、どっしりした品のいい調度品。広い部へ屋やの真ん中に置かれたベッドの周まわりには医い療りよう器き具ぐとおぼしきものがあるが、部屋の造りから分かる、ここはラズボーン家だ。ならば、この夢のような寝ね心ごこ地ちの布団も分かる。

「なんであたし、ラズボーン家で寝てたの？　勉強中に倒れたとか？」

　因いん果が関係が思い出せず、適当に考えついたものを口にする。寝る前にしていたことを思い出そうとしたが、なぜか頭が考えようとしない。ヨルカ村にいたときのことなら、苦もなく思い出せるが、最近のこと、特にゼフィッツイに来てからのことを考えようとすると、頭の芯しんがじんじんと痛んでくる。

　エドは困ったような顔になって、

「記き憶おくがないのか？」

「なんだか、頭痛くて。みんなは？　ウィルは、バズは……」

　ウィル。その言葉を口にした途と端たん、噴ふき上がる泉のように頭の底から記憶がよみがえった。

　そうだ、港で「駆かけ落ちした」依い頼らい人にんを見送ったあと、ウィルがドブラエ公こう爵しやくの屋や敷しきから女の子を連れ出して、その子をアパートに連れていったら、突とつ然ぜん、光が──

「ウィルとバズは!?　あたしだけなんでここにいるの!?　あの爆ばく発はつは一体……！」

　思わずマギーはエドに食いかかろうとしたが、貧ひん血けつを起こしてぺたりとうつぶせに潰つぶれてしまった。エドを摑つかもうとした両りよう腕うでを伸のばしたまま、顔をしかめ、

「う、うえええ、気持ち悪いい」

「ほら、無理をするもんじゃない。マギーは一週間寝込んでたんだ、ここにいるのは、医療設備はうちの方がいいとシンシアが申し出てくれたからだよ。さっきまでジェレミーが看みてたんだが、あいつもミッチェルの方がある、私と交代して今はほかの部屋で休んでる」

「一週間……」

「バズは一昨日、目が覚めたよ。ヨルカ村には、ジェレミーと相談したんだが、まだ連れん絡らくしてないんだ。でも、二人ともなにもなくてよかった」

　そう言いながら、エドがマギーの体を起こしてくれる。そして、ベッドに寝かしながら、

「さあ、もう少し寝ていなさい。ドクターを呼んでこよう」

「ウィルは？」

　マギーは聞き返した。バズのことは言ったのに、ウィルのことを言わないのは変だ。ウイルはエドの孫まごだ。

　エドが露ろ骨こつに視線を逸そらした。ますます怪あやしい。

　マギーはエドの腕を摑んだ。話を聞かないまま逃のがすわけにはいかない。

「エド、ウィルはどうしたの？　なんで黙だまってるの？　あの爆発はなんだったの？　あの女の子たちはどうなったの？」

「話はバズから聞いたよ」

　エドは大きくため息をつくと、しかたなさそうにマギーに向き直った。それから真しん剣けんなまなざしで、

「あの日、爆発があった日、私はすぐにアパートに戻もどったんだ。そうしたら、三階と屋根は全部吹ふき飛んでて、私の部屋にマギーとバズが倒たおれていた。ジェレミーたちが病院に行ってたのは幸いだったよ」

「ウィルは？」

「いなかった。キリワスから送られてきた娘むすめも、ドブラエ公爵家のメイドという少女も、いなかった。それっきり行方ゆくえが分からない」

「！」

　マギーはとっさにベッドから飛び降りようとしたが、気ばかりがそう思うだけで、体が動かなかった。じれったい自分の体に癇かん癪しやくを起こす。

「ああ、もう！　なによ、なんで体が動かないの！」

「しかたあるまい、しばらく安静にしてなさい。ご飯が食えるようになったら起きられるだろう」

「エド、そんな落ちついてる場合!?　ウィルを捜さがしにいかなくちゃ！　あの女、あのキリワスの女がなにかしたのよっ」

　落ちつき払はらっているエドにも腹が立ち、マギーは怒ど鳴なった。大声を出すだけで気持ちが悪くなるが、今はそれどころではなかった。

　エドは苦く笑しようした。

「もちろん、私も全力を尽つくして捜しているよ。任まかせなさい、これでも私はプロの捜し屋だ、必ず見つけてみせる。マギーはここで自分の体を治なおすことだけを考えていればいい。じゃあ、ドクターを呼んでくる」

　そう言うとエドは部屋を出ていった。それを見送りながら、マギーは泣きべそをかいて、

「……ウィルだって捜し屋なのよ。捜し屋が捜されるなんて、洒落しやれにもならないじゃない」

　そう呟つぶやいた。




　バズがマギーの見み舞まいに来たのは、夜になってからだった。

　ラズボーン家の召めし抱かかえのドクターや兄のジェレミー夫妻と会い、マギーはどっぷり疲つかれていたが、バズがおずおずと部屋を訪たずねてくると、それまでの疲れなど一気に吹き飛んでしまった。

「バズ！」

　そば粉こを練ねった流動食を口にしたあとのせいか、マギーは勢いきおいよくベッドから飛び降りると、バズの腕うでを摑つかんでベッドの陰かげへと引っ張ぱっていった。扉とびらからは死角になる場所に座すわり込み、キッとバズを睨にらんで、

「なんでバズばっか先に起きたのよ！」

「な、なんでって言われても。たぶん、ぼくの方がうしろにいたから、かな……？」

　理り不ふ尽じんな言いがかりに当とう惑わくしながらも、バズは律りち儀ぎに答えた。そして、安あん堵どの笑えみを見せる。

「でも、よかった。マギーが起きて。心配してたんだよ」

「あたしはウィルが消えたことが心配よ」

　マギーは親指の爪つめを嚙かんだ。苛いら立だったときや、困ったときの彼女の癖くせだ。

「一体なにが起きたの？　エドは話をはぐらかすし」

「ぼくもよく分からないんだ」

　バズは困こん惑わくした様よう子すで話を切り出した。

「あのドブラエ公こう爵しやく家の少女──ルミニタってウィルは呼んでたよね、彼女が船ふな荷にの人に触ふれた途と端たん、変な光が首くび飾かざりから溢あふれて、そのあと気がついたらぼくもこの屋や敷しきのベッドで寝てたんだ」

　バズの説明はマギーの記き憶おくと一いつ致ちしていた。光のあとは記憶がない。

「アパートはどうなったの？」
















「酷ひどいもんだよ。二階のウィルたちの部屋から空が見えるもん。でも、下の階には全然被ひ害がいは出てないし…ぼくたちも、外傷はほとんどないだろ。倒たおれたときにぼくは腕うでを打ったけど」

　バズは顔をしかめて説明した。つまり、爆ばく発はつは上空に向かって起きたというわけだ。

「ところでぼくたち、なんでこんなところで話し合ってるのさ？」

「この屋敷の人間があたしのこと見張ってるのよっ。エドがあたしが抜ぬけ出さないよう頼たのんだみたい。まったく信用してくれないんだからっ」

　マギーは頰ほおを膨ふくらませて答えた。それから、バズがなにか言いたそうなまなざしで見ているのに気づき、

「なによ、なんか言いたいの」

「べ、別になにもないよ。それにしてもウィルはどこ行っちゃったんだろう」

　慌あわててバズは首を振ふり、話を逸そらした。

「あの爆発で、ほかの二人と一いつ緒しよに吹ふき飛ばされちゃったとか」

「冗じよう談だんでしょ!?　あたしたちは無傷だったのに！」

　マギーは顔を青ざめさせて、不ふ吉きつなことを言うバズを叱しかりつけた。

「きっと、あの女に連れてかれちゃったのよ。あの光もあの女がやったんだわっ」

「あの女って？」

「船荷の女よ！　もう、鈍どん感かんね！」

　マギーはすっくと立ち上がった。おどおどしているバズを尻しり目めに、拳こぶしを握にぎりしめ、

「いい、あたし、起きてからずっと考えてたんだけど、あの船荷の女は前々からウィルに目を付けてたのよ。それで、なんとか自分のものにしようとして、箱はこ詰づめなんかになって一ひと芝しば居い打ったんだわ。それで、ウィルを連れ出すチャンスを窺うかがってたのよ、絶ぜつ対たいそうよ！」

「そんなむちゃくちゃな……それなら、ウィルのお父さんに指示されたって考えた方が、納なつ得とくできると思うけど」

　興こう奮ふんして謎なぞを解明するマギーの意気を挫くじくように、憮ぶ然ぜんとバズは呟つぶやく。マギーはぴくりと頰を引きつらせた。そして、バズの襟えりをむんずと摑つかむ。

「ばずううう」

「な、なに？」

「なんで、そこで、トリックの名前が出てくるのよお？」

「だ、だって、キリワスの烙らく印いんがあっただろ。キリワスって言えば、シノン文明の遺い跡せきがいっぱいあるとこじゃないか。ウィルのお父さんはシノン文明の遺跡を荒あらしてたんだから、もしかしたらキリワスにいる可か能のう性せいも高いんじゃないかと思って。あの無名の差さし出だし人にんは、それを暗示してるんじゃないかって」

　低い声で脅おどす──ではなく、聞き返すマギーに、バズはびくびくしながら答えた。案あんの定じよう、マギーはカチンときて、

「どうしてそういう大事なことを先に言わないの！」

「ひゃっ。ご、ごめん、でも、ぼくも今日調べたばっかりなんだよ」

　マギーの拳から逃にげながら、バズは懸けん命めいに弁べん明めいした。マギーはバズの襟をつかんだまま、

「調べたって、なにをっ」

「だから、あの船荷の人のこととか、いろいろと」

「それで分かったことは!?」

「く、苦しい」

　ぎりぎりと襟を絞しめられ、バズは呻うめいた。ようやくマギーも興奮しすぎたと悟さとり、慌あわてて手を離はなす。

　バズはげほげほと咳せき込み、恨うらめしそうにマギーを見上げながら、ふところから世界地図を取り出した。そして、ゼフィッツイから南東の方角にある半島を指し、

「ほら、ここがエキーナ半島。この南の根っこの部分にあるのが、キリワス。シノン文明ってのは、キリワスの対岸の、今のビシワ王国がある辺りで生まれて、伝でん播ぱしていったんだ」

「キリワスで生まれたんじゃないの？」

「ううん、キリワスはその流れを汲くんでるんだ。シノン文明の中心地、ケチャが南の沙さ漠ばくの異い民みん族ぞくに滅ほろぼされたとき、逃にげていったシノン人が作った国だって言われてるけど、今はいろんな民族が混ざってるみたい」

「じゃあ、末まつ裔えいってわけね」

　二人で頭を突つきつけ、地図を一つ一つ指して確かく認にんしていく。

「ウィルのお父さんが最後に出かけたフローレン島は、もっと西の方、ここ。シノン文明が栄さかえてたころは、ここら一帯に一大文明圏けんがあって、海を使った交易が盛さかんだったんだって。でも、フローレン島沖おきには変な潮流があるから、難なん破ぱする船もあって、ウィルのお父さんはそういった沈ちん没ぼつ船せんの中から宝物を引き揚あげようとしてたんだ」

「ふうん……それで？」

　前置きはいいから早く本題に入れと、マギーは話を促うながした。すると、バズは当とう惑わくした面おももちで、

「それでって……それでおしまいなんだけど」

「なによ、それだけ!?　それだけじゃ、なんの解決の糸口にもならないじゃない！」

「これだけ調べるのでせいいっぱいだったんだよお」

　マギーの剣けん幕まくにバズは萎い縮しゆくして、情けない声を上げた。

「ぼくも一昨日おととい、目が覚さめたばっかりなんだ。昨日きのうも午前中は横になってたし」

「もうっ、役に立たないんだから！」

　甲か斐い性しようのないバズをマギーは突き飛ばした。マギーは涙なみだ目めになって、

「こんなところであたしたちがノロノロやってるうちに、ウィルが大変な目に会ってたらどうするのよ!?　あたしたちの助けを待ってるかもしれないのよ！　それなのに、こんな、ウィルがどこ行ったかも、なにがあったのかも分からないなんて！　ウィルになにかあったら、どうするの……！」

　マギーはそこまで怒ど鳴なって、声を詰つまらせた。なにもできない、なにも分からない自分たちに対する怒いかりと悔くやしさで、ぼろぼろと涙が出てくる。

　バズは彼女の剣幕に圧あつ倒とうされ、ぽかんとしていたが、涙を見て慌あわてた。

「マ、マギー、泣かないでよ」

「だって、悔しいんだもの……！　ウィルが生きてるかどうかも分からないのに、あたしたち、ここで手をこまねいてるなんて！」

「マギー、焦あせらないでよ。まだ調べ始めたばっかりなんだ。ウィルのことだよ、無ぶ事じだって。あいつがいなくなるなんてことしょっちゅうじゃないか、鉄てつ砲ぽう玉だまなんだから。きっと今回も、なにか面おも白しろいもの見つけたから、そのまま突っ走っちゃってるんだよ。ぼくたちのことなんか忘れてさ」

　努つとめて明るい口く調ちようでバズは慰なぐさめる。だが、マギーはキッと幼おさななじみの片割れを睨にらむと、

「でも、一週間も帰ってこなかったなんてことなかったわ！　エドだって、あたしが目を覚ましたら、すぐにウィルを捜さがしにいったし！　こんなこと、今までなかったじゃない！　なかったじゃない！」

　叫さけんでいるうちに、ますます動どう揺ようしてきて、マギーはワッと泣き出してしまった。バズは狼ろう狽ばいして、おろおろと部屋の中を見回したが、そんなことをしても誰だれもいるはずもなかった。

　結けつ局きよく、自分でどうにかしなくてはと決心し、バズは大きく息をつくと、顔を引き締めた。そして、

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ウィルにかぎってなにかあるわけないじゃないか。マギー、泣いてる場合じゃないよ、ぼくたちはぼくたちにできることしなくちゃ」

「できることって？」

　急に毅き然ぜんとした態たい度どになったバズに、鼻の頭を真まっ赤かにしながらマギーは聞き返した。バズが真ま面じ目めな顔で頷うなずく。

「ぼくが二日間観かん察さつしたことから判断すると、どうもエドはなにか知ってるようなんだ。ばたばたしていたし。それと、レディ・シンシアもなにか知っているみたいだ」

「シンシアお嬢じようさま？　なんで？」

　突とつ然ぜんその名が出てきたので、マギーは泣いていたことも忘れて、目をぱちくりとさせた。確かに今はラズボーン家に世話になっているが、あの爆ばく発はつと彼女は無む縁えんのはずだ。

　バズはシンシアその人に聞こえるのではないかと警けい戒かいし、声をひそめると、

「エドがレディ・シンシアの部屋に出入りしていたんだ。それも、日に何度も」

「なにかおかしいの？」

「だってエドは、前はレディ・シンシアと会うの嫌いやがってたんだよ！　ろくなこと言いつけられんって」

「ああ、そういえば」

「レディ・シンシアの部屋に行くと、エドは決まって外に出かけるんだ。孫が行方ゆくえ不明ってときに、別の用事を言いつけられて、どこか行くとは思えないよ」

「ってことは、シンシアお嬢さまは、なにかを知ってる、あるいは心当たりがあるってことね！」

「そう！」

　二人は人差し指を突き合わせて頷いた。捜そう索さくの手がかりを得て、マギーは俄が然ぜん元気が出てくる。

「そうとなったら、早さつ速そくシンシアお嬢さまに聞き込みよ！　バズ、ウィルがいない今、ウィルを捜さがすのはあたしたちしかいないわ。その辺は分かってるわねっ？」

「な、なんだって？」

　ややこしいことを言うマギーに、バズは面めん食くらって聞き返した。だが、マギーはその質問の答えは割かつ愛あいすることにした。

　彼女はぐっと両手を握にぎりしめると、

「今回の仕事は、あたしたちがお互たがいに依い頼らいするの。依頼品はウィル・ゴーダ、十二歳さい！　エンゼル・ハートクラブ結成以来の大物だわ、心してかかるように！　いいわね、会員二号！」

　びしっとバズの鼻先を指すマギー。だが、バズがきょとんとしたままなので、

「ちょっと、分かってるの、バズ!?」

「ウィルを捜すのは分かるけど……どうしてここでエンゼル・ハートクラブが出てくるのさ？」

「あたしとバズがいて、なんでエンゼル・ハートクラブが出動しないのよ？」

　そっくりそのまま聞き返され、バズは返事に窮きゆうした。

　今のマギーの頭の中には、当初の「悩なやめる恋こい人びとたちを手伝う組織」という設定はみじんも残っていなかった。ＴＰＯに合わせて立場を変える、よく言えば臨りん機き応おう変へんな少女なのだ。

　バズが否定しないので、マギーは彼が納なつ得とくしたものと見なし、

「ともかく、ウィルはあたしたちの助けを待ってるはずだわ。待っててね、ウィルっ。さあ、行くわよ、バズ！」




　その、幼おさななじみに大変心配をかけ、炎えん天てん下かで目を覚めましたウィルは、どうしているかと言うと──

「なあ、頼たのむよ。ちょーっとだけでいいからさ。おまえは明日でいいじゃん、俺おれ、喉のどカラカラなんだ。俺が死んだらおまえのせいだからな」

　などと子こ山や羊ぎを説得し、泣き落とし、あるいは脅おどし、しまいには面めん倒どうになって押おしのけると、這はいつくばって母親山羊の乳を搾しぼって飲んだ。子山羊は当然抗こう議ぎして、ぐいぐいとウィルを押しのけようとしたが、それを足で押さえて邪じや魔まをする。

　かなり時間をかけて、満足とは遠いが、ウィルはそれなりに喉の渇かわきと空腹を癒いやした。

「うへえ、生き返ったあ」

　山羊の下から這い出、口元を拭ぬぐう。その油ゆ断だんをついて、子山羊に頭ず突つきを食らい、ウィルはでんっと突き飛ばされた。

「あいててっ。もう、なんだよお。食いもん分けあった仲なんだから、そんなつれなくしなくたっていいじゃん」

　むうと口を尖とがらせて咎とがめてみたが、どっちにしろ喉の渇きは癒いえたので、もう子山羊には興味はなくなっていた。

　そこへ、

「！！！」

　甲かん高だかい喚わめき声が飛んできて、山羊の群れの向こうから、ひょろっとした少年が駆かけてきた。目が覚めてから、初めて見る人間である。

　少年は薄うす汚よごれたよれよれのシャツとすり切れたズボンをはいていた。どちらも瘦やせた体にはぶかぶかすぎる。ウィルより二、三歳年上のようだ。日に焼けて顔は赤黒い。

　ウィルは目を細めた。黒い巻き毛の山羊飼かいは、メーレン人──ゼフィッツイを中心に分布する民みん族ぞくとは違ちがう造ぞう作さくをしている。ただ、暗黒大陸や東南の沙漠地帯まで行くほど、遠いわけではなさそうだ。

（南の方の民族かな？　ウラビアとか、キリワスとか）

（キリワス）

　ずきん、と額の奥おくに鈍にぶい痛みが生まれた。眉まゆをしかめているうちに、山羊飼いが近づいてきて、えらい剣けん幕まくで怒ど鳴なり散らした。どうやら山羊の乳を飲んだことに腹を立てているようだ。

　数カ国の言葉を理解し、会話もそこそこできるウィルだが、その言葉はちんぷんかんぷんだった。発音や語調が似ているから、同じ古典教会語から派生した言げん語ご圏けんにあるとは思うが。

（うーん、こりゃ大分田舎いなかなんだなあ。方言がきつくて分っかんねえや）

　まあ、同じ言語圏にあるということは、さほど文化も習慣も違わないはずだ。古典教会語かシノン語で話していれば、幾いくつかの単語は通じるだろう。

　かんかんになって怒鳴る山羊飼いに、ウィルは身振ぶり手振りをつけながら、

「あー、ごめんごめん。野生の山羊かと思ったんだよ。少しもらっただけじゃん、そう喚くなよ」

　あまり殊しゆ勝しようでない態度でウィルは謝あやまったが、山羊飼いにはまったく通じないようで、喚かれ続ける。ウィルはやれやれと肩かたをすくめると、上着を脱ぬいで差し出した。

「はい、これで支し払はらうよ」

　山羊飼いはその身振りの意味は分かったようだ。仏ぶつ頂ちよう面づらで、だが、どことなくほくそ笑えんだ──うまい汁しるが吸えて満足したことを隠かくした表情で、上着を引ったくろうとした。その隙すきをついて、ウィルは山羊飼いの腰こしに下がっていた小こ袋ぶくろの中に、すっと手を入れた。鮮あざやかな手つきで中のものを選んで抜ぬき取る。

　山羊飼いは上着に気を取られて、ウィルの行こう為いには気づかなかったようだ。ウィルは素す早ばやく獲え物ものをズボンのポケットにしまうと、立ち上がった。

「なあ、海ってどっち？」

　ウィルは山羊飼いに尋たずねた。どうやら「海」という言葉だけは通じたようで、ウィルより頭一つ分背の高い山羊飼いは、首を傾かしげながら、山並みの見える方角を指さした。

　キリワスもウラビアも、海岸線沿いに山並みがある。ウィルは頷うなずくと、「じゃっ」と手を上げ、山羊飼いに背を向けて歩き出した。

　山羊飼いが山羊の群れの中に見えなくなってから、彼から拝はい借しやくした獲物を見る。

　袋には期待した食料は入っていなかったが、小さなナイフが入っていた。果くだ物ものを割る為ためのナイフだ。革かわの鞘さやから抜くと、錆さびた刃はが現れる。

「あんまり切れそうにないなあ」

　ウィルは落らく胆たんしたが、「まあいいや」とナイフをしまい直した。

　見知らぬ土地に一人でも、ウィルは寂さびしいとか辛つらいとは感じなかった。昔からよくエドと、さらに昔はトリックと、見知らぬ土地をさまよい、迷まい子ごになることもしばしばだった。そのときの経験が役に立っている。

　とりあえず海に行こう。ウィルは迷子になったときの常じよう套とう手しゆ段だんとして、海を目指して歩き始めた。







　２　行き倒だおれに近づくな







　シャツを脱ぬぎ、頭からすっぽりかぶって暑さをしのぐ。そうしないと頭がふらふらしてくるほど、太陽の日差しは強かった。

　乾かわいた、人ひと気けのない大地を歩く。持っているものは、さっき山や羊ぎ飼かいから巻き上げた錆さびたナイフ一本だ。

（ひー、暑いなあ）

　ウィルは空を仰あおいだ。太陽が高い。歩き始めたときよりもさらに天頂に近づいている。つまり、まだ昼前ということだ。

（俺おれが向かってるのは西ってわけか）

　世界地図を頭に思い浮うかべる。キリワスはエキーナ半島にあるので、西と南、そして東とも海に面している。

（キリワス）

　その単語を思い出すと、額ひたいの奥おくの方に痛いたみを感じる。ウィルは顔をしかめ、十指で自分の頭をぎゅっと摑つかんだ。

（あー、あったまいてえ。キリワスがなんだってんだ。ここがキリワスだってことか？　大体、本当にここがキリワスなら、なんで俺はそれを知ってるんだ？）

　どうやら頭痛はそこら辺から発するものらしい。ウィルは歩きながら、今自分が置かれている状じよう況きようを究きゆう明めいすることにした。そして、遅おくればせながら、なぜ自分がこんなところにいるのか、まったく心当たりがないことに気づく。

　いや、心当たりがないというよりは、覚おぼえていないのだ。ここ数日の記き憶おくを。

（……あれ？）

　首をひねってみたが、思い出そうとしても頭の中が真っ白になってなにも考えつかない。考える糸口が見つからないのだ。

　だが、ウィルは焦あせらなかった。

（えっと、俺はゼフィッツイにいたよな）

　どこから記憶を辿たどればいいかすら思い出せず、とりあえず五月にヨルカ村からゼフィッツイに戻もどってきたところから始めてみる。時間はどうせたっぷりあるのだ、落ちついて順序よく考えれば、ど忘れした記憶など思い出せる。

　ゼフィッツイについてからこなしていった仕事を、指を折って数える。仕事の依い頼らい人にん、内容、そして結末は克こく明めいに記憶している。捜さがし屋でいちばん大たい切せつなものは、閃ひらめきや勘かんよりも、記憶力だ。

（それから、そう、ウオルフとステラ、あの二人組の依頼があって）

　あの二人の依頼は、結けつ婚こんを破は談だんにしろとかいうものだった。結局最後は、ウィルたちを煙けむに巻くようにゼフィッツイから旅立っていって──

（あれ？　あの二人の依頼品ってなんだ？）

　自分は捜し屋だ。「破談にしろ」なんていう依頼が来るはずがない。「破談にするなにかを捜せ」という依頼のはずだった。

　ウィルは腕うでを組んで唸うなり、ポンと手を叩たたいた。

「ああ、旗はただ。金のカモメのクレストの紋もん章しようのある」

　口に出してから、ウィルは連れん鎖さ的てきにすべてのことを思い出した。

「あ！　あの女っ……！」

　思わず叫さけんでから、慌あわてて手で口を塞ふさぐ。誰だれかに聞かれるのを恐おそれたのではなく、口を開けたら熱い大気が流れ込んできたせいだ。

（おっもいだしたぞお、あの女！）

　船ふな荷にとして送られてきたあの女と、ルミニタが接せつ触しよくした途と端たん、変な光が四連の首くび飾かざりから放はなたれ、爆ばく発はつしたのだ。そのあとから記憶がなく、気がついたら山や羊ぎに囲かこまれて寝ねていたというわけである。

　ウィルは怒いかり冷さめやらず、ばりばりと頭を搔かいた。

（ちっきしょうっ、どうなってるんだ、一体！）

　爆発が起きたのは百歩譲ゆずって認みとめよう。だが、爆発で飛ばされたにしては、飛ばされすぎではないか？　ここはどこだ。

（落ちつけ。落ちつけよ、冷静に考えるんだ）

　ウィルは自分に言い聞かせると、薄うすく唇くちびるを開いて深呼吸した。熱い空気が肺はいの中に入ってくる。

　あのとき、ルミニタが四本のガラス玉の首飾りをあの女の額に乗せた途端、光が放出され、爆発が起きた。

　一体、あの首飾りはなんだったのか。

（一本はザンダー家にあったもの。ウオルフの実母が二十二年前、付き合っていた男からもらったものだ）

　ウィルはもう一度指を折って、確かく認にんした。

　ウオルフの実母が付き合っていた男は運び屋だったらしい、ということまで突つき止めた。彼は当時キリワスの総そう督とくだった、ジェラルド・モーティマーの紋章旗を持っていた。

　なぜ運び屋と分かったか？　それは、モーティマー家に現れた運び屋が、同じ旗を持っていたからだ。旗は運び屋の目印だったのだ。

（モーティマー家に現れた運び屋が持ってたのが、二本目の首くび飾かざり）

　ウィルは二本目の指を折った。

　そして、その首飾りを二つの勢力が奪うばい合っていた。

（あの爆ばく発はつ、あれが首飾りの仕し業わざだとしたら、なにか、とんでもない未知の「力」を秘ひめてるってことだ。あいつらはそれを知ってて、首飾りを奪い合ったんだ）

　そして、ルミニタが持っていた三本目と四本目の首飾り。

　ウィルは愛らしい亜あ麻ま色いろの髪かみの少女を思い出し、指を折るのをやめて肩かたを落とした。巻き込みたくないと思っていたのに、あんなことになってしまった。

（ルミニタ……無ぶ事じかな）

　あの爆発で怪け我がなどしていないだろうか。ウィル自身は幸い怪我一つなかった。ルミニタもそうであってほしい。マギーやバズは彼より遠くにいたから大だい丈じよう夫ぶ──と思いたい。

（あの爆発が首飾りの力だとしたら、俺がこんなところにいるのも、首飾りの力なのか？　まさかルミニタも、わけ分かんない土地に飛ばされてたりしてないよな）

　ルミニタは、首飾りは祖母にもらったものだと言っていた。キリワスで生まれた彼女は、ジェラルド・モーティマーの紹しよう介かいでゼフィッツイに奉ほう公こうに来た。

　そして、あの女が入っていた箱には、キリワス発の烙らく印いんが捺おされてあった。

　キリワスから来た少女。

　キリワスの元総督。

　キリワスの烙印が捺された箱。

　頭痛が酷ひどくなる。キリワスはシノン文明の末まつ裔えいの国だ。エドもトリックも何回も出かけた。特に、トリックがキリワスにいる可か能のう性せいは高い。

（シノン文明時代の沈ちん没ぼつ船せんを引き揚あげてた最中に、行ゆく方えをくらました親おや父じ）

（亡ぼう霊れい憑つき）

　アリアドニの遺ゆい言ごん状じようには、そうシノン語で書かれてあった。わざわざシノン語で書いてあったことは、意味があるに違ちがいない。アリアドニの謎なぞかけだ。

　ウィルは頭痛に顔を歪ゆがめた。頭のどこかが考えることを拒きよ絶ぜつしていた。油ゆ断だんをすると頭の回路が真っ白になり、それ以上の思考を遮しや断だんする。暑さのせいもある。だが、ウィルは歯を食いしばった。なにかが見えそうなのに、自みずから目をつむる気はなかった。

（あの女──マシルのヴィヴィアンとか言ってたな。あいつ、何者だったんだろう）

　まさか本当に、キリワスから半月かけて船ふな荷にで送られてきたとは思わないが、口を使わずに喋しやべる力といい、首くび飾かざりを知っていたことといい、あの女には謎なぞが多すぎる。

（ヴィヴィアン）

　ウィルは顔を険けわしくした。その名には聞き覚おぼえがあった。

（ヴィヴィアンによろしくな）

　サマドのジラの屈くつ折せつした笑え顔がおが脳のう裏りによみがえる。メルジェリーナ刑けい務む所しよでウィルにそう言った。きっとあの女が、ジラの言う「ヴィヴィアン」なのだろう。

（ジラは親父のことを知ってた。あの女はやっぱり親父絡がらみの奴やつなんだ）

　一体なにが起きているのだろう。父親絡みで、なにか事件が起きている。しかも、個人的な策さく略りやくとか、そういった小さなものではない。あのときモーティマー家に集まっていた面めん々めんを考えれば分かることだ。

（あそこには王族のオリヴァ・グロースターや、造船業者のジョン・ピタールがいた。それなりに名を知られてる人物が）

　大体、シンシアはなんと言った？　モーティマー家の騒そう動どうに関して、珍めずらしく彼に忠ちゆう告こくしにきたではないか。

（シンシアはなにかを知ってた。ちゃんと説明して、話を聞くべきだったんだ──いや、言うつもりだったけど、その前にあの爆ばく発はつが）

　ウィルはあの馬車の中で、シンシアにすべてを話さなかったことを悔くやんだ。あのとき迷わなかったら、今ごろはこんなところにいなかったかもしれない。だが、現実は自分はこんなところで、灼しやく熱ねつの太陽に照らされながら、さまよっている。

（ちっきしょう、絶対ゼフィッツイに帰ってやる。帰って、謎を突つき止とめてやる！）

　ウィルはキッと前方のはるかな山並みを睨にらむと、肩かたをいからせて歩いた。




　日が天頂を過ぎたころ、後方からガラガラという音が聞こえてきた。足を止めて振ふり返ると、馬車が地平線の彼方かなたからやってくる。

（ひえええ、助かったあ）

　ウィルはホッとして、馬車が近づいてくるのを待った。

　近づくと、藁わらを乗せた荷に台だいを引いていたのは、馬ではなくロバだった。帽ぼう子しを深くかぶった、瘦やせた青年が御ぎよしている。ウィルが手を振ると、彼は手た綱づなを引いてロバを止めた。

　ジャガイモみたいな顔の青年がなにか喋しやべったが、ウィルにはやはり聞き取れなかった。ウィルは困こん惑わくした表情を見せて、

「あーっと、俺の言葉、分からないかなあ。シノン語の方が分かる？」
















　幾いくつかの適当な言語を使って喋ってみせる。青年は首を傾かしげ、

「おまえ……ヒューゴ、人間？」

　片言だが、ウィルの分かる言葉で喋った。ウィルはぱっと顔を明るくした。

「あっ、ヒューゴの人間に会ったことある？」

「み……港みなとが、船で、いっぱい人が、ヒューゴに、買いもの」

　文脈がよく分からないが、近くの港にヒューゴからの船が出入りしているようだ。ウィルは手綱を摑つかんで、

「その港に今から行く？　行くんだったら乗せてってよ、近くまででいいから。港、港」

　ウィルが何度も港と言い続けたので、相手も理解したようだ。荷台を指し、乗れとジェスチャーする。

「ありがとっ」

　ウィルは礼もそこそこに、荷台に飛び乗った。日に当てられた藁の束たばは熱いくらいだったが、その陰かげに回るとすうっと汗あせが引いた。

「やれやれ」

　熱い息をつくと、御ぎよ者しや台だいの青年が水すい筒とうを渡わたしてくれた。その中の牛乳を一口もらって返す。

　わけが分からないが、ともかくこれでゼフィッツイに帰れるめどが立った。ウィルはようやく安あん堵どし、荷台に寝ね転ころがった。

　車がゆっくりと動き出す。いくらも行かないうちに、ウィルは深い眠ねむりの中に落ちていった。




　シンシア・ラズボーンの私室を急きゆう襲しゆうすることにしたマギーとバズだが、あいにくと女じよ帝ていは留る守すだった。

「レディ・シンシアも最近忙いそがしそうだったからなあ」

　シンシアの私室の前で座すわり込み、バズが落らく胆たんしながら言う。隣となりにやはり座り込んだマギーが、怪け訝げんそうに、

「なにかあったの？」

「なんでも、王族の誰だれかが殺されたんだってさ。今の国王さまの叔お父じさん、つまり前の国王さまのいちばん年下の弟だったんだって。役職に就ついてたわけじゃないけど、やっぱり王族だから。レディ・シンシアがその事件の筆頭調査員になったんだ」

「世の中物ぶつ騒そうねえ。シンシアお嬢じようさま、平気かしら」

　言葉のわりには心配しているとはとても思えない、おざなりな口く調ちようでマギーは言う。そこへ、

「子供に心配されるほどではなくてよ」

　当のシンシア・ラズボーンの威い圧あつ的てきな声がして、マギーとバズは飛び上がった。慌あわてて振ふり返ると、階段の手すりに、華はなも恥はじらう年ねん齢れい不ふ詳しようの絶ぜつ世せいの美女が佇たたずんでいた。

　暗い廊ろう下かが彼女の存在一つで、すばらしく明るく、そしてきらびやかな空気に満ちる。それがこの家のあるじ、シンシア・ラズボーン公こう爵しやくだ。

　バズはどぎまぎする胸を手で押おさえて、

「レ、レディ・シンシア。いついらっしゃったんですか」

「今しがたよ。わたくしの帰りにも気づかなかったなんて、たいそう話に熱中していたようね」

　シンシアはあでやかな紅べにを引いた唇くちびるに、婉えん然ぜんたる笑えみを浮うかべて答えた。だが、二人はその答えが噓うそであることを見み抜ぬいていた。

（う、噓だ、ぜーったい噓だ。ぼくたちが待ってることを執しつ事じのヘッジさんから聞いて、それで足音を忍しのばせてきたに違ちがいない！）

　バズには確信があったが、それを当人に指し摘てきできるほど無む謀ぼうではなかったし、勇気もなかった。

　マギーもバズと同じ考えに至いたっていたが、彼女はバズよりは無謀であったし、勇気に満ち満ちていた。憮ぶ然ぜんとして、

「シンシアお嬢さまはスパイになれると思うわ」

「あら、それは褒ほめ言葉ね。喜んで受け取っておくわ」

　マギーのイヤミもまったく意に介かいさず、シンシアはにこりとほほえむ。口では彼女に敵かなわないとマギーも分かっているので、仏ぶつ頂ちよう面づらで話を変えることにした。

「シンシアお嬢さまに聞きたいことがあるの。ウィルがどうなったか、知ってるんでしょ。知らないなんて言っても、あたしたちお嬢さまが──！」

「ウィルは面めん倒どうに巻き込まれたのよ」

　意外にあっさりとシンシアが答えたので、マギーもバズも拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。絶対、とぼけられると思っていたのだ。ウィルの行ゆく方えを知る為ためなら強きよう硬こうな姿し勢せいも辞じさない、そう覚かく悟ごしていたマギーは、次の言葉がなかなか見つからなかった。

「え……えっと、その、だから」

「あの、面倒なことってなんですか」

　動どう揺ようするマギーの代わりに、バズが横からおそるおそる尋たずねる。シンシアはわざとらしく目を円く見開いてみせて、

「まあ、それを聞きたいと？」

「ええ、はあ、できれば……」

「ウィルは生きてるの!?　一体なにがどうなってるの!?」

　消極的なバズの言葉を遮さえぎり、マギーは再度意気込んで尋ねた。真しん剣けんな面おももちでじっと答えを待つマギーに、シンシアはにっこりとほほえむと、彼女の両手を取った。

「え？」

「目が覚めてよかったわ、マギー」

　キョトンとするマギーの手を引っ張り、抵てい抗こうする暇ひまも与えず口づけする。

「！！！」

　マギーは慌あわててシンシアの束そく縛ばくを振ふり切って身を反そらしたが、その唇くちびるにはべったりと紅がついてしまった。耳みみ朶たぶまで真まっ赤かにして、度ど肝ぎもを抜ぬかれて目をまん円にする。そんな彼女を見て、シンシアは優ゆう雅がに「ほほほ」と笑った。

「さあ、部へ屋やにお入りなさい。わたくしから情報を得たいというからには、それなりの見返りを払はらうことも覚かく悟ごしているのでしょうから」

「み、見返り？　あの、それって、いつもウィルが言っている……？」

　バズがへっぴり腰ごしで聞き返した。マギーは口もきけないほど愕がく然ぜんとしたままだ。

　シンシアはもう一度、あでやかにほほえんでみせた。正解らしい。

（み、見返りって、その、なんだ、や、やっぱり、そういうことなのかな？）

　シンシアはゼフィッツイ市民の誰もが知っている、「子供好き」である。バズもマギーも毎度彼女には遊ばれているが、まだ実体をすべて知っているわけではなかった。ときおりウィルがシンシアのところへ行き、すばらしく疲つかれて帰ってくるのは──

「あっ、あの！　ぼくたちまた出直してきま──どわっ！」

　血の気けの引いた顔で言いかけたバズを、マギーが思いっきり突つき飛ばした。べしゃっと床ゆかに叩たたきつけられるバズには見向きもせず、ショックから復活したマギーは目を爛らん々らんと輝かがやかせて、

「お嬢じようさま、ちゃんと話してくれるのね!?　噓うそついたりごまかしたりしないわよね!?」

「もちろんよ。それなりの見返りがあるのなら」

「分かったわ！　本当のことを話してくれた暁あかつきには、このバズをお嬢さまのいいようにしていいわ！　あたしも約束は守る！」

「ええーっ！　ぼくをお!?」

　とっさに不満の声を上げたバズを、マギーはキッと睨にらんだ。

「なによっ、それじゃあたしがお嬢さまの変態趣しゆ味みの犠ぎ牲せいになればいいっていうの!?」

「い、いや、そういうわけじゃ……」

「だったら、ウィルを助ける為ためなんだから、それくらい我が慢まんしなさい！　そんなことではエンゼル・ハートクラブ会員二号の称号を剝はく奪だつするわよ！」

　びしっとマギーに指を突きつけられ、バズは絶ぜつ句くした。ここまで理り不ふ尽じんだと、反論する言葉も思いつかない。

「おやまあ、気合い充じゆう分ぶんだこと」

　シンシアは手にしていた扇おうぎを開いて、ほほほ、と実じつに楽しそうに笑った。自分が原因だということを、はっきり自覚している笑いだった。




　胸の上に気け配はいを感じ、藁わら束たばの陰かげで熟じゆく睡すいしていたウィルはピクッと震ふるえ、次の瞬しゆん間かんには相手の腹部を思いっきり蹴け飛とばしていた。

（泥どろ棒ぼう！）

「ぐぎょっ！」

　妙みような呻うめきを上げて、不意打ちを食らった相手が転てん倒とうする。ウィルは飛び起きると、自分に触ふれた相手を見た。

　自分を拾ってくれた馬車の青年だった。純じゆん朴ぼくそうな農夫の顔は消えていた。だが、盗人ぬすつとの顔でもない。ちょっとした出で来き心ごころで旅人のふところを狙ねらったのなら、ウィルが目を覚さました時点で、表情になんらかの罪ざい悪あく感かんが浮うかぶものだ。だが、青年はまったく動どう揺ようしていなかった。無表情の、冷たいまなざしでウィルを見み据すえている。攻こう撃げきこそしてこないが、いつでも飛びかかれる姿し勢せいをとって、緊きん張ちようを緩ゆるめていない。うろたえもしない！

　ウィルは青年から目を離はなさず、触さわられた胸むな元もとをぎゅっと摑つかんだ。盗とられるようなものは持っていない。錆さびたナイフなど、追い剝はぎにとってろくな獲え物ものではない。大体、自分のような子供が、金かね目めのものを持っていると思うか？

　異様な対たい峙じに心臓の鼓こ動どうが速くなる。相手はただの盗人ではない。相手は自分になにかしようとした。

　荷台の緊きん迫ぱくを破やぶったのは、青年だった。ゆっくりと薄うすい唇くちびるを開く。

「あれは」

「！」

「あれは、どうした？」

　低い、唸うなるような声。だが、先ほどまでの片言ではない。しっかりとした、ウィルと同じ言語を操あやつる滑なめらかな喋しやべり。

「……あれ？」

　ウィルは警けい戒かいに警戒を重ねながら、ゆっくりと聞き返した。青年は瞳ひとみになんの感情も浮かべず、ウィルを見返している。

「あれって、なんだ？」

「…………」

「言ってくれなきゃ、分かんねえじゃん。俺がなにか、持ってるとか、そう考えてるわけ？」

「…………」

　青年は無言だった。ウィルは動揺を押おし隠かくして、ニヤリと不ふ屈くつな笑えみを浮かべた。そっちがその気なら、こっちはこっちで動く。

　ウィルはズボンのポケットに手を突つっ込むと、

「分かったよ。出しゃいいんだろ」

「！」

　青年が反射的にウィルの手に視線を落とした。その隙すきを狙ねらい、ウィルはポケットから取り出したナイフを、青年の顔面でヒュッと振ふり上げた。

「ひっ！」

　眉まゆのでっぱりを切り裂さかれ、青年はとっさに傷口を手で押おさえた。その肩かたを蹴け飛とばし、ウィルは御ぎよ者しや台だいにあった青年の荷をかっさらって馬車から飛び降りた。

「ま、待て！」

　血が目に入ったか、左目を押さえながら青年が怒ど鳴なる。だが、激げき怒どしている声ではない。

「こんなはずではなかった」というような、悔くやみと苛いら立だちのない交まぜになった声だ。

「これ、錆さびたナイフだから！」

　ウィルはズダ袋ぶくろを担かついで逃にげながら、大声を張り上げた。

「早く消毒した方がいいよ！　じゃあな！」

　律りち儀ぎに指導をしてから、ウィルは走り出した。

（逃げなくちゃ）

　いつものウィルなら好こう奇き心しんが勝まさって、あの青年が自分になにを尋たずねたのか、突きとめようとしただろうが、今回はやめておいた。見知らぬ土地ということもある。それ以上に頭の奥おく底そこで、「あれには関かかわるな」と誰かが囁ささやいていた。それに叱しつ咤たされ、ウィルは振り向きもせず、一いち目もく散さんに逃げ出したのである。

（この危機感は、そうだ、ゼフィッツイにいたときから続いている）

（危険には近づくな、ウィル）

　かなり走ってからちらりと振り返ると、馬車は逃げ出したときと同じ場所に、そのままあった。青年の姿は荷台の中なのか見えなかったが、追いかけてくる様よう子すもなかった。それがまた異い様ようだった。

　浅い傷とはいえ、子供に怪け我がをさせられて、黙だまって見み逃のがす男──特に泥どろ棒ぼうはいない。動けなくなるほどの怪我をさせた？　いや、あんな小さなナイフでは、胸を刺さしても致ち命めい傷しようにならないだろう。

　では、なぜ追いかけてこない？　無ぶ精しようなのか、変わり者なのか。それとも別の事情があるのか。

　ウィルは走り続けながら、ぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

（もしあいつが、俺がウィル・ゴーダだって知ってて襲おそったなら、あいつは俺がこんなところにいる理由を知っている）

（でも）

　逃げなくてはならない。突き動かされるようにウィルは走った。




　とぼとぼと荒こう野やを歩き続けて、どのくらい経たっただろうか。

　日はかなり傾かたむいたが、あれ以来、人っ子一人、出会わなかった。道があるようでない。ないようである。太陽が沈しずんでしまっても方向は分かるが、こんな荒野の夜になにが出るか分かったものではなかった。強ごう盗とうなら相手が無一文の子供だと分かればよけてくれるだろうが、狼おおかみの群れだったら洒落しやれにならない。

（どっか、火の焚たけるとこ捜さがさないとなあ）

　泥棒紛まがいから奪うばってきた袋ふくろには、わずかな食料と水の袋、そして火をおこす道具──マッチが入っていた。普ふ通つうの農夫がマッチなど持っているはずがない。

（あいつ。やっぱり都会から来た奴やつだったんだな）

　あの男は一人だろうか。それとも、バックに組そ織しきがあるのだろうか。組織があるとしたら、モーティマー家で衝しよう突とつした二つの勢せい力りよくの、どちらかということだろうか。

（もしそうだとすると、「あれ」って、やっぱり首くび飾かざりのことかなあ）

　だが、首飾りがどうなったかなんて、ウィルとて知らない。気がついたら自分はなにも持たず、この荒野に寝ねていた。首飾りの行ゆく方えが知りたいなら、ヴィヴィアンを捜した方が賢けん明めいだ。

（そう言ってやりゃよかったかなあ。そうすりゃ、もう俺にちょっかい出してこないだろうし）

　もしかしたら、あの爆ばく発はつで首飾りは粉こな々ごなに砕くだけ散ってしまったのかもしれない──そこまで考え、ウィルはぴたりと足を止めた。そして、自分の左手を広げてじっと見つめ、

（……あれ？　確かヴィヴィアンの奴、首飾りは五本とか言ってたよな。でも、まだ四本しか見つかってない）

（あと一本はどこにあるんだ？）

「あれえ？」

　今度は声を出して、ウィルは首を傾かしげた。行く手にある木の根元に、なにか大きなものが横たわっている。どうやら行き倒だおれのようだ。

（やだなあ。また妙みようなのだったら関かかわり損ぞんだなあ）

　とは思えど、もし息があったら、見過ごすわけにもいかない。ウィルは渋しぶ々しぶ、行き倒れに近ちか寄よった。

　相手はオレンジ色の服を着ていた。と思ったら、それは夕焼けの色を映していただけで、もともとは白のようだ。こんな荒野の中で、ヤケにぱりっとしたスーツだった。ご丁てい寧ねいに帽ぼう子しまでかぶっている。洒落しやれた革かわ靴ぐつは、彼が都会の洗練されたセンスの持ち主であることを示していた。ゼフィッツイの目め抜ぬき通りを歩いているような伊だ達て男おとこが、そのままうつぶせになって倒れているのだ。

　ウィルはこういうきざな格かつ好こうをする男を知っていたので、果はたして声をかけるべきかどうか、本気で迷ってしまった。回り込んでみて、顔を確かめ、

「あ、やっぱり」

　ハワード・イコナの端たん正せいな顔にため息をつく。青地に金の星が散りばめられた、相変わらず派は手でなネクタイだ。

（なんだってこいつがこんなところに行き倒れてんだ？）

　ウィルは行き倒れの前に屈かがみ込むと、顔をしかめて唸うなった。

　ハワード・イコナ。ゼフィッツイ大学の考古学教授で、ウィルとは浅からぬ縁えんがある男だ。祖父のエドとは、同じ教授に師し事じした間あいだ柄がらである。

　そして彼の正体は、考古学者とトレジャーハンターの天敵、「奇き蹟せきハンター」だ。またの名を「コーヒー野や郎ろう」というが、これはエドが呼んでいるのであって、ウィルはそのいわれをまったく知らなかった。

　ハワードの乾かわいた唇くちびるを見る。どうやらかなり干ひ涸からびているが、生きているようだ。

「……はーあ」

　ウィルはもう一度、わざとらしくため息をつくと、袋ふくろの中から水すい筒とうを取り出した。それをたぷたぷと揺ゆらし、

「ハワードのおっさん。おーい。水あるけど、飲むう？」

「…………」

　ハワードがうっすらと瞼まぶたを開く。そして、薄うす目めでウィルの姿すがたを認め、

「……やあ、これは奇き遇ぐうだな……あいにくと、今日は茶も用意できないが……」

「よくそれだけ言えるよなあ。俺がおごってやるよ、ただし茶じゃなくて水だけど」

　息も切れ切れに、それでも慇いん懃ぎんな態度は崩くずさずに喋しやべるハワードに、ウィルは呆あきれて言った。ハワードは引きつった笑えみを浮うかべると、

「それは、結構……私は好き嫌きらいの多い方では、ない」

「言ってろよ。ほら」

　ウィルは水筒をハワードに差し出した。ハワードが力なく手を伸のばし、それを摑つかんだが、ウィルは手を離はなさなかった。

　やつれた顔を歪ゆがめるハワードに、ウィルはニッと笑うと、

「水のお礼と言っちゃなんだけど、ここがどこか教えてくれる？」

「……君のそういうところは、父親似なんだろうな。エドウィンには似てない」

「そりゃあどうも。で、どこ？」

　ウィルは笑顔のまま重ねて尋たずねる。どんなに嫌いやみを言われようと、相手の命を握にぎっているのは自分なのだ。余よ裕ゆうも有り余るというものだ。

　ハワードはこんな憔しよう悴すいしているときでも、うつぶせに寝ねたまま優ゆう雅がに頭を振ふった。

「ここは、ウラドーだ」

「ウラドー？」

　聞き慣なれない地名に、ウィルはきょとんとした。







　３　死を運ぶもの。世界を動かすもの。







「今この国に、世界を巻き込む大戦争を起こそうと企くわだてている愚おろか者がいるのよ」

　シンシアの言葉に、マギーとバズは目をぱちくりさせた。驚おどろいたというよりは、なにを言われたのかよく理解できなかったのだ。

　シンシアの私室で脚あしの細い椅い子すに座すわらされた二人は、部へ屋やのあるじが着き替がえるのをじっと見守りながら、彼女の話を聞く羽は目めになっていた。着替えはメイドが三人、黙もく々もくと行っており、シンシアは指一つ動かしていないが。

　マギーとバズは互たがいの顔を窺うかがった。相手の顔色を見て、シンシアの話が突とつ拍ぴよう子しもなく、自分だけが理解できない話ではないと確信を持つ。

「世界を巻き込むって、カツミレ戦争みたいな戦争ってこと？」

　マギーが訝いぶかって聞き返した。

　百年前に勃ぼつ発ぱつしたカツミレ戦争は、周辺十三か国を巻き込む大戦争だった。マギーの知識の中では、それがいちばん大きな戦争だ。
















　シンシアは最後にメイドから扇せん子すを手て渡わたされると、くるりと二人に体を向けた。彼女は十二の子供への優ゆう越えつ感かんに、実じつに楽しそうにほほえむと、

「そんな可愛かわいらしいものではなくてよ。カツミレはたかだか西洋全土を巻き込んだくらいだわ。あんな下らない、お家いえ騒そう動どうなんか」

　シンシアは下らないとバカにするが、カツミレ戦争で当時この国では人口の八パーセントが死んだという。やはり感覚が常人とは全然違ちがうようだ。

　シンシアは扇子を振ふった。それを合あい図ずにして、メイドたちが部屋から下がる。扉とびらが閉まる音を聞いてから、シンシアは話を再開した。

「あのバカどもの考えでは、戦争は西洋だけにとどまらないわ。央おう域いき、暗黒大陸、新大陸、果ては東洋をも巻き込もうという、未み曾ぞ有うの規き模ぼの戦争なのよ」

「じゃあ、本当に世界すべてを巻き込むってことなんですか!?」

　バズが仰ぎよう天てんして椅子から立ち上がった。ようやく事態が吞のみ込めたのだ。

「そんなことができるものなの？」

　マギーも目を円くして聞き返す。彼女の頭の中では、世界中の国々が手に手を取り合って、戦争を始めようと誓ちかい合っているという、矛む盾じゆんきわまりない図が浮うかんでいた。

　そんな彼女の矛盾を見み透すかしたように、シンシアは悠ゆう然ぜんと微び笑しようを浮かべると、

「戦争の火ひ種だねは至るところにくすぶっているものなのよ。一つに火をつければ、飛び火することはありうるわ。そう、うまく手を加えれば」

「誰だれがそんなことを企たくらんでいるんですっ、そんな、戦争なんて恐おそろしいこと！」

　いつになくバズは声を荒あらくして、口早に尋たずねた。医者の息むす子こにして自分もまた医者を志こころざすものとして、戦争などあってはならないものだと考えている。それを、わざわざ起こそうとする輩やからがいるなどと信じられなかった。

　シンシアは扇せん子すを広げた。美しい淡あわい色で庭園が描えがかれた絹の扇子で口くち元もとを隠かくしながら、楽しそうに目を細める。

「おまえたちは、誰だれだと思う？」

「そんな、あたしたちが分かるわけないわ」

　マギーが仏ぶつ頂ちよう面づらで反論した。こういう点では現実主義の彼女は、戦争は起きるときは起きる、そして、それはすべて誰かの手によって引き起こされるものだと、漠ばく然ぜんと理解していたので、バズほど反発を抱いだかなかった。むろん、その誰かがロクでもない相手だとは思っていたが。

「ならば、質問を変えるわ。戦争が起きたとき、誰がいちばん得をすると思う？」

「え？　あ、それが犯人ってことね。えっと」

　マギーは人差し指で唇くちびるを押おさえ、考えた。すぐにパッと顔を輝かがやかせて、

「国王さまはどう!?」

「理由は？」

「えっとね、最近王家も落ち目でしょ、シンシアお嬢じようさまみたいな大貴族や、大商人のパワーに負けて。だから戦争を起こして、自分の力を誇こ示じしようとしてるのよ。戦争になれば大貴族だって大商人だって、王さまのもとに集まらなかったら国が危あぶないものね」

　人差し指を振ふって、得意げにマギーは説明する。シンシアは頷うなずいた。

「内部の敵対勢力を削そぐ為ために、外に討うって出る。ええ、昔からよく行われてきた政せい略りやくね。でも、それなら世界中で戦争を起こす意味はないわ。そこら辺の国と戦うだけでいい」

「そう言われてみると……」

「それに、今の王家に戦争を起こせるほどの力はないわ。わたくしが承しよう知ちしないかぎり、王家はなにもできない」

　扇子の奥おくから、アイスグリーンの目を光らせ、ニイッと笑うシンシア。ビクッと二人が萎い縮しゆくするほど威い圧あつ的てきな、傲ごう然ぜんたる微び笑しようだった。まさに陰かげの女じよ帝ていここにあり、といった表情だ。

「あ……あの」

　バズがおそるおそる進言する。控ひかえめに、

「あの、その『世界中』って言葉なんですけど、もしかしたら世界中にある、この国が支配してる国──例えば植民地とか、軍事顧こ問もんを派は遣けんしている国とかを指すんじゃないんですか？」

「どうしてそう考えるのかしら」

「植民地が反乱を起こしたら、兵を出さなくちゃならないですよね。そうすると国が疲ひ弊へいして、この国が疲弊して喜ぶのは、植民地競争で負けたデュフェル公国なんじゃないかと……」

　ためらいがちにバズは結論を導く。自分の意見に自信がないというよりは、完全にシンシアに対して萎縮してしまっているのだ。

　シンシアはパチンと音を立てて扇子を閉じた。うひゃっとバズが肩かたをすぼめる。

　彼女は満足そうにほほえむと、

「おまえたちもなかなか考えるようになったわね。これも勉強の成果かしら」

「あ、ありがとうございます」

「でも、まだまだね。まだ分かっていない。デュフェル一国が我わが国の裏をかき、世界中の植民地で反乱を起こさせる。なかなかひねくれた、面おも白しろい案だけれど、質問の本質には迫せまっていないわ」

「本質？」

「わたくしは誰がいちばん得をすると聞いたのよ」

「？？？」

　マギーとバズは当とう惑わくして、視線を交かわした。こうなるとお手上げだ。

「分からないわ、一体誰なの？」

「ウィルならこう答えるわ──武器商人だと」

　妖よう艶えんな微笑を浮うかべたまま、シンシアは断言した。




　バチバチバチと、枯かれ枝が勢いよく燃えはぜる。荒こう野やの枯れ枝は乾かわきもよく、薪まきにするには最適だった。

　満天の星の下、煙けむりがもうもうと上がり、すばらしく鼻につく匂においが立ちこめる。妙みような種類の木を薪にしてしまったようだ。ウィルは手で鼻をつまみながら、

「まっさか、こんなところであんたと野の宿じゆくする羽は目めになるなんてな」

　薪をかきまぜ、憮ぶ然ぜんと言う。真向かいに座すわったハワードは、ニヤリと笑い、

「まったくだね。神のご加護はすばらしいものだ」

「神さまなんて信じてないくせに」

「では、私自身の日ひ頃ごろの行いの成果と言っておこう。運命は私に味方した」

「勝手に言ってろ」

　調子のいいことを言うハワードにウィルは呆あきれ返った。

　水を得たハワードは見る間に回復し、倒たおれていたときの憔しよう悴すいした表情など一ひと欠片かけらもなくなっていた。皮ひ肉にくめいた笑いも、口く調ちようも、いつもどおりだ。

「大体あんた、なんでこんなとこで倒れてたんだよ」

「そのわりにはあまり驚おどろいてないようだったがね」

「そりゃ、あんたが俺おれを追っかけてきたと思ったからさ」

「残念、私はそれほど暇ひまではないんだよ。ここには君とは関係ない仕事で来たんだ」

「仕事って、考古学の仕事？　それとも、奇き蹟せきハンターの仕事？」

　ウィルの質問にハワードは返事をしなかったが、酷こく薄はくな微び笑しようが答えのようだった。ウィルは肩かたをすくめた。

「それで、なんで倒れてたのさ。あんたぐらいの奴やつが、まさかなんの支し度たくもしないで来たわけじゃないんだろ」

「途と中ちゆうで裏切りにあってね。水と食料を失った」

「へえ？」

　意外なことを聞いて、ウィルは興味をそそられた。この男でも、そんな間ま抜ぬけな目に会うのか。

　ハワードはウィルの考えを知ってか知らずか、前まえ髪がみを搔かき上げると、

「やれやれ、急いでいたとはいえ、現地の人間なんか雇やとうんじゃなかったな」

「あんたでもそういう失敗するんだ」

「三対一だったもんでね。いや、雇ったのは一人だが、待ち伏ぶせを食った。それより君こそ、なぜウラドーになんかいるんだね？」

「それは俺に聞かれてもなあ」

　ウィルは困ったときの癖くせで、頭を搔いた。ゼフィッツイで起きたことを説明するかどうか迷う。

　ハワード・イコナは彼の味方ではない。だが、敵でもない。エドはハワードを毛け嫌ぎらいしているし、トリックとはハワード自身がはっきり敵だと断言しているが、二人とは立場が違ちがうと常に自覚しているウィルは、まだどういう態度をとるか決めかねていた。

　エドのように毛嫌いすれば、彼のように考古学者に。

　トリックのように敵となれば、彼のようにトレジャーハンターに。

　ハワードの味方をすれば、彼のように奇き蹟せきハンターに。

　ハワードに対する態度で、自分の未来が決まってしまいそうな気がして、それでなにとも取れない曖あい昧まいな態度で接してきた。ハワードが奇蹟ハンターなどという、けったいな仕事をしているからこそ、不必要に考えてしまうのだ。

（俺は俺ッ。じいちゃんたちとは別のことをやったっていいんだ、細かいことにはこだわらない！　悔くやしいけど、こいつの知識は役に立つ、こういうときは使える情報源は使うのが得策！）

　そう自分に言い聞かせると、

「時間潰つぶしに話してやるけど……」

　ウィルは今までのいきさつをかいつまんで説明することにした。

「ある日突とつ然ぜん、眠ねむる女が送られてきて、一週間後──いや、十日後だったかな？　ともかくアパートが爆ばく発はつしたんだ。そして、気がついたらここにほっぽりだされてたわけ。分かった？」

「かいつまむにもほどがあるのではないかね、さっぱり分からんな」

　端はし折よりすぎるウィルにハワードが呆れて抗こう議ぎする。ルミニタのことを喋しやべらないよう気を遣つかいすぎたようだ。

「その眠る女とはなんだね。爆発にはその女が関係しているのかな」

「たぶん。ずっと眠りっぱなしだったんだ。でも、最後に俺に話しかけてきて──」

　そこでウィルは言葉を切った。

　この男にそうそう手の内をばらすのは危険ではないか？　偶ぐう然ぜん出会ったとはいえ、相手は奇蹟ハンターだ。自分の話から、奇蹟ハンターとしての妙みようなやる気を出されても困る。

　まだ自分はなにも分かっていない。情報も足りない。ヴィヴィアンのことよりも、ジェラルド・モーティマーの屋や敷しきで起きたことからアプローチしていった方がいい気がする。

　ゆっくりと、ハワードを上うわ目め遣づかいに仰あおぐ。

「……あのさ、オリヴァ・グロースターって、知ってる？」

「国王陛下の年下の叔お父じ君ぎみだ」

　さすがは知識の宝ほう庫こ、ハワードは即そく答とうした。ウィルは少々卑ひ屈くつな態度になってしまうのを気にしながら、さらに尋たずねた。

「じゃあ、彼が殺されたことは？」

「オリヴァ・グロースター卿きようが？」

　ハワードが訝いぶかしげに目を細めた。だが、さほど驚おどろいていない様よう子すから、オリヴァ・グロースターの死は彼にとって不自然な事態ではないのだろう。ウィルとて、「王族が殺されることはよくあること」と考えたのだ。

　ハワードの疑問は、なぜそんなことをウィルが切り出したか、その点にあるようだった。ウィルは慌あわてて補ほ足そくした。

「俺、見ちゃったんだ。ある屋敷に、オリヴァ・グロースター卿とジョン・ピタール、ほかは名前分からないけど、身分のありそうな奴やつらが二十人くらい集まってて、そしたら、違ちがう集団がいきなり襲しゆう撃げきしてきて──あとになってオリヴァ・グロースターが殺されたって聞いた」

「その話はシンシア・ラズボーンにしたのかね」

「する前に誘ゆう拐かいされちゃったんだ」

　ウィルは肩かたをすくめた。ハワードは意外なほど素そっ気けなく、

「では君は、君を誘拐したのはその襲撃者たちかもしれない、と思っているのかね。目撃者たる君に証しよう言げんさせないように。いやはや、君もサマドに狙ねらわれたり、暗殺者に狙われたり、大変なことだ」

「口くち封ふうじならさっさと殺すはずだろ」

「なら、別口の事件かもしれん」

　あっさり話を打ち切ろうとするハワードの態度に、ウィルは唇くちびるを嚙かみしめた。ハワードが本気で、事件とウィルがここにいることが無関係だと思っているはずはない。彼はウィルの勘かんの確かさを知っているし、それにこんなに「おもしろそうな」事件なのに、もっと詳くわしい話を求めないのも妙みようだ。空とぼけた表情が、ますますおかしい。

　ハワードは無視することで、逆にウィルに自分から話せと促うながしているのだ。もっと知っていることを話さなければ、解説はしてやらないぞ、と。

　明らかに、彼はなにかを知っている。

「…………」

　ウィルは大きく息をついた。この男にはかなわない。小こ細ざい工くを弄ろうそうとしても無理だ、全力でぶつからなければ。

　それに、なによりもウィルは情報が欲ほしかった。こんなところでためらっている場合ではない。

「分かったよ、全部喋しやべるよ。始めっから話すと長いけど……ことの起こりは、旗を捜さがす依い頼らいが来たことなんだ」

　結けつ局きよくウィルは一から説明することにした。ヴィヴィアンが送られてきたこと、モーティマー家で首くび飾かざりを拾ったこと、ザンダー家でも見つけたこと、ルミニタの首飾りを合わせたら爆ばく発はつが起きたこと──すべてを話す。

「……で、俺はこんなところにいるわけ。だから、あの首飾りのせいでこんなところにいるんじゃないかと思ってるんだけど」

「首飾りが君をここまで吹ふき飛ばしたと？」

　突とつ拍ぴよう子しもないとばかりに、ハワードは吹き出した。ウィルは頰ほおを紅こう潮ちようさせて、

「笑うなよ！　だって、元王子さまが手に入れようとした首飾りなんだぜ!?　そんくらい不思議な力があったっていいじゃん！」

「そんなにすばらしいアイテムがあるなら、我々のリストにも載のるはずだがね」

　くくくっ、と喉のどを震ふるわせてハワードは答える。ウィルもそれを期待したからこそ、話をしたのだ。だが、見けん当とう違ちがいだったようだ。

　仏ぶつ頂ちよう面づらのウィルに、さらにハワードは、

「その、爆発した日、いつだったか覚おぼえているかな」

「七月の二十日……だったと思う」

「今日は八月の二日だ。君の記き憶おくには十日のブランクがあるようだよ」

　その言葉にウィルはぽかんとした。その表情を見て、ハワードは声を殺して笑っている。よほどウィルの間ま抜ぬけ面がおもしろかったのだろう。

「……俺、ずっと、ここで寝ねてた？」

「誰の世話にもならず、こんな荒こう野やでかね。日ひ干ぼしになるのがオチだよ」

　目に涙なみだをためながらハワードは反論した。それもそうだ。

　ハワードはこほんと咳せき払ばらいすると、まじめな顔になって、

「つまり、その十日の間に、君はゼフィッツイからこのウラドーへと何者かによって連れてこられた。その間、君は眠ねむっていたか、あるいは眠らされていたか、どちらかというわけだ。爆発は爆発だが、別に君を千キロも彼方かなたへ吹き飛ばしたのではあるまいよ」

「なーるほど……それで、謎なぞが解とけたぜ」

　ウィルは引きつった笑えみを浮うかべた。あの爆発でここまで飛ばされてきたかと考えていたが、そんな超ちよう自然的な力ではなく、人じん為い的てきなものだったのだ。そうと分かればこっちのものである。人間がやったことなのだから、理由を突つきとめることは可能だ。

「その誰かさんがあの爆発を起こしたってわけか。ヴィヴィアンもグルだったんだな。ちきしょうっ、狙ねらいはなんなんだっ。俺をどうする気なんだ」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめるウィルを、ハワードは凝ぎよう視しした。

「その、マシルのヴィヴィアンだが」

「知ってるのか!?」

「君が知らないことの方が意外だよ。この世界では有名な話だ──天才トレジャーハンター、トリック・ゴーダが、三年前にフローレン島沖おきでシノン文明の沈ちん没ぼつ船せんから引き揚あげた娘むすめの名が、ヴィヴィアンといった」

「へ？」

　ウィルはまじまじとハワードを見返した。いつもの人を食ったような笑えみはない。じっと彼の反はん応のうを見守っている。

「……だって、生きてたぜ？」

「引き揚げた、という話だ。別にシノン文明時代の人間と言ったわけじゃない。トリック・ゴーダはその娘に熱を上げ、そのまま彼女とともに蒸発した。むろん、あちこちで彼の噂うわさは聞くがね」

（亡ぼう霊れい憑つき）

　ウィルの脳のう裏りに、アリアドニの遺ゆい言ごん状じようの文面が浮かんだ。あれはヴィヴィアンのことを指していたのか。

「ヴィヴィアンは、シノン文明と関かかわりあいがあるのか？」

「さあ、そこまでは知らんよ。ただ、君の話からすれば、キリワスに関係した人間だとは思うがね」

　にやにやとハワードは笑う。ウィルはムッとしたが、それを態度に出すのはやめた。またからかわれるのがオチだ。

「それより、君がこのウラドーに放り出された件だが、首くび飾かざりを巡めぐるごたごたに巻き込まれたという推すい論ろんは、私も正しいと思うよ。一体その首飾りの正体はなんなんだね」

「そんなこと俺が聞きたいよっ──ルミニタは代々伝わる魔ま除よけだって言ってたけど」

　後半は力なくウィルは呟つぶやいた。ルミニタはなにも知らなかったのだろう。首飾りがほかに二本もあるなんて。あんな爆ばく発はつが起こるなんて。

　消しよう沈ちんするウィルに追い打ちをかけるように、

「そんな話はいくらでも捏ねつ造ぞうできるさ。おっと、その少女を疑っているわけじゃない、そんなに怖こわい顔をしなくてもいいじゃないか」

　キッと睨にらむウィルに、ハワードはおどけて言った。それでもウィルが睨むのをやめなかったので、しかたなさそうに首を振ふった。

「やれやれ、恋こいする少年は一いち途ずなことだ」

「誰が恋する少年だっ。ルミニタは！」

「そう否定することもあるまい？　よし、お詫わびに一つおもしろい話をしてあげよう」

　ウィルは顔を真っ赤にして否定したが、彼は聞く耳を持たず、にやにや「なにか言いたいが君の為ために言わないでいてあげよう」と言わんばかりの恩おん着きせがましい笑えみを浮うかべながら、話し始めた。

「最近、私の耳に不ふ穏おんな噂うわさが届とどいた。この噂を知っている者は限られているだろう。我々の中でも、幹部以外は知らない」

「不穏な噂？」

「近々、戦争が起きるというものだ」

「！」

　ハワードの言葉に、ウィルはさっと顔を強こわばらせた。突とつ然ぜんの話の飛ひ躍やくだが、さすがにウィルは頭の切り替かえと反応が速い。

「どこで!?　相手の国は!?」

「落ちつきたまえ、これは我わが国だけの話ではない──世界中のあちこちで、民族と民族の沽こ券けんを賭かけた戦争が起こるというのさ」

　ハワードはわざとらしく肩かたをすくめてみせた。ウィルはわけが分からず、

「な、なんだ、それ。世界中のあちこちで戦争？　なにかの予言か？」

「予言でなければ？」

　ウィルをじっと見つめるハワードの灰色の目が、炯けい々けいと光っている。自分を試しているのだと気づき、ウィルはなぜか背筋を伸のばした。

（俺の認にん識しきを確かめてるのか）

　挑ちよう戦せんされると、俄が然ぜんやる気になってしまうウィルだ。彼は腕うでを組んだ。

「うーん。その噂が流れる根こん拠きよが、問題だよな。予言でなけりゃ、妄もう言げん。あるいは誇こ張ちよう。もしかしたら、真実。じゃなければ、情報操そう作さ……誰かが故こ意いに、流してる？」

「そうだ。これは作られた噂だ」

　満足そうにハワードは頷うなずいた。奇き蹟せきハンターとはいえ、一方では考古学の教授だ。臨時だが教え子がいい反応を示せば、説明する方も乗り気になるだろう。

「そのことは我々もすぐ分かった。だが、だからといって噂を噂として切り捨てることはできなかった。なぜだと思う？」

「噂が真実になる可能性があった、から？」

「それはどういう意味だね」

　話は一問一答の形をとられて進んでいく。ウィルもこういった会話が嫌いではなかったので──どちらかというと、いつもはマギーとバズに説明する立場にいたので、教授されることが楽しく、真しん剣けんになって考えた。

「つまり……噂を流した奴やつが、戦争を起こそうとしている……そういうこと？」

「じゃあ、誰が戦争を起こそうとしている？　世界中で戦争が起きて、一体誰が得するんだね？」

「そんなの決まってるじゃないか、武器商人だよ」

　最後の質問はウィルは即そく答とうできた。

「戦争で誰がいちばん儲もうかるかって、武器を扱あつかう商人に決まってらあ。じゃなかったら、高利貸しさ。そんなの昔から決まり切ったことじゃん」

「国はどうかね？　勝ったら敗戦国に賠ばい償しよう金きんを求めることができるし、土地も併へい合ごうできる」

「賠償金もらったって、戦争に注つぎ込んだ金額を考えたら、大して得にはならないだろ。土地だって、すぐに利益につながるわけじゃない。それよりも、やっぱり武器商人と高利貸し。賠償金は全部、武器の支し払はらいと借金の返済に注つぎ込まれるんだから」

　自信満々にウィルは断言する。それから顔を歪ゆがめ、面おも白しろそうに彼の答えを聞いていたハワードを仰あおいだ。

「そいつら、本気なの？」

「意外とね。奴やつらは商売心旺おう盛せいだから」

　澄すました顔でハワードは答える。

「さて、ここからが本題だ。この話がどう君の話と関係してくるか。分かるかね？」

「そこまで分かるかっ──いや、待てよ……」

　ウィルは一連の事件をもう一度振ふり返ってみた。世界中で戦争を起こすなどという企たくらみとなると、関かかわってくることができる存在は限られてくる。そう、例えばシンシア・ラズボーン。彼女は国最大の高利貸しだ。

　だが、いくら絶対的な力を持つとはいえ、彼女一人で戦争を起こすことなどできるだろうか。こういうことは人間の数がものを言う。頭数が揃そろわなければ、いくら財産と権力を持っていても力にはならない。その反対もしかりだが。

　第一、そんなことを彼女がするとは思えなかった。シンシアはスマートなやり方を好む。彼女は戦争より、安定を与あたえることで君くん臨りんするタイプだ。

　なぜなら、シンシア・ラズボーンは生まれながらの女じよ帝ていだから。

　では、ほかには？　ほかに、そんなことができる人間がいるか？　一人では無理なら、複数で──

「あ！　まさか、モーティマー家にいた奴ら!?」

「オリヴァ・グロースター、そして造船業者ジョン・ピタール。ほかにも二十人近くいたと言ったな」

　ハワードの問いにウィルは頷うなずく。ハワードの暗あん灰かい色しよくの目が焚たき火の炎ほのおを照らし、不ふ吉きつに光った。

「彼らは『死の商人』だ」

「…………」

「私のゼフィッツイの屋や敷しきに詳くわしいリストがある。彼らは一いつ般ぱん事業も行う裏で、武器も扱あつかっているのだ。あいにくと私は半月前にウラドーに入ったので、その事件を知らないのだが、犯はん人にんはおそらく──」

　そこでハワードは言葉を切った。ウィルは自分が息を吞のんで聞いていたのを悟さとり、慌あわてて息を吐はいた。その慌てふためいた姿が面おも白しろかったのか、ハワードが再び吹ふき出す。

「君は可愛かわいいな！　知的好こう奇き心しんに溢あふれている」

「う、うるさいやいっ。そんなことより続きはどうなったんだよ。誰が犯人なんだ？」

「それは分からんよ」

「なあにい？」

「人さまに教えられるほど確信はないということさ。まあ、確実に言えるのは、犯人は『正義の味方』か『似たもの同士』か、どっちかだろうがな」

　くくく、と低い声でハワードは笑う。ウィルは口をへの字に曲げた。

「なんか、すっごいイヤな言い方」

「事実だよ」

「結局、俺は、その武器商人と正義の味方……対たい抗こう組織のトラブルに巻き込まれて、ここにいるわけ？」

「なんたって、彼らが奪うばい合っていた首くび飾かざりを横からかっさらったんだからね」

「俺は持ってねえよっ」

　口を尖とがらせて反論するウィル。

「俺は持ってない。きっとヴィヴィアンが持ってっちまったんだ。んで、その裏には親おや父じがいるんだぜ」

「だが、彼らはそんなことは知らない。君をさらってみたが、首飾りは出てこない。そこで君を拷ごう問もんするか囮おとりにするかして、首飾りをなんとか取り戻もどそうとした──という筋書きはどうかね」

「うーん」

　ウィルは腕うでを組んで唸うなった。なるほど、確かにその筋書きは納なつ得とくできる。

「じゃあ、ジェラルド・モーティマーも武器商人の仲間だったわけ？」

「軍にも彼らの仲間がいておかしくはないね。戦争が起きたとき、実際に戦うのは軍人なんだから。もっとも、彼は三年前に死んでいるんだろう？」

「名前だけ利用されてるのかな」

　だが、二十二年前、人を遣つかって首飾りをキリワスからゼフィッツイに送ったのは、ジェラルド・モーティマーに違ちがいない。

「あの首飾りはなんだったんだろう……」

　そこだけがまったく分からない。キリワスから持ち込まれた四本の首くび飾かざり。あの、一見なんの変へん哲てつもないガラス玉に、世界を動かせるほどの力を持つ武器商人たちが、血まなこで捜さがす価値があるのだろうか。

「一体、その首飾りを狙ねらっているのは誰と誰だね」

「武器商人、襲しゆう撃げき者しや、それからヴィヴィアン」

「つまり、トリック・ゴーダ。彼が絡からんでいて、ただの首飾りだと思うかい？」

　ウィルは押おし黙だまった。ハワードの言っていることがすばらしく理解できたのだ。

　あの首飾りには、なにか秘密がある。おそらく、シノン文明時代の遺品かなにかだ。そして、それは世界大戦の切り札にもなるらしい。

（あの首飾りはどうなったんだろう）

（ルミニタ）

　キリワスから故ジェラルド・モーティマーによってゼフィッツイに連れてこられた少女の、愛らしい笑え顔がおが思い浮うかぶ。

　ウィルはハッとした。

　あの首飾りを持っていた彼女が、ジェラルド・モーティマーに連れてこられたのが、偶ぐう然ぜんであるはずがない。そして、奉ほう公こう先はドブラエ公こう爵しやく家け。

　ならば、ドブラエ公爵も武器商人の仲間ということだ！

（やっべえ……だからシンシアは、ドブラエ公爵に近づくなって言ったんだ。シンシアと国を二分する力を持つドブラエ公爵が、世界戦争を起こそうとしてるなんて）

　シンシアはその暴ぼう挙きよを見み逃のがすだろうか。自分には関係ないことだと？

（いや、関係なくないぞっ。今世界戦争なんて起きたら、世界中にあるシンシアの利権がすっ飛ぶ可能性がある！）

　ウィルは青ざめた。もし問題が本格化すれば、シンシア・ラズボーンが動く。それがどういう意味を持つか、ウィルは多少なりとも心得ているつもりだった。

　慌あわててハワードに這はい寄より、焦しよう燥そうにかられた面おももちで、

「おいっ、本当に襲撃した奴やつらが何者か分かんないのか!?」

「おや、急にどうしたかね」

「武器商人の親玉はドブラエ公爵だっ。もし事態が本格化したら、シンシアが──ラズボーン公爵が動いちまう」

「それは好こう都つ合ごうじゃないか。ラズボーン公爵が動けば、武器商人も立ち行かなくなる。今も彼女の存在が彼らを牽けん制せいしているのだろう」

　ドブラエ公爵が黒幕だと分かっていたらしく、落ちついた態度でハワードは言い返した。確かにそれはそうだ。世界大戦はシンシアの存在で抑おさえられているといっても過言ではない。

　だが、ウィルには言いようのない不安が広がる一方だった。落ちつかず、視線をあちこちに漂ただよわせ、

「でも、変だ……そんな、そう、シンシアが出てくるのは分かりきったことじゃないか……なのに、それを敢あえてやるってからには、武器商人たちには、なにか、勝算があるんだ……シンシアを抑えられるような切り札？　それとも、シンシアの力を凌りよう駕がするほどの……力？」

　ぶつぶつと一人ごちる。それをにやにやと笑いながらハワードは眺ながめていたが、

「トリック・ゴーダが絡からんでいるということは、なにを意味していると思う？」

「！」

　ウィルはばっとハワードを仰あおいだ。彼はシニカルな笑えみを浮うかべて、ウィルを見下ろしているきり、それ以上なにも言わない。

「……親おや父じがシンシアの命令で動いてる、ってことか？　それはありえない。シンシアは親父の行ゆく方えは知らないって言ったんだ」

「世の中、子供の理り屈くつでは通らない事情もあるがね」

　からかうようなまなざしでハワードは言い返した。カチンと来たウィルは、これ以上話す気はないとばかりに、そっぽを向むいた。やり場のない苛いら立だちに、がしがしと小枝で薪まきをかき混ぜる。

　もわもわと、白い煙けむりと灰が盛せい大だいに舞まい上がった。それに二人して咳せき込む。

「げほげほっ。ちっきしょう、一刻も早くゼフィッツイに帰って、事実を突つきとめてやるっ」

「その意気その意気」

「うるせえっ」

「そう邪じや険けんにするもんじゃないさ。どれ、君が正解にたどりつくまで、しばらく付き合ってみるとするかな」

「冗じよう談だんッ……」

　じゃねえ。と付け足そうとして、ハワードを見たウィルは絶句した。
















　ハワードの手には、金の唐から草くさ模様が施ほどこされた拳けん銃じゆうが握にぎられていた。あの拳銃でウィルも一度脅おどされたことがある。

「……雇やとった奴に持ち逃にげされたんじゃなかったのか？」

「あれは食料と水の話さ。それに、持ち逃げじゃあない。食料は谷に落とされてしまったし、水は大地が飲んでしまった。しかたないので私は彼らを撃うち殺し、こうして無事生き延のびているわけだ」

　なんのためらいもなく、ハワードは説明する。彼にとって生き延びる為ために人を殺すことは、日常茶さ飯はん事じなのだろう。

　ウィルは固かた唾ずを吞のんだが、ここでこの男に臆おくするのはプライドが許さなかった。

　目が合うと、ハワードはニヤリと笑った。拳銃を振ふって、

「まあ、そうすげなくするもんじゃない。話の礼に、君を不ふ埒らちな誘ゆう拐かい犯はんから守ってあげようというんだ」

「……あんた、なにか企たくらんでるだろ」

　ここまで露ろ骨こつだと、嫌けん悪おするよりは呆あきれ返ってウィルは言った。ハワードはにやにや笑うだけで、やはり答えなかった。

（どうせ、親おや父じが絡からんでるからなんだろうな。まったく）

「それに、君はこの国の言葉が分からないんだろう。一いつ緒しよに行って損はないと思うがね」

「言葉くらいなんとかなるさっ」

「そうかね？　君は海に向かっているようだが、海はあっちだよ」

　そう言ってハワードが指したのは、ウィルが半日かけて歩いてきた方向だった。

「…………」

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらでハワードの指先を見つめ、それからふてくされて焚たき火の横に寝ね転ころがった。

　くくくっという、ハワードの忍しのび笑いが、非常に腹立たしかった。




　翌朝早く、ウィルとハワードは腰こしを上げた。

　ウィルは皮の水すい筒とうをハワードに突きつけ、

「あんたが全部飲んじまったんだからな。昼前までに水見つけろよ」

「君の方が見つけるのは早いと思うがね。そうだろう、天才捜さがし屋くん」

　にやにやと、癇かんに触さわる笑えみを浮うかべてハワードは言う。いちいち憎にくたらしいことを言う二回りも年上の男に、ウィルはキッとなって、大おお股またで歩き出した。







　４　魔ま女じよの子守歌







　翌よく朝あさ、エンゼル・ハートクラブの全会員二名は、会長の命令によって本ほん腰ごしを入れてウィルを捜そう索さくすることになった。シンシア・ラズボーンへの見返りは、ウィルが見つかって話が本当だと分かったあとで、と話をつけた。

　とりあえず街に繰くり出し、目もく撃げき者しやを捜さがすことにする。

「それにしても、ウィルも面めん倒どうなことに巻き込まれたわね！」

　マギーは適当な人物がいないか、辺あたりをきょろきょろしながら言った。彼女の斜ななめ後ろを歩いていたバズは、少々心配そうに眉まゆを寄よせて、

「マギー、やっぱりもう一日、休んでた方が」

「いいのよっ、もうなんともないし、外の空気吸ってた方が体にいいんだから！」

　自信たっぷりでマギーは言い張はる。彼女の頑がん固こさはバズも分かっていたので、大きくため息をつくと、それ以上説得するのはやめることにした。

　マギーの方は、バズの心配なんかどこ吹く風とばかりに、意気揚よう々ようと歩いている。

「ウィルは武器商人とそれに敵対する集団との抗こう争そうに巻き込まれたのよ」

　ゆうべ、シンシア・ラズボーンは二人にそう説明した。

　世界を巻き込む大戦争を仕し掛かけようとしている武器商人。そして、それに敵対している謎なぞの集団。ウィルはその衝しよう突とつの現場に居合わせ、なにか厄やつ介かいごとに巻き込まれ、それが原因で行ゆく方え不明になっているのだろう。そう言った。

「一体、いつの間まにそんな面倒に巻き込まれたのかしら。あたしたちがウオルフたちをくっつけてる間？」

「くっつけるって、依い頼らいは逆だったような……」

「もう、こんなことなら無理にでもウィルにくっついてるんだった！」

　マギーはバズの突つっ込みを無視して、独走したウィルに文もん句くをつけた。自分もまた独走してこっぴどく叱しかられた事実は、忘ぼう却きやくの彼方かなたへ置き去ってきたようだ。

　彼女は眉み間けんにしわを寄せて、

「それにしても、武器商人たちの厄介ごとに巻き込まれたってことは、あの船ふな荷にの女も武器商人の仲間だったってことかしら」

「全然無関係ってことも考えられるよ」

　自分の意見を否定されたマギーは、立ち止まってバズを振ふり返った。

「だって、ウィルはあの女と一いつ緒しよに消えたじゃない」

　口を尖とがらせて反論する彼女に、バズは「うーん」と唸うなると、

「でも、彼女がウィルをさらうつもりだったら、七日間も寝ねてる必要なかったと思うけどな。もしかして、ヴィヴィアンさんの狙ねらいはあのルミニタって女の子だったのかもしれないよ。あの子だけをさらって逃にげて、そのあとに武器商人が来て、都つ合ごうよく倒たおれてたウィルを誘ゆう拐かいしたとは考えられないかなあ」

「じゃああの爆ばく発はつは、ヴィヴィアンがあの子をさらう為ために起こしたって言うの？」

「だって、あの子が来た途と端たん、爆発したんだよ。あの首くび飾かざり見ただろ、ウィルが三本、あの子が一本持ってて。ウィルがどっから持ってきたか分からないけど、ヴィヴィアンさんの目的があの首飾りなら、ウィルよりあの子をさらうと思うけどな」

　少々得意げにバズは説明する。それをマギーは仏ぶつ頂ちよう面づらで聞いていたが、

「……もう、バズったら、あんな変な女を『さん』付けで呼ばないでよねっ」

　バズの理論的な分ぶん析せきに反論できなくなり、まったく関係ないことにマギーは文句をつけると、そっぽ向いて再び歩き出した。バズも彼女の機き嫌げんを損そこねたことを悟さとり、慌あわてて口をつぐむ。

「ウィルもウィルよっ。あんな首飾りのことも、あの女の子のことも、なんにも話さないで。だからあたしたちがこんなに悩なやむんじゃないっ。大体ウィルは昔っから、自分一人でなんでもできると思って──あっ、おじさん、ウィル・ゴーダ見なかった？」

　ぶつぶつ文句を言いながら、手当たり次し第だい顔見知りの市民に声をかけるマギー。いつもなら出ないウィルへの文句は、心配と嫉しつ妬との表れだ。

（マギー、あの子に嫉妬してるんだな。あの子、ウィルとどういう関係なんだろう）

　バズは憮ぶ然ぜんとマギーの様よう子すを眺ながめていたが、

「……ねえ、マギー」

「なによ、バズもちゃんと目もく撃げき者しや捜さがしなさいよっ」

「うん。あのさあ、ちょっと考えたんだけど」

　控ひかえめにバズは切り出す。

「もし、ヴィヴィアンさん──ヴィヴィアンが、武器商人の仲間だとするとさ」

「仲間じゃないんでしょ、バズの考えじゃ」

　つっけんどんに言い返すマギー。完全に拗すねている。バズは情けなさそうに顔を歪ゆがめた。

「まぎいい。ぼくの話も聞いてよお」

「こんなに聞いてあげてるじゃない。あっ、灰屋のおばさん！　ウィル見なかったあ！」

　アパートに出入りしていた灰収集業者の女を見つけ、マギーは走っていってしまった。

　バズはため息をつくと、それでもマギーのあとを追っていった。

　バズが近寄ると、今までの膨ふくれっ面つらはどこへやら、マギーは顔を輝かがやかせて興奮した口く調ちようで、

「バズ！　おばさん、ウィルが運ばれてくの見たんだって！」

「えっ、本当？」

　目撃者が本当に現れ、それを捜していたにもかかわらず、バズは思わず聞き返してしまった。各家庭から出る灰を集め、日々を暮らしてる女は、憮ぶ然ぜんと、

「噓うそなんか言ってどうするんだ。先週、爆ばく発はつのあったときだろ。あたしゃ偶ぐう然ぜんあそこの近くを通りかかったんだ。そしたら、アパートから三人くらいの男が、ウィルを運んで出てくるのを見かけたのさ。病院に連れてくんだろうと思ったよ。まさかそのまま行ゆく方え不明だなんてねえ」

　女は大げさに驚おどろいてみせる。マギーは女にしがみついて、

「ねえっ、ウィルは起きてた？　怪け我がは!?」

「怪我してるようには見えなかったけど、気は失ってたよ。死んでたかもしれんなあ」

「変なこと言わないでよ！」

「あの、そいつらが運んでたのはウィルだけですか。ほかに、女の子とかいませんでしたか？」

　真っ青さおになって叫さけぶマギーに代わって、バズが尋たずねた。女は灰で真っ白になった頭を搔かいた。

「ウィルしかあたしゃ見てないけど」

「そいつらはどっちに行ったんですか」

「どっちだったかなあ。ああ、ブンハン病院に連れてくんだと思ったから、あっちだな」

　そうして女が指したのは、ラズボーン家とは反対の方角、チェルザー川の方だった。




　女の証しよう言げんを元もとに、チェルザー川に向かって目撃者を捜さがしていくと、意外とぼろぼろと見つかった。ゴーダ家の顔がゼフィッツイでかなり売れていることがよかったようだ。

　それと、なによりも、

「この間、エドも同じこと聞いてたよ」

　口を揃そろえて皆みな言う。つまり、マギーたちはエドの通ったあとをたどっていたのだ。どうりで簡単に見つかるはずだ。

　エドは昨日出ていったきり、帰ってきていない。ウィルを捜しにいったのだから、彼のあとをたどることになるのは当然だが、どうにも二番煎せんじの不快感がある。

「エドはずっと先を行ってるのね」

　一人目撃者を見つけていくたび、どんどん不ふ機き嫌げんになっていくマギー。

「しかたないよ。エドはプロだもん」

　彼女を宥なだめるバズにも、落らく胆たんの色は隠かくせない。これがウィル相手だったら、「たまたま向こうの方が運がよかっただけさ」と強がりも言えるが、エド相手ではしゅんと小さくなるしかなかった。

　それでもほかに道もなかったので、二人はエドのあとを忠ちゆう実じつにたどって、チェルザー川の埠ふ頭とうへとやってきた。

　チェルザー川のヤクッツリア埠頭は、シャオピンの船着き場から少し下流にある、貨物船専用の埠頭だ。見上げるほど大きな貨物船が、川沿いの倉庫群の前にずらりと並んでいる。その運うん搬ぱん物ぶつは材木が主なもので、あとは穀物、綿花などだ。

　どうやらこの埠頭からウィルは連れていかれたようだ。となると、ゼフィッツイにはもういないし、もしかしたら外国かもしれない。

「ここで足取りはぱったりと途と絶だえるわけね」

　埠頭の岸に座すわり込み、砕くだける波は頭とうをぼんやりと眺ながめがらマギーは呟つぶやいた。

「船会社の人に聞いてみようか」

「そんな、子供に教えてくれるわけないじゃない」

　やる気なさそうにマギーは言い返す。

「どうせ分かったところで、あたしたちに外国行きの船の切きつ符ぷなんか買えるわけないし、エドが先にウィルを見つけるのが関せきの山だわ。考えることは全部外はずれてるし、あたしなんか、どーせどーせ役に立たないわよ」

　どうやらエドに先行されたことで、またもやマギーは拗すねてしまったようだ。しかも、自説が外れてばかりいるのも、やる気のなさに追い打ちをかけているらしい。いつもなら密みつ航こうでもしようと言いかねないマギーなのだが。

　目撃者情報はすべて、「運ばれていたのはウィルだけ、犯人は男三人」だった。ヴィヴィアンとルミニタの姿は誰だれも見ていない。つまり、さっきのバズの「ヴィヴィアンはウィル誘ゆう拐かいとは無関係」説を裏うら打ちしている。

　バズは口を尖とがらせて黙だまり込むマギーを見下ろしながら、当とう惑わくした。

（ああ、困こまったなあ。ヴィヴィアンさんがウィルを誘拐してくれてたらよかったのに）

　こんなことなら自分の意見が間ま違ちがってくれていた方がよかったと、バズはため息をついた。ウィル相手に勝つなら願ってもないが、マギーをやりこめてもしかたがない。落ち込む彼女なんか見ていたくない。

　バズは白々しいまでの笑え顔がおで、

「マギー、そう悲観することないよっ。エドだってこれ以上なにも摑つかんでないかもしれないじゃないか。エドには話さなくても、ぼくたちみたいな子供なら相手も油断して喋しやべるかもしれないし！」

「そうかしら？」

「絶対そうだって！　よしっ、ここはなにか食べて、気合い入れ直そうよ」

　胡う乱ろんそうなマギーの背を押おして、バズは埠ふ頭とうの入り口で見かけた屋台へと向かった。港こう湾わん労働者と船乗りの為ための軽食屋で、あつあつの茹ゆであがったばかりのソーセージを詰つめたパンが売られていた。

「ねえ、おじさん。一週間前に、不審な男たちが男の子をさらっていく場面なんて、見かけなかった？」

　ことのついでとばかり、パンを頰ほおばりながらマギーは屋台の男に尋たずねる。おじさんと呼ばれた青年はしかめっ面つらで、

「おりゃあまだ二十なんだぜ。子供っていっても、最近は多いからな。ほら、そっちの子、おめえの分だ」

「ありがとう」

「なにが多いの？」

「連れ戻もどされる子供だよ。貨物船にこっそり忍しのび込んでくるんだが、埠頭を出るところでみんな警備員に捕つかまっちまう。そいで、どっか連れてかれちまうんだ。ま、子供だけじゃなくて、大人おとなも多いけどよ」

　屋台の青年は興きよう味みなさそうに肩かたをすくめた。マギーは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「なあに、どういうこと？　密みつ航こう者しやなんて珍めずらしくもないんでしょ」

「以前より多いって話だよ。それに、前ならタダ乗りされた船と密航者の間で問題はカタ付けてたのに、今は警備員がしゃしゃり出てくるんだ。まるで、なんかが来るのを待ち伏ぶせてるみたいだって、みんな言ってたぜ」

「なにかって──」

　意味深長な青年の言葉に、こんなところで怪あやしい情報を手に入れるとは思っていなかった二人は、ごくりと固かた唾ずを吞のんだ。その隙すきを狙ねらって、どん！　となにかがバズにぶつかった。

「うわっ！」

　ひっくり返るバズに巻き込まれて、マギーも尻しりもちをつく。サッと二人の横を小こ汚ぎたない服装の少年が逃にげていった。その手にはしっかり、バズの手から奪うばったパンが握にぎりしめられている。

「なにやってるのよ、バズ！」

「ふえええ。め、眼鏡めがねが」

「ああ、あんな子供だよ。あれも密航者だな」

　目の上に手でひさしを作りながら、屋台の青年は吞のん気きに言った。マギーはカッとなって、

「この、泥どろ棒ぼう！」

　すばらしいバネで飛び起き、埠ふ頭とうの奥おくへ逃げていく少年を追いかけて走り出す。バズも慌てて落とした眼鏡を拾い、あとを追いかけた。

　少年は倉庫群の一角へと入り込んだ。同じような煉れん瓦がの建物が並び、距離感がなくなる。

　マギーたちはかなり出で遅おくれたものの、少年はどんどんスピードが落ちていくようで、距きよ離りは縮ちぢんでいった。しまいには相手はよろよろと足あし下もとをふらつかせ、倉庫と倉庫の間の狭せまい路地へと、転がるように入った。

「ちょっと、あんた!?」

　マギーも路地に飛び込む。ぐったりとうずくまった少年を見て、慌てて駆かけ寄り、

「どうしたの!?　怪け我がでもしてるの!?」

　嫌いやがる少年の体を伸のばし、怪我をしているかどうか確かめる。そこで、マギーは相手が少女であることに気がついた。髪かみはぼさぼさで、泥どろがこびりついてカサカサになった手足をしていたが、間ま違ちがいなくその顔立ちは女だ。年はマギーたちより一つ二つ下というところだろう。

　少女は怪我はしていなかったが、ひどく顔が青ざめていた。目の下にどす黒い隈くまができている。灰色の瞳ひとみは、疲ひ労ろうを表しているようにくすんで輝かがやきを失っていた。

「あんた、おなかすいてるの？」

「……うっせえなあ」

　のろのろと、マギーの手を押しのける。腕うでを動かすのも辛つらそうだ。

　そこへ息を切らしたバズが到とう着ちやくした。

「マ、マギー、どうしたの、その子」

「具合が悪いみたい。バズ、診みてやって」

「いいんだよ、どうせ、分かってるんだから」

　具合を診ようとしたバズを、少女は邪じや険けんに振ふり払はらった。どさりと地面に身を投げ出すように横たわる。

「どうせ、分かってるんだ。あたしも、みんなとおんなじように……ちきしょう、せっかく逃げてきたのに……ここまで来て、これからだってのに」

　ぶつぶつと、うわごとのように呟つぶやく。痛そうな素そ振ぶりはない。ただ、意識が朦もう朧ろうとしているようだ。

「どうしたの、あんた。分かってるって、なにが分かってるの？」

「みんな寝ねちまうんだ。あたしの父さんも、母さんも、兄さんも妹も、みんな、寝ちまった……それで、殺されちまった……寝てたんだ、だから、燃やされても、逃げることなんかできないんだ。あたし一人が、逃げて、やっとここまで来たのに……ああ、もう、なんてことに……やっぱり、うつるんだ」

　マギーの質問に答えているのか、それとも記き憶おくが混こん乱らんしているのか、少女はよく分からないことを呟き続ける。どんどん声も小さくなっていく。マギーとバズは困こん惑わくして、顔を見合わせた。

「ねえ、なんの話をしてるの？　あたしたちで力になれることはある？」

「…………」

　少女がなにか呟いたが、声が小さくて聞き取れなかった。そして、もうなにも言わず、横たわったままぴくりとも動かなくなる。

「き、君!?」

　慌あわててバズが少女の顔に顔を近づけた。鼻と口から息が洩もれてくるのを感じる。
















「大だい丈じよう夫ぶ、寝ちゃっただけみたい」

「寝ちゃっただけって、こんなところで寝られても困こまるわよっ」

　ひとしきり文もん句くを言ってから、マギーは不安そうにバズを仰あおいだ。

「……ねえ、さっきのこの子の話なんだけど。なんか、こういうの聞いたことない？」

「こういうの？」

「寝ちゃうの。そいで、伝でん染せんするの。そういう病気、なかった？」

「あ！　マシル性ネムリ病！」

　バズは大きな声を上げて、慌てて口を塞ふさいだ。伝染病の名を気軽に口にするものではない。

　だが、遅おそかった。

「そう、眠り病だ」

　第三者の声と影かげが落ち、二人はぎょっとして路ろ地じの外を振り返った。そこには屋台の青年が言っていた「警備員」であろう男が三名、仁に王おう立だちで佇たたずんでいた。

　であろうと断言できなかったのは、男たちの格かつ好こうがどうしても、国軍の兵士にしか見えなかったからだ。

「その子供は重大な伝染病に罹かかっている。被ひ害がいを広げない為ためにも我われ々われがしかるべき場所へ隔かく離りすることになっているのだ。さあ、おとなしくついてきてもらおう」

　そう言って、警備員たちは寝込む少女を抱だき上げ、マギーとバズを捕つかまえた。

「ちょ、ちょっと！　あたしたちは関係ないわよ！」

「伝染病と言ったはずだ。おまえたちも罹り患かんしている可か能のう性せいがある。一いつ緒しよに来るんだ」

「冗じよう談だんじゃないわよ！　ちょっと、やめてよ！」

　ばたばたとマギーは手足を動かし、必死に抵てい抗こうを試こころみたが、大人の男たちにはまったく効果なかった。バズは青ざめたまま硬こう直ちよくし、ことの恐おそろしさに声も出ない。

　こうして二人はずるずると、警備員の言う「しかるべき場所」へと連行される羽は目めになったのだった。




　そして、夕方。

「ここで降りなさい」

　押おし出されるようにマギーとバズは馬車から降ろされた。降りた先は、捕つかまったところと同じ、ヤクッツリアの埠ふ頭とうだ。ただし、一緒に連行された少女はいない。彼女はゼフィッツイ郊こう外がいの収容所へと連れていかれたのだ。

　二人も同じ運命を辿たどるはずだったのだが、連行途と中ちゆうでバズが「自分たちはマシル性ネムリ病のワクチンを打った」と思い出し、それを訴うつたえたところ、キッチュのドブラエ公こう爵しやくの別べつ荘そうへと回された。そして、二人に注射を打ってくれた医者の証言を得て、なんとか解放されることになったのである。

「それはとんだ災さい難なんに巻き込まれたなあ」

　若い医者は同情たっぷりにそう言ってくれた。

「最近ゼフィッツイでも眠り病の患かん者じやが増ふえてるんだ。患者は見つかり次し第だい、ここかペキスタッツの収容所に連れていかれるからあまり見かけないだろうけど、東のフィードリア地方で始まった流行が、こっちまで伝わってきたんだよ。

　マシル性ネムリ病の特とく徴ちようは、初期段階においては頭痛、倦けん怠たい感かん、疲ひ労ろう感を伴ともない、すべての活動が苦痛になりだすんだ。病状が進行すると、猛もう烈れつな眠気に襲おそわれ、突とつ然ぜん人形の糸が切れたように眠ってしまう。そして、寝ねている間に衰すい弱じやくし、数週間を経へて死に至いたる病やまいだ。

　罹患してからの潜せん伏ぷく期間は五日から十日、死し亡ぼう率りつは七十パーセントぐらいだ。でも、ワクチンを打っておけば百パーセント感かん染せんしないよ。現にこの治ち療りよう院いんで働く我々の誰も発病していない。ワクチンを打つと、多少その影えい響きようが出て、眠くてたまらなくなるけどね」

　どうやら、マギーとバズが爆ばく発はつ以降、一週間近く眠りこけていたのは、ワクチンの影響だったようだ。発病しなくてよかったと、二人は心しん底そこホッとした。

「政府は病原体をゼフィッツイに入れないよう、港や街かい道どう筋すじで、商人や通行証しようを持ってる人間以外は通さないようにしているって話だよ。みんな逃にげてくるんだ」

　それで、密みつ航こう者しやたちを捕つかまえては隔かく離りしているのだ。港で会った少女がキッチュの別べつ荘そうとは違ちがう収容所に連れていかれたのは、別荘が満まん杯ぱいだったのと、やはり街の者と区別したいという公爵の希望らしかった。

　そうして、二人は晴れて自由の身となったのであった。

　二人を降ろすと、馬車はこれ以上は面めん倒どうみないとばかりに、すぐさま走り去った。その無ぶ愛あい想そうな態度に、マギーはムッとした。

「なによ、あれ。自分たちが強ごう引いんに連れてったくせに！」

　腰こしに手を当て、べーっと舌を出す。バズも眉び宇うをひそめながら、馬車が走り去ったあとを眺ながめ、

「でも、あの病気がそんなに流は行やってるなんて知らなかったな」

　ぽつりと心配そうに呟つぶやく。さすが医者の息むす子こ、病気の話には敏びん感かんだ。

　マシル性ネムリ病は、もともと東の沙さ漠ばく地帯の土着病だったという。それが近年、交こう易えきとともに人の交流も盛さかんになって、この西洋へと伝わったらしいのだ。

「あのお医者さん、変なこと言ってたっけ」

　バズは顎あごに手をやり、考え込む仕し草ぐさをした。

「変なことって？」

「マシルってどういう意味かって、ぼくが聞いただろ。そしたら、キリワスの言葉で『鏡』だって」

「あたし、その話聞いてなかったわ。なに、またキリワスなの？」

　マギーは急せき込んで聞き返した。ヴィヴィアンが入っていた箱には、キリワスの焼き印が捺おされていた。今まで聞いたこともない国名だったのに、聞き始めると次から次へとその名に関連した話を聞く。

　バズは頷うなずいて、

「キリワスは沙漠地帯の異文化と、目と鼻の先にあるから。キリワス人はこの病気は夜中に鏡を見ると罹かかるって思い込んでて、それでマシルって呼んだそうだよ。その名前がそのまま伝わったんだって」

「夜中に鏡なんか見るもんじゃないわ」

　ばかばかしそうにマギーは言った。鏡を見たくらいで病気になったら、今ごろ世界中の女が倒たおれているだろう。

「お医者さんも言ってたじゃない、病原は人を介かいして運ばれるって。鏡なんてナンセンスだわ」

「うん……それもそうだよね……でも、なんか」

　バズがさらに言葉を続けようとしたが、その顔がぎくっと強こわばった。マギーは自分の頭より上にバズの視し線せんが向いているのを訝いぶかって、振ふり返ってみた。そして、同じようにぎょっとする。

　マギーの背はい後ごに、いつの間まに近づいたのだろう、中年の女と年とし老おいた男の二人組が立っていた。魚市場で働いているような恰かつ幅ぷくのいい女と、乗り合い馬車の御ぎよ者しやのような背の曲がった男だ。

　女は笑っていた。口くち元もとだけの笑えみ。目はなんの感情の色も見せず、じっと二人を見下ろしている。まるで操あやつり人形のような、作られた笑み。

　男はチッ、チッ、チッと、一定の間かん隔かくを空けて舌を鳴らしていた。老人特有の、瞼まぶたが重く垂れ下がった目で、ぎょろぎょろと辺あたりを忙せわしなく見ている。マギーとバズなんか目の中に入っていないように。

　その異い様ような二人組にマギーたちはぞっとし、身を強ばらせた。個々も妙みような人たちだが、なぜこの二人が一いつ緒しよにいるのか、分からなかった。親子？　年の離はなれた夫ふう婦ふ？　仕事仲間？　どんな組み合わせを考えても、そのどれも違ちがう気がした。たまたま通りかかっただけの無関係の二人──その考えさえ受け入れられない。二人が並んで佇たたずむ理り屈くつが分からない。

　二人はなにも言わず、ただ威い圧あつ的てきにマギーたちの前に佇んでいた。その静けさがよけい不ぶ気き味みだ。

「マ、マギー……」

　バズが震ふるえる声で、マギーの腕うでを引っ張った。無視して逃にげた方がいいと言っているのだ。だが、マギーにはそれでこの二人が許ゆるしてくれるとは思えなかった。

（この人たちは、あたしたちに用がある）

　マギーも怖こわかったが、彼らの無言が自分たちを試ためしているように感じられ、ギュッと拳こぶしを握にぎった。

「な……なによ、あんたたち。なんか、あたしたちに用なの!?」

　勇気を振ふり絞しぼって怒ど鳴なる。声が裏返ってしまったが、それを恥はじる雰ふん囲い気きではなかった。

　女が目を細めた。ニイッと笑う。マギーは慄りつ然ぜんとし、バズの腕にしがみついた。互たがいにしがみつきあう格かつ好こうになる。

「あれをどうしたの？」

　不自然なほど、優やさしい声こわ色いろ。

「あ……あれ？」

「おまえたちは見なかった？　あれはどうなったの。見たんでしょう？」

　女の手がすっと伸のびる。あっ──と思った瞬しゆん間かんには、マギーは頰ほおを叩たたかれ、倒たおれ込んでいた。

「マギー！」

　バズが驚きよう愕がくに満ちた声を上げる。慌あわててマギーに駆かけ寄よろうとしたが、彼かれも女に殴なぐり飛ばされ、吹ふき飛んだ。

（なに？　一体なにが起きたの？）

　なにがなんだか分からず、痛みさえもよく分からないマギーの胸むなぐらを、女が摑つかむ。

「なにが起きたの。おまえも見たんでしょう。あれはどうなったの」

　笑え顔がおのまま、女はマギーの頰を平ひら手てで打ち続ける。手て加か減げんしない痛さで、数発食らっただけでマギーは頭がぼんやりしてきた。

（あたし、なにされているの？　なぜ叩かれているの？）

　女の言っていることは、まったく理解できなかった。「あれ」とはなにか。なにを自分たちが「見た」というのか。「なに」が起きたのか。そんなこと、マギーの方が聞きたかった。

　無意識のうちに体が抵てい抗こうを試こころみ、マギーは女の手を摑んで押おさえようとした。だが、手を摑まれたまま、女は殴り続ける。

「や、やめろーっ！」

　バズが唇くちびるに血をにじませながら、女にタックルを仕し掛かけた。だが、今度は年老いた男が軽々とバズを摑み、天高く持ち上げた。

「わっ、わっ」

　じたばたとバズは暴あばれるが、男はすばらしい力で摑まえていて離さない。そして、そのまま埠ふ頭とうの端はしまで歩くと、樽たるでも投げ捨てるように無む造ぞう作さに、バズを海の中に放ほうり投げた！

　ばしゃん！　派は手でな水しぶきの音が立つ。

「バズ──」

　マギーが手を伸ばそうとしたが、女のびんたを食らい、声も出せない。

「あれはどうなったの。見たのでしょう。言いなさい。どうなったの」

　頭の中を女の声がぐるぐる回る。男の舌打ちする音が耳に残る。全身から力が抜ぬける。

　これは拷ごう問もんなのだ。ようやくマギーはそのことに気づいた。だが、どうすればいい。自分はなにも知らない。なにも分からないのだ、答えようがない！

（ウィル──ウィル、助けて！）

　そのとき、女の背中越ごしになにかがきらりと閃ひらめいた！

「！」

　女が顔を歪ゆがめた。マギーの胸むなぐらを摑つかんでいた手が離はなれ、支ささえを失ってマギーは倒たおれる。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　誰だれかがマギーを助け起こした。ぼんやりした頭で相手を見る。

　夕ゆう陽ひを浴びた相手は、手に剣けんを持っていた。見み覚おぼえがある。亜あ麻ま色いろの髪かみをうなじで切りそろえた、颯さつ爽そうとした男装の麗れい人じん──

（メイベル・アシュレイ）

　その名を思い出すと、マギーは意識が遠くなるのを感じた。







　５　命の恩おん人じんは誰だれだ？







「それにしても、君ともあろう者が海の方向を間ま違ちがえるなんてね！　捜さがし屋もたまには迷子になるんだねえ」

「もうっ、さっきから同じことばっかり言うなよ！　言っただろ、俺おれはここをキリワスだと思ってたって！」

　くどいように同じことをくり返して笑うハワードに、ウィルは歩きながらムキになって反論した。からかわれているとは分かっているが、この男相手だと、なぜかムキになってしまうのだ。

　意表を突ついたハワードとの出会いから一日、二人は海をめざして荒こう野やを歩いていた。赤茶けて乾かん燥そうした大地、棘とげだらけの灌かん木ぼく、幹みきの捻ねじりくねった大木、地平線際ぎわの峻しゆん厳げんな山並み、真っ青な空。いつまで経たっても同じものしか見えてこない。そこを、シャツを頭からかぶって強きよう烈れつな日差しをさけながら、歩く。

　まったく真っ青だ。ウィルはちらりと空を仰あおぎ、すぐに視し線せんを地面に落とした。あまりにも光が強いので、顔を上げるのが辛つらいのだ。
















　空の青さは、工場の煤ばい煙えんで汚よごれているゼフィッツイはむろん、ヨルカ村の空の色とも比べものにならないほど鮮あざやかで、深く濃こい。まるで湖の中にでもいるように濃のう密みつだ。

　そして、遮さえぎるもののなにもない日差しに照てらされた空気は、肺が苦しくなるほど熱く、息をするのが辛かった。口をすぼめて、なるべく空気が入らないようにする。

　それでも、ハワードがからかうたびに躍やつ起きになって反論して、熱い空気を大量に吸い込んでしまい、むせるウィルだった。

　ここはウラドー。大陸の西せい端たんにある土地。

　ハワードはやたら残念そうに手と頭を振ふった。

「やれやれ、キリワスとウラドーの区別もつかないなんて！　やはりまだまだ修しゆ行ぎようと経験が足らないようだ。もっとあちこちに出かけるといい、世界のすべてを踏とう破はする気で。なんの面おも白しろみもない田舎いなかになんか引っ込んでいては、大物にはなれないぞ」

「ヨルカ村にはヨルカ村のいいところがあるんだよっ」

　やはり挑ちよう発はつに乗ってしまい、ウィルは言い返してから熱い息に咳せき込んだ。けろりとした表情のハワードを睨にらむ。

（なんでこいつ、あれだけ大げさに喋しやべって平気なんだ？）

　大人おとなと子供の違ちがいと言われればそれまでだが、それ以上に慣なれもあるのだろう。悔くやしいが、ハワードの言うようにウィルには乾かん燥そう地域を歩く経験がない。

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「だったら、あんたならキリワスとウラドーの違いがつくっていうのかよ。両方とも乾燥地帯だし、緯い度どだって同じくらいなんだぜ」

「もちろん」

　ハワードは嫌いやみったらしい端たん正せいな顔で、自信満々に答えた。そして、目指す方角にある山並みを指し、

「あれはウラドーでもっとも高い山、ブラダ山だ。山の形くらい覚おぼえておきたまえ。それと、ウラドーの人間が使うウラジャル語も勉強しておいた方がいいのではないかね？　ウラジャル人は外部との交流があまりないので、大陸文化の歴史を知るには貴き重ちような地域だ」

「…………」

　まったくケチをつける隙すきがないので、ウィルはますますふくれっ面になり、ぷいとそっぽ向いた。それを見たハワードが声を立てて笑うのが、ますます癇かんにさわる。

　ウラドーはゼフィッツイから南西の方角にある、タンカレー王国の一地方だ。地図で見ると、タンカレー王国は大陸にコブのようにくっついた形をしており、ウラドーはそのコブの南の根元にあった。

　三方を山さん岳がくに囲まれ、一方は海に面しているが、そばを走る複雑な潮流のせいで、ある一定の季節以外はほとんど船は近づくことができない。いわゆる陸の孤こ島とうである。その為ため、ウラドーでは古い生活習慣や言語が残り、タンカレー王国の一部でありながら、本国の民みん族ぞくとは違う人々が暮らし、またその影えい響きようも受けていなかった。ハワードの言う、「歴史学的に貴重な土地」とはそういう意味なのだ。

「……ったくう。俺のことばっかり笑ってるけど、あんただって雇やとった奴やつにいっぱい食わされたんじゃねえか」

　ウィルはなんとか反はん撃げきを試こころみた。しかしながら、ハワードは泰たい然ぜん自じ若じやくと、白いソフト帽ぼうの角度を直しながら、

「私は私の置かれた立場を十全に理解しているがね。君とは違うよ」

「けっ、それでぶっ倒たおれてたんじゃ世せ話わねえや。俺が通りかからなかったら、あんた日ひ干ぼしになって死んでたんだぜ」

「それはそれは、とても感謝しているよ、ウィル・ゴーダくん。君がいなかったら、ゼフィッツイはあたら有能な人材を失うところだった」

「なんか、感謝されてる気がしない言い方だなあ」

　腕うでを広げて演説ぶって言うハワードに、ウィルは釈しやく然ぜんとしない面おももちで言い返した。

「それより、俺は話したんだから、あんたもなんでウラドーにいるか、教えろよ」

「私の仕事に興きよう味みがあるのかね？　とうとう仲間になることを決心したのかい」

「違ちがうよっ。あんたがここにいることと、俺がここにいることは、かなりの確率で理由が重なってるはずなんだ。だから、知りたいんだ」

「ほう？　なんでそう思うかね」

　ウィルの鋭するどい指し摘てきにも、ハワードは面おも白しろそうに聞き返しただけだった。だが、その引っかけにはウィルは乗らず、熱い息を吸うのを我が慢まんして、

「んなの勘かんだよ、勘っ。でも、どう考えてもそう思うのが普ふ通つうじゃねえか。ここがキリワスだってならともかく、ウラドーなんて俺の理解の範はん疇ちゆう外がいだぜ。なのに、あんたがここにいた。確かにあんたと俺があったのは偶ぐう然ぜんかもしれないけど、ウラドーにいる理由はおんなじかもしれないじゃないか、えっ、奇き蹟せきハンターさんよ」

　上うわ目め遣づかいで挑ちよう戦せん的てきにハワードを見て、ウィルは言った。相手を挑発しようと、不敵な笑えみを浮うかべてみせたが、どこかひきつってしまう。

　ハワードは笑みを消し、すっと目を細めた。「奇蹟ハンター」と呼ばれることを彼は嫌きらっている。

　もちろん、ウィルがそう呼ぶのは初めてではない。ハワードはウィルの挑発にわざと乗ってくれたのだ。ウィルも彼が自分のような子供相手に、本気で腹を立てるわけがないと分かっている。それを承知で、そういう言い方をしたのだ。ハワードが乗ってきてくれたので、ウィルは手て応ごたえを感じた。

「もし、君の仮説が正しいとして、それで私が教えると思ったかね、捜さがし屋くん」

「教えてもらうさ。俺、命の恩おん人じんだもん」

　ニッと笑ってみせるウィル。ハワードは肩かたをすくめた。

「やれやれ、恩着せがましい子供だ」

「それで、なんでここにいるのさ」

「おや、君は確か『暇ひま潰つぶし』に話してくれたんだろう？」

　乗ってきたと思った途と端たん、するりとハワードは話を逸そらした。ウィルはがくっと腰こし砕くだけになって、それから慌あわてて、

「あっ、あれはっ、言葉の綾あやっていうか、ちょっとした照てれ隠かくしって奴やつじゃないか」

「照れ隠し？　私になにを照れるんだい？　まさか私に君の事件を解決してほしかったのかね？　天才トリック・ゴーダの息むす子こともあろう者が、『奇蹟ハンター』の頭脳を借りるつもりだったとは、我われ々われも高く買われたもんだ」

「ーっ！」

　ウィルは言葉にならないほどの腹はら立だたしさに、キッとハワードを睨にらんだ。当のハワードは涼すずしげな表情でウィルを見下ろしている。やはり三倍の年月を生きる人間には敵かなわないようだ。

　全身で悔くやしさを表現するウィルを無む視しして、ハワードは背せ筋すじをピンとまっすぐ伸のばしたまま歩きながら、

「まあ、君が暇つぶしをしてくれたんだから、私も暇つぶしに、ウラジャル語でも道中教えてあげようじゃないか」

「げっ。どうしてそうなるんだよ!?」

　ウィルは思わず声を上げた。ただでさえ話をはぐらかされたというのに、この男と「勉強」だなんて冗じよう談だんではない。大体、バルキース語を習っている最中のウィルにしてみれば、同時期に違う言葉を覚えるのは避さけたいことだ。

　ウィルの非難の声をどう勘かん違ちがいしたのか、それとも本気なのか、ハワードは真ま顔がおで、

「どうしてと聞いたかね？　それは決まっている、私が教きよう鞭べんを取る人間だからだ」

「それってなにかの冗じよう談だん？」

「なにをふざけたことを言っているんだね。ほら、発音から始めるぞ、エー」

「ちょ、ちょっと待てってば！」

　すたすたと歩きながら本気で語学勉強を始めたハワードのあとを、ウィルは慌あわてて追った。




　昼を過ぎ、日が傾かたむくころになって、二人は通りかかった馬車に乗せてもらい──今度こそまともな馬車だった──夕ゆう暮ぐれまでには街かい道どう筋すじの小さな町へと到とう着ちやくすることができた。そこで宿やどを借りたが、宿とは名ばかりで普ふ通つうの農家の一室だった。

「この季節に海からの行商人が来るほかは、滅めつ多たに客なんか来ないからねえ。客が来たら宿になる、それがこの町のやり方だよ」

　そう、にわか宿屋の女将おかみは言ったものだ。むろん、ウィルには彼女の言葉が分からなかったので、ハワードに通訳してもらったのだが。

　二人が案内されたのは、半地下の一室だった。この地方では食料を保存する為ため、地下に深い横よこ穴あなを掘ほるそうだ。それと同様に、部へ屋やも半地下に作り、暑さをしのいでいるのである。現に、家の中に一歩入った途と端たん、ひんやりとした空気が肌はだに触ふれ、全身から熱と汗あせがすっと引くほどだった。外と中では驚おどろくほど気温が違った。

　食事も家か人じんと一いつ緒しよだった。老ろう夫ふう婦ふと三十前後の夫婦、ウィルと同じ年ぐらいの少女を頭に、六人の子供がいた。

「土地味が悪いからろくなものはないけど、ワインだけは海の水ほどあるから飲んでいきなさい」

　そう勧すすめられた食事は、ジャガイモとなにかの葉っぱの炊たき込み飯と、それこそバケツごと出されたワインだった。もう少し南に行けば、葡ぶ萄どう畑ばたけが広がっているそうだ。

　家人とハワードの会話を、ウィルは黙もく々もくと食べながら聞いていた。言葉が分からないと、爪つま弾はじきにされた気分だ。

（やっぱり、ウラジャル語、きちんと習おうかな）

　ハワードに習うのも癪しやくだが、この際時間は有効に使った方がいい。

（よしっ、こんな奴やつ、利用するだけしとかなくちゃな！　どうせ、なにか企たくらんでるに違ちがいないんだし）

　そうウィルが心の中で拳こぶしを握にぎって決心していると、食しよく卓たくを挟はさんで座すわっていた長女と目が合った。向こうはずっとウィルを見ていたらしく、顔を赤らめて慌てて視線を逸そらす。

　それを見た女将が、笑いながらなにか言った。

「外国の男の子なんて見たことないから、恥はずかしいそうだよ」

　ハワードが通訳してくれる。ウィルはぶしつけとは思いながら、まじまじと少女を見た。

　さほど顔かたちが整ととのっているわけではない。田舎いなかくささ丸出しで、髪かみもあまりとかしてなく、無む造ぞう作さに結ゆわえてあるだけだ。今まで洒落しやれっ気けなんかまったくなかったのだろう。

　強い日差しのせいか、肌はだはよく焼け、赤茶けていた。髪も黒い縮ちぢれっ毛だ。そして、家人全員に共通している、丸めの顔立ち。

（やっぱりキリワス人とは全然違うよな）

　ルミニタの顔を思い出し、ウィルは小さくため息をついた。彼らはどちらかというと、サンマリーズ近くに住んでいる、古い民みん族ぞくの末まつ裔えいたちに似ている。初めの山や羊ぎ飼かいで判はん断だんできていれば、ハワードにバカにされずにすんだのだが。

　少女は突とつ然ぜん現れた、同世代の異国の少年に戸と惑まどい、うろたえていた。ウィルも洒落っ気のある方ではないが、やはり都会に暮らしている分、垢あか抜ぬけているように見えるのだろう。自分の容よう姿しに恥じらうように、縮こまっている。

　だが、不意に顔を上げ、テーブルの上の白っぽい果実を取ると、ゴシゴシとエプロンで磨みがき始めた。

（あれ？）

　ウィルも同じように果実を手に取ってみる。すると、手に灰色の粉がべっとりとついた。表面を拭ぬぐうと、下から青い皮が現れる。

「なんだ……？　灰？」

　思わず口にすると、それを聞きとめたハワードが家人に質問してくれた。女将おかみは顔を曇くもらせ、家の外を指しながら早口でなにかまくしたてた。ハワードは頷うなずくと、ウィルに向かって、

「火山灰だよ。毎日灰が大量に降ってきて、困こまっているそうだ」

「どっかで火山が噴ふん火かしてるの？」

　そういえば、町に近づくにつれ、やけに視し界かいが埃ほこりっぽくなっていたと思い出す。あれは灰だったのだ。馬車の荷に台だいでうとうとしていたので、あまり気にしていなかったが。

「ここら辺にある火山と言えば、ブラダ山だな。港みなとに着けばもっとはっきりと分かるだろう──私がウラドーに入ったときは、そんな情報はなかったが」

　最後のセリフは独り言のように、ハワードは考え込みながら言った。ウィルはなにか引っかかることでもあるのかと聞き返そうとしたが、目の前に青い果実を突つきつけられ、振ふり返った。

　少女がどこか怒おこったような顔で、磨いた果実をウィルに突き出していた。どうやらあげると言っているようだ。

「ありがとう……」

　ウィルはぽかんとしたまま果実を受け取った。少女はぷいとそっぽを向むき、そのまま食しよく卓たくを離はなれて奥おくの部へ屋やへと行ってしまった。

「君も隅すみに置けないな」

　にやにやと、ハワードが意い地じ悪わるい笑みを浮うかべながらウィルをからかう。ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで、だが反論する言葉も見つからず、黙もく々もくと食事を続けた。




「……あんたさあ」

　客室のひんやりした床ゆかにフェルトを敷しきながら、ウィルは隣となりで同じ作業をしているハワードに声をかけた。

「一体、どんくらい外国語喋しやべれる？」

「数のことかね。日常会話が成り立つくらいなら、三十強というところかな。読み書きだけなら十一。古代文字には発音の伝わってないものが多いからね」

　作業の手を休めずに、ハワードはあっさりと答える。嫌いやみ屋の彼にもかかわらず自じ慢まんの響ひびきがないのは、自慢にもならないほどこのくらいは考古学者にとって当たり前なのだろう。

（考古学者とゆーよりは、奇き蹟せきハンターとしては、か）

　ウィルはじっとハワードの端たん正せいな横顔を見つめた。嫌みな男だが、実力はある。それは認めなくてはならないだろう。

　そのウィルの視線に気づき、ハワードはにやにや笑うと、

「どうしたかね。私の顔に見とれたかな」

「勝手に言ってろよ」

　ぷいとそっぽを向き、自分もフェルトを敷き終える。

（……じいちゃん、どうしてるかな）

　いきなりいなくなった自分を心配しているだろうか。それとも、彼もまたこの事件に巻き込まれ、酷ひどい目に遭あっているのだろうか。

（マギーもバズも無事かな）

（ルミニタも……）

　心細くなって、ウィルは慌あわてて頭を振ふった。こんなところで弱気になっている場合ではない。一刻も早くゼフィッツイに帰って、彼らの安否を確かめる。なにもかもそれからだ。

「君も確か、何か国語か喋れたよね」

　今度はハワードが話しかけてきた。

「その年にしてはすばらしいことだ。それは本で勉強したのかい、それともエドゥィンに教わったのかね」

「エドに教わったのが半分くらい……あとは現地で覚おぼえた、かな」

　ウィルは考えながら答えた。エドに教わったのは古曲語ばかりだ。あればかりは誰だれかに喋ってもらうわけにもいかない。

　残りは、その土地で覚えた。あるいはその土地の人間に教わった。

　ハワードは興味深そうに目を細め、

「ほう、それでは君は、大分あちこちを旅しているようだ。それもエドウィンにくっついていったのかな」

「じいちゃんは、仕事にはあんまり俺を連れてかないから……」

　ウィルは口ごもった。それでハワードも察したのだろう、「ああ」と曖あい昧まいな相あい槌づちを打つ。

　連れ回していたのはトリックだ。はるか遠く、東洋の大国カムナンの都にも連れていかれた。数か月、二人でそこで暮くらした。

　今はとても遠い、昔の記き憶おくだ。トリックの顔すら忘れるほど──

「それなら色いろ々いろな国にも出かけただろう。君はとても恵めぐまれた環かん境きようにいるのだな」

「そうかな」

　ウィルは少々気分を害して、ことさら冷たい声で言い返した。

「親の作った借金抱かかえさせられて、いつまでも若い気分のじいちゃんと子供じみた親おや父じ持たされて、それで恵まれた環境だなんて俺には思えないけど」

「だが、君くらいの年で、一体何人の子供が外国に行ったことがあると思うかね」

　ハワードのやんわりした指し摘てきに、ウィルは押おし黙だまった。

「貴族や、ある程度の資産家ならともかく、町工場で働く者たちの子供にそんなことはできない。ましてや農民の子ならば、自分の生まれ育った村を出ることさえ、滅めつ多たにないだろう。そういう意味では、君は恵まれている。外の世界と触ふれる機会が多いということは、未来の選せん択たく肢しが多く、チャンスも多いということだ。いつまでも父親や祖父にこだわっていないで、君は君の置かれた立場を、もっと有効に、自分の為ために利用すべきだ」

「……説教くせえ」

「私は熱心な教育者なのでね」

　臆おく面めんもなく、しゃあしゃあとハワードは言ってのけた。ウィルは肩かたをすくめただけで、なにも言わずフェルトの上に横たわり、彼に背を向けた。ずきんと、眉み間けんに痛みを覚えた。




　どのくらい寝ね返がえりを打ったころだろうか。

　時間が経たつにつれ眉間の痛みが酷ひどくなり、なかなか寝つけなかった。眠ねむっている間も痛みは治おさまらず、何度も目を覚ましては、今自分が寝ていたのかどうか、疑わしく感じた。

（なんだろう、頭痛なんて……）

　十二歳さいのウィルにとって、頭痛など滅多にあることではない。風か邪ぜでもひいたのだろうか。どことなく体もだるい。

「…………」

　ウィルは体を起こし、隣となりに眠るハワードを一いち瞥べつした。痛み止めでも持っていないだろうか。

　そのとき、視し界かいの隅すみに黒い塊かたまりが動いた。人ひと影かげだ。這はいつくばって部へ屋やを探さぐっている。

（奴やつらか!?）

「誰だ！」

　咄とつ嗟さに誰すい何かしてから、ウィルは自分の失しつ態たいに気づいた。昨日の男の仲間なら、自分をいきなり殺すことはないだろう。だが、もしただの泥どろ棒ぼうだったら？

（ただの強ごう盗とうなら、問もん答どう無む用ようで殺される！）

　影がハッとウィルを見る。その顔を見る前に、ウィルは背はい後ごから摑つかまれ、床ゆかに叩たたきつけられた。

「うはっ！」

　痛みよりも驚おどろきの声を上げる。背後の気け配はいにまったく気づかなかった。敵は何人だ？　もう一人うずくまっている、合わせて三人！

　ウィルの悲鳴を聞きつけ、ハワードが飛び起きた。一いつ瞬しゆんのうちに部屋の状じよう況きようを判断したのだろう、ふところの拳けん銃じゆうを抜ぬき放はなつ。

「そこでなにをしている！」

　鋭するどい怒ど号ごうを放つハワードに、侵しん入にゆう者しやの二人が飛びかかった。小さな窓から差し込む星明かりに反射して、侵入者たちの手て許もとでなにかがきらりと光る。ナイフだ。

「危あぶない！」

　頭を押おさえつけられたまま、ウィルは怒ど鳴なった。ハワードは落ちついた様よう子すで侵入者の一人に銃じゆう口こうを向け、撃うち放つ。

　ガガン！　鼓こ膜まくを殴なぐるようなけたたましい音がして、侵入者の一人がバタンとその場で倒たおれた。そのまま動かなくなる。

「右から来る！」

　ウィルはもう一度怒鳴った。ハワードを襲おそおうとしたもう一人の侵入者は、片割れが銃殺されたことにも怯ひるまなかった。拳けん銃じゆうを撃つことでがら空きになったハワードの右みぎ脇わきから、ナイフを振ふりかざす。

　だが、ハワードも伊だ達てに奇き蹟せきハンターをやっているようではなかった。すぐさま身をかわし、逆に拳こぶしを襲しゆう撃げき者しやの顔面に叩たたきつける！

　まともにパンチを食らって襲撃者はよろめいた。そこへもう一度拳を繰り出すが、今度はかわされる。

　ウィルを押おさえつけていた手がふっと緩ゆるんだ。仰あおぐと、相手は刃は渡わたり二十センチ近くある、背が奇き妙みように歪ゆがんだナイフを、ハワードめがけて投げつけようとするところだった。

「！」

　ウィルは自分の脚あしを振り回して勢いをつけ、飛び上がりざま相手に体当たりした。相手はバランスを崩くずし、ナイフは見当違ちがいのところへ飛んで、壁かべに突つき刺ささる。

「ちっ！」

　バランスを崩した侵入者の鋭い舌打ちが聞こえ、大きな手がぶんと振られた。よける暇ひまもなく脇わき腹ばらに叩きつけられ、ウィルは倒たおれ伏ふす。

「トリックの息むす子こに手を出すな！　奇蹟ハンターをやれ！」

　もう一人の侵しん入にゆう者しやが怒ど鳴なった。ウラジャル語ではない。だが、母国語とも違った。それでも、ウィルが理解できる言語──

（古典教会語！）

　しかも、かなり癖くせがある。古典教会語の中でも初期の形、沙さ漠ばく地帯の流れを汲くむ言語だ。

「今のはなんの音だ!?」

「客室の方から……！」

　ドアの向こうから怒号が飛んできた。さっきの銃じゆう声せいで家人が目を覚ましたのだろう。外の方も騒さわがしくなる。

「引き上げるぞ！」

　侵入者の状況判断は速かった。一人が倒れた仲間を背負うと、先に窓の上に乗った仲間へと渡わたし、自分も飛び越こえる。バッタのごとく一いつ瞬しゆんにしてウィルの視界から消えてしまった。

「あっ、この！」

　慌あわてて窓にしがみつくが、侵入者たちの影かげは暗くら闇やみに紛まぎれ、どこにも見えなかった。代わりに近所の人々が集まってくる姿がある。

　半地下にある為ため、地面と同じ高さにある窓を、ウィルはなんとか登ろうとしたが、

「やめておきたまえ、追いかけても無む駄だだ」

　ハワードが冷静な声でウィルを止めた。ウィルも間に合わないことは分かっていたが、それでも追いかけたかったのだ。

　ウィルはキッとハワードを睨にらむと、

「なんでさっ、もしかしたらそこら辺にまだ潜ひそんでるかもしれねえんだぜ！」

「それはそうだろう、奴やつらは君を監かん視ししているようだからな」

　あっさりハワードは肯こう定ていすると、拳けん銃じゆうをふところにしまい、壁に刺ささった侵しん入にゆう者しやのナイフを抜ぬき取った。それをウィルに手て渡わたす。そこへ、ドアが激しく叩たたかれたので、彼はドアを開けた。

　怯おびえた表情の主人が現れ、ハワードが釈しやく明めいをする。言葉は分からなかったが、雰ふん囲い気きから、泥どろ棒ぼうが侵入して襲おそわれそうになったので、やむなく撃うったとでも言ったのだろう。

　その間に、ウィルは手渡されたナイフを見た。

　ナイフの背はやはり直線ではなく、複ふく雑ざつな形になっていた。

（女の半身……？）

　刃はには小さく文字のようなものが刻まれてある。柄つかにはガラス玉が塡はめられてあり、見た目よりはるかに重かった。

　ふとハワードの方を見ると、ドアの向こうの主人の陰に、あの長女の姿があった。ひどく怯おびえたまなざしで自分を見ている。目が合うと、すぐさま視線を逸そらし、逃にげていってしまった。

「……ふん」

　ウィルも視線を元に戻もどした。

（気になんかしねえや。いつものことだもんな）

　そう自分に言い聞かせていることに気づき、少し気分が悪くなった。

　忘れかけていた頭痛がぶり返したようだった。




　結局、朝まで寝ねつけず、ウィルはどんよりとした気分で旅立つことになった。逆にハワードは、あのあと町の人と一いつ緒しよに見回りに出ていき、夜明けまで帰ってこなかったくせに、まったく疲つかれた様よう子すはなかった。元気なことである。

　港まで馬車を出してもらおうとしたのだが、どんなに金を積んでも町の人間は誰だれも嫌いやがって出してくれず、再び徒歩で行くことになった。おそらくゆうべの「泥棒」の報復を恐おそれているのだろう。

「どうしたんだね、だいぶ憔しよう悴すいしているようだ。そんなに『泥棒』が怖こわかったのかね？」

　歩きながらハワードがウィルの顔を覗のぞき込み、からかった。ウィルは食いかかる気力もなく、目の下に隈くまを作った顔でハワードを仰あおぐと、

「違ちがうよ、昨日きのうっから頭痛くて、眠ねむれないんだ」

「それはそれは、気の毒どくに」

「額ひたいの辺あたりが重くって、ずきずきするんだ。今は調子いいけど、夜なか中痛くってさ……あんた、痛み止めかなんか持ってない？」

　ウィルは額を押おさえながら、今にも倒たおれそうな声で尋たずねた。眠くて眠くてしかたがないのだ。

「あいにくと、薬のたぐいも食料と一いつ緒しよに失ってしまってね」

　いかにもすまなそうにハワードは答えた。それでもウィルが恨うらめしそうに見たので、肩かたをすくめ、

「やれやれ、そんな目をされると、私が苛いじめたように見えるじゃないか。しかたない、ほら」

　そう言うと、彼は屈かがんでウィルに背を向けた。背負ってやると言っているらしい。ウィルは驚おどろいて、手を振ふった。

「いいよ、あんたに負おぶってもらうほどじゃないよ。あんただって疲れてるんだろ」

「やせ我が慢まんはいかんな。こんなところで君に倒れられたら、その方があとあと迷めい惑わくだ。大だい丈じよう夫ぶ、私は君より鍛きたえている。これで水の借りが帳ちよう消けしになるだろう？」

　いつになく皮ひ肉にくのない、優やさしい笑え顔がおでハワードは言った。ウィルは毒気を抜ぬかれて、その笑顔に騙だまされるように、おずおずと背に乗った。

　ハワードは荷物ほどにもウィルの重さを感じていないようで、軽々と立ち上がった。

「さあ、行くかね、捜さがし屋くん」

「あ、ああ」

「君は寝ねていたまえ。もちろん、寝ている間に誘ゆう拐かいなどしないから安心しなさい」

「……起きたら、あんたに、聞きたいことがあるんだ」

　ハワードの広い背の上で、ウィルはぽつりと呟つぶやいた。その呟きが聞こえなかったのか、あるいは無視したのか、ハワードはなにも答えなかった。ウィルも返事を待つことなく、すっと深い眠りの中に落ちていった。







　６　鏡を集めよう







「それで、あんたはなんで狙ねらわれてんのさ」

　夕飯のハムとパンを交こう互ごにかじりながら、ウィルはハワードに詰きつ問もんした。野の宿じゆくの為ための火を焚たき、宿から分けてもらった食料で、ささやかな夕飯を取っている最中のことだ。

　焚き火を挟はさんで向かいに座すわるハワードは、わざとらしくきょとんとした面おももちになった。

「なんのことかね、ウィル・ゴーダ」

「しらばっくれるなよ。ゆうべのあいつら」

　ウィルはズボンに差したナイフを抜ぬいた。ゆうべの侵しん入にゆう者しやが残していったもので、宿で拝はい借しやくしたボロ布で刃はを包んである。それをハワードに振ふってみせた。

「あいつら、あんたが奇き蹟せきハンターだって知ってたぜ」

「おやおや、私も有名になったものだ」

「茶ちや化かすなよ──あいつら、『ウィル・ゴーダは殺すな、奇蹟ハンターを殺せ』って言ってた。俺おれのことも知ってたんだ」

　冗じよう談だんめいて話を混ぜ返そうとするハワードに、ウィルは憮ぶ然ぜんと指し摘てきした。ハワードは大きくため息をつくと、

「まったく世の中穏おだやかでないな。君がよくて、私がよくない理由がどこにあるのだろう」

「そりゃ、俺は『ウィル・ゴーダ』だもん」

　少々胸を張って、ウィルは言い切った。ハワードへのささやかな逆ぎやく襲しゆうである。それから、手にしていたナイフの布をはぎ取り、女体の半身を象かたどった刃をあらわにする。それをハワードに突つきつけた。

「このナイフ。あんたなら知ってるはずだ、これがサマドのナイフだってね」

「ほう……」

　ハワードの声が変わった。子供相手のからかい口く調ちようが消える。

　彼は目を細めてナイフを眺ながめながら、

「それに気づいたかね」

「俺は知らないことを知らないままにしておけないタチなんだよ」

　ハワードの意表を突くことができたので、少々優ゆう越えつ感かんに浸ひたってウィルは答えた。なんのかんのとウィルを褒ほめながら、それでもやはり子供と見くびっていたのだろう。まさかウィルがナイフの形で持ち主を突き止めるとは、その声を聞いてからも予想だにしなかったに違ちがいない。

　サマド。東の沙さ漠ばくを本ほん拠きよ地ちとする、宗教集団。教きよう皇こう庁ちようを頭とする教会とは神を同じくするが、その教義はまったく違ちがう。神の教えが生まれた当初の、原始的な教えを頑かたくなに守っている集団だ。彼らは自分たちのことをこう呼ぶ、「神の威い光こうを守る者」と。

　ウィルにはサマドとも浅からぬ縁えんがある。その自じ称しよう司し祭さいたるジラとは顔見知りで、殺されかけたこともあった。父親のトリックもまた、ジラとはなにがしの関係があるようだった。

　そして、サマドと奇き蹟せきハンター。

「あんた、サマドと奇蹟ハンターは敵同士だって言ったじゃないか。あんたら、こんなところでなにやってるんだ？　俺も巻き添ぞえ食ったんだから、教えてくれなくちゃな。えっ」

　ぴらぴらとナイフを振ふるウィル。ハワードは顔をしかめた。

「品がよくないな、ウィル・ゴーダ。それでは恐きよう喝かつだ」

「恐喝ぐらいしないと、あんた喋しやべってくれそうにないから」

「今度からは買収とか、泣き落としなんかも使ってみたらどうかね」

　呆あきれた様よう子すで言うと、ハワードは白いスーツの内ポケットから、なにか小さな板みたいなものを取り出した。

　小さな鏡だった。掌てのひらにすっぽりと収おさまるくらいの、奇き妙みような形の鏡が二枚。なにかの動物を象ったようにも、ただ意味もなくぐにゃぐにゃに切ったようにも見える。

「……なに、それ」

「なんだと思うかね」

　今度はハワードが鏡を振り、試ためすように尋たずねる。

　ウィルはじっと鏡を見た。焚たき火の小さな炎ほのおと自分の顔が鮮せん明めいに映っている。見たかぎり、なにも変なところはない。

「触さわらせてよ」

「それはまだ駄だ目めだな」

「ケチ。裏側はどうなってるのさ」

　ハワードは自分の手の中で鏡を裏返して見せた。裏面には銅かなにか金属が貼はってあった。美しい幾き何か学がく模も様ようの凹おう凸とつが施ほどこされ、二枚の鏡は連続してはいないが、同じ模様の一部のようだ。

（鏡）

　記き憶おくの網あみにその単語が引っかかった。以前に、なにか関連するようなことを聞いた。あれはいつだったか。誰だれに、なにを、どう聞いたのか。

（鏡を持って──）

　ずきん、と額の奥おく深ぶかいところから、錐きりで刺さされたような鋭するどい痛みが広がった。ウィルは額を押おさえ、顔を歪ゆがめた。

（くそっ。大事なときに頭痛なんか！）

　痛みに必死に抵てい抗こうして、思い出そうとする。記憶の海の水面みなもから、それが海中に漂ただよっているのが見えるのだ。手を伸のばせば摑つかめそうな気がするのに、手が届とどかない。その上に頭痛という大波が襲おそってきて、小こ舟ぶねを揺ゆらして目標を見失わせる。

「どうした、降こう参さんかね」

「…………」

　ウィルは答えようにも答えられなかった。痛みが酷ひどくて、脳を地面と垂直にしておくのが辛つらい。

　その様子にハワードも気づいたようで、ウィルの顔を覗のぞき込んだ。

「顔が青いな。どこか痛むのか」

「……あたま、いたい」

　掠かすれた声でなんとか訴うつたえる。ハワードは頷うなずくと、ウィルの体を横にさせた。そして、手て頃ごろな石を拾ってきて、その上に足を乗せてくれる。

　脳が横になると、痛みがかなり引いた。ウィルは深く息をつく。

　ハワードが近くの小川でハンカチを濡ぬらし、それを額に乗せてくれた。ひんやりとしていて、汗あせと残っていた痛みがハンカチに吸い込まれていくようだ。

「気分はどうかね」

「うあ……楽になった」

「知ち恵え熱ねつにしては大げさだな」

　ハワードは笑ったが、ウィルには反論する気力はなかった。ただ、答えを促うながすようにハワードの胸むな元もとにしまわれた鏡を凝ぎよう視しする。ハワードもその視し線せんに気づき、肩かたをすくめると、

「やれやれ、君のそのあくことのない好こう奇き心しんには脱だつ帽ぼうするよ」

「それで、なに」

「これは古代シノン文明の遺い品ひんだ。片方はウラドーで発見した」

　もう一度ハワードは鏡を取り出し、ウィルの目の前にかざした。

　数千年も昔のものとは思われないほど、歪ゆがみのない、美しい鏡だ。炎ほのおのオレンジ色に照らされた、自分の弱々しい顔が見える。

「シノン文明のものが、なんで、ウラドーに？」

　シノン文明が栄えた現ビシワ王国は、東の沙さ漠ばくの入り口にある。ウラドーはイルディガ海の西にあり、二つの国はとても遠く離はなれているのだ。

「別におかしなことじゃない。シノン文明は巨きよ大だいな交こう易えき国家だった。イルディガ海を隅すみ々ずみまで支配していたのだから、ウラドーに来た船も幾いくつもあっただろう」

「あんたは、その鏡を見つけに、ここに……？」

　ハワードは頷うなずいた。

「ウラドーにあるという情報を得てね。この鏡は裏を見ても分かるとおり、二枚だけでなく他に二十一枚、この世に存在する。合わせて二十三枚で一つなのだ」

　そう言ってハワードはもう一度鏡の裏を見せた。おそらく二十三枚並べると、一つの紋もん様ようが浮うかび上がってくるのだろう。

「全部集めると、なにがあるのさ」

「シノン文明の秘ひ宝ほうが手に入る」

「秘宝」

　ウィルは横たわったまま、固かた唾ずを吞のんだ。なかなかうまく喉のどを通らず、胸をどんどんと叩たたく羽は目めになったが。
















「……そーゆー展開？」

「当然の展開だよ」

　胡う散さん臭くさそうに尋たずねるウィルに、ハワードがしれっとした表情で答えた。確かに、奇き蹟せきハンターが出てくれば、そういう展開になるのが普ふ通つうかもしれない。

「秘宝ねえ……それ、サマドも狙ねらってるのか？」

「だから奪うばいにきたのではないかね？」

「まあ、そりゃそうだ。それで、あんたたちは、その鏡を何枚手に入れたのさ」

「二枚」

　その答えに、ウィルは目を点にした。

「二枚って、その二枚だけってこと!?　二十三枚あるうちの!?」

「そう。我われ々われはこの話にあまり興きよう味みがなかったのでね、初動が遅おくれた」

　ウィルのいささか失礼なくらいの仰ぎよう天てんぶりも無む視しして、ハワードはすました顔で説明した。ウィルは呆あきれ返って、

「じゃあ、ほかの二十一枚はサマドの手の中ってわけか。しっかりしろよ」

「それは違ちがう」

　速すみやかにハワードは否定した。彼はまじめな面おももちで、

「サマドも鏡を何枚か持っているのは間ま違ちがいない。だが、鏡の大半は、サマドではなく、トリック・ゴーダが持っているはずだ。この秘宝捜さがしには、トリック・ゴーダが深く関かかわっているんだよ」

「あ！」

　ウィルは思わず声を上げ、ばねが切れたように体を起こした。途と端たん、頭痛に襲おそわれ、へなへなと横になる。

「ああ、なにをやっているんだね」

　ハワードは落ちたハンカチを拾い上げた。それを洗いに小川へと行く。

　その背中を見つめながら、ウィルはどくどくと、痛いほど激しく脈打つ心臓を押おさえた。息が苦しい。

　声を上げたのは、ハワードの話に合が点てんがいったからではない。確かに納なつ得とくはした。だが、声を出したのは、さっき摑つかみ損そこなった記き憶おくが、突とつ然ぜん水面みなもを割って彼の手の中に飛び込んできたからだ。

（親おや父じ）

　そうだ。トリック・ゴーダだ。

（親父は、鏡を集めていた）

　その話を聞いたのはいつだ？　確かサンマリーズでだったと思う。去年の春、どこかの男だん爵しやくの家にあった鏡を貰もらっていったと。

（親父もそのシノン文明の秘宝を手に入れようとしてんのか。そういうことか）

（じゃあ、あの首くび飾かざりは一いつ体たい？）

　戻もどってきたハワードに、ウィルは慎しん重ちように尋たずねた。

「親父も、秘宝を、手に入れようとしてるんだな？」

「そういうことだ」

「親父は何枚ぐらい集めてるんだ？」

「詳くわしい数は分からんが、トリック・ゴーダはかなり集めているはずだ。だから、サマドは君を特別視しているのさ、トリック・ゴーダへの切り札になるからね」

「…………」

　では、一昨日おとといの偽にせ農夫もサマドだったのだろうか。「あれ」とは秘宝のことを指していたのだろうか。

「その秘宝って……どんなもの？」

　ウィルは少し躊ちゆう躇ちよして尋ねた。トリックが手に入れようとしているお宝だ。そんじょそこらの宝ではないだろう。シノン文明には怪あやしげな超ちよう技術が存在した。魔ま術じゆつとも工学ともつかないものが。

　そこに、トリックが蒸じよう発はつし、三年間行ゆく方え不明だった理由があるはずだ。

　ハワードはウィルの額に再びハンカチを乗せた。

「我々にも秘宝がなんなのか、よく分かっていないんだ。ただ、それを手に入れた者は、神をもしのぐ力を得ると言われている」

「神をもしのぐ力……？」

　再度、ハワードは頷うなずいた。

「三千年前、栄えい華がを極きわめたシノン文明は、その力を欲ほつした砂さ漠ばくの異い民みん族ぞくによって滅ほろぼされてしまった。秘宝はシノン人の生き残りによって持ち出され、どこかへ隠かくされたと伝説は伝えている。隠し場所は誰も知らない。ただ、二十三枚の鏡が秘宝を手に入れる鍵かぎだと言われているのだよ」

「それ、本当の話？」

「我々もただの伝説だと思っていた。だが、トリック・ゴーダが動いた。彼が動いて、なにも出てこないはずがない」

　ハワードが断だん言げんする。えらい買いようである。彼は息むす子こであるウィルよりも、よっぽどトリックのことを知っているようだ。

（俺の知らないところで、そんなことが起きてたなんて）

（親おや父じの奴やつ、その秘宝でなにする気なんだろう）

　神をもしのぐ力を手にして、人間がやることと言えば──

（世界でも征せい服ふくする？　あの親父がそんな面めん倒どうなことするかなあ。人とつるむのが大だいっ嫌きらいなくせに）

（じゃあサマドは？　奇き蹟せきハンターは？）

　ウィルは乾かわいた唇くちびるを舐なめた。

「……あんたたちも、秘宝が欲ほしいのか？」

　ことさらゆっくりと、相手の出方を見ながらウィルは尋たずねた。ハワードは薄うすく笑った。どこか自じ嘲ちようめいた笑えみに見えたのは、ウィルの気のせいだろうか。

「我々を君はなんと呼んでいるんだね？」

「……奇蹟ハンター」

「なら、我々がどう行動するつもりなのか、分かるはずだ」

　ウィルは口をつぐんだ。当然予想された答えだった。

　奇蹟ハンターは奇蹟を認めない。奇蹟の力も認めない。もし秘宝が人外の力を発はつ揮きするというなら、それは奇蹟ハンターのハンティングの対象だ。

　奇蹟ハンターは秘宝とやらを破は壊かいするつもりなのだ。

「エドが聞いたら、怒おこるだろうな……」

「エドウィンには分からんよ」

　秘宝だろうがなんだろうが、エドにすれば研究対象の「考古物」である。調査する前から破壊するなんて、とんでもないと怒るだろう。それを考えると、ウィルは苦く笑しようした。

　もしその秘宝で、世界を征服しようというバカが現れても、エドは壊こわすのを反対するだろう。そうなると、エドが正しいのか、奇蹟ハンターが正しいのか、分からなくなる。

　ウィルはハワードを凝ぎよう視しした。同じ考古学者なのに、エドとは全然違ちがう。ハワードはハンティングの対象になった考古物を破壊することに、なんのためらいもないようだ。彼に言わせれば、ハンティングを有利に行う為ために考古学者になったらしいが。

　一体この男はどういう男なのだろう。彼は自分がしていることを、なにもかも理解している。

　ウィルは空を仰あおいだ。焚たき火の煙けむりで白っぽく霞かすんでいるが、満天の星空が広がっている。

「……あんたさあ」

　ハワードを視界に入れないで、呟つぶやくように言う。

「なんで奇蹟ハンターなんかしてるんだ？」

「前にもその質問に答えたと思うがね」

　すぐに言葉が返ってきた。やはり彼も覚えていたようだ。ウィルは空を見続けたまま、

「『私は奇蹟が嫌きらいだからだ』──あれじゃ答えになってねえよ。なんで嫌いなのさ。奇蹟が科学の未来を潰つぶすとか、そういう理り屈くつは」

「『クアターセルンの使徒』という奇蹟を知っているかね」

　ウィルの言葉を遮さえぎって、ハワードが尋たずねた。静かな、皮ひ肉にくのない声。ウィルは思わず彼を見ようと首を動かしたが、すぐに戻もどして空を見た。

　どぎまぎする。見てはいけないものを見た気がした。

「ク……クアターセルンって、チスターノ山の、麓ふもとの町だっけ？」

　動どう揺ようを隠かくしてウィルは尋ねる。ハワードはウィルが自分の顔を見たことに気づかなかったのか、口く調ちようを変えず、

「そう。チスターノの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上に建てられた教会で有名な町だ。それ以外になにもない、小さな、静かな町」

「…………」

「二十五年前、もう四半世紀も昔になる。チスターノ礼れい拝はい堂どうの近くの丘おかで、小さな子供が『神の使徒』と名乗る男に出会った。男は二十日後、再びこの丘に自分は現れる、そのとき奇き蹟せきを起こそうと言い、消えてしまった。子供が両親にその話をすると、さっそく教会から奇蹟を判はん定ていする為に人が送られてきた。町の人間には話は伏ふせられていた。教会の言い分は、噂うわさを聞いていたずらを企たくらむ人間が出てきては、正確な判断が下せないから、だった。それに、なんの奇蹟か分からないし、混乱が起きるかもしれない。いや本当は、この話が偽にせ物ものだったら、判定士まで派は遣けんした教会の面めん目ぼくは丸まる潰つぶれだ──そう考えてのことだった」

　最後のセリフはひどく低い声でハワードは言った。ウィルは息をひそめて話の続きを待つ。

「二十日後、丘の上に再び男は現れた。男は子供と教会の人間しかいなかったことに失望したが、予言通り奇蹟を起こした。男が持っていた石板を掲かかげると、まばゆい光が放はなたれた。丘を中心に二キロの範はん囲いに渡わたって広がったその光は、体の不調のすべてを消し去る癒いやしの光だった。足の折れていた者は再び歩けるようになり、肺を病やんでいた者は健康になり、死にかけていた老人はみるみるうちに生気を取り戻もどした。光の円の中にいた者すべてに奇蹟が起きたのだ」

「…………」

「私はクアターセルンで生まれた」

　今度こそ、ウィルはハワードをまっすぐ見た。彼はウィルの視線には気づかず、じっと焚たき火の炎ほのおを凝ぎよう視ししていた。なにを考えているのか分からない表情だった。自じ嘲ちようしているようにも見えたし、怒いかりを抑おさえているようにも見えたし、ひどく寂さびしそうでもあった。

「『クアターセルンの奇蹟』が起きたとき、私は君よりもまだ小さかった。あの日は病弱な妹と、二人で家にいた。妹は生まれつき血が薄うすく、十歳さいを越こえて生き延のびることはないだろうと医者に言われていた」

　そこでハワードは言葉をいったん切った。それからウィルの方を見る。視し線せんがぶつかったウィルはどぎまぎして、なにか言わなければならないと焦あせった。

「じゃあ、その奇蹟で、妹さんは──」

　健康な体になったのか。そう続けようとして、それでは「奇蹟は嫌きらい」などと言う理り屈くつに合わなくなると気がついた。

　果はたして、ハワードはふっと笑うと、

「奇蹟の光は我わが家までは届とどかなかった」

「…………」

「庭にいた馬番までは光が当たったのに、妹には届かなかった。腰よう痛つうで呻うめいていた馬番は、腰痛どころか濁にごっていた目までも治ったのに、妹は奇き蹟せきから半月後、ちょっとした風か邪ぜが元もとで死んだ。

　そのとき私は思った。奇蹟は選ばれた人間だけのものなのだと。たった十メートル、いや、三メートルもなかったかもしれない。三メートル南にベッドがあれば、散歩の時間が十分遅おそければ、教会が奇蹟のことを事前に教えていれば、妹は今でも生きていたかもしれないのだ。妹はなぜ選ばれなかった？　馬番と妹の違ちがいはなんだ？　町でいちばん嫌きらわれていた高利貸しは、あのとき病やまいに倒たおれ、明あ日すをも知れぬ命だった。懺ざん悔げをし、すべての借用書を破る約束までしていたが、奇蹟の光を浴びて回復した途と端たん、約束を取り消した。奴やつはますます毛虫のように忌いみ嫌われる男になった。そんな男を生かし、妹を殺した基準はなんだ？　奇蹟とはなんだ？　居合わせた者だけが享きよう受じゆできるものなのか？

　なぜ奇蹟はあるのだろう。それを考えるとき、私の脳のう裏りに浮うかぶのは、死にゆく妹の姿だ。涙なみだを流し、もっと生きたいと願っていた。なぜ自分は選ばれなかったのだろうと、嘆なげいていた。嘆きながら死んでいった」

　ハワードはウィルを見ながら、より遠くを見ていた。

　ウィルはなにも言うことができなかった。視線を逸そらすこともできず、じっと彼を見つめる。

　奇蹟の恩おん恵けいを授さずからなかった人間のことなど、一度も考えたことはなかった。なぜなら、奇蹟は偶ぐう然ぜんに起こるからこそ奇蹟なのであって、それを授かった人が幸運なのだと──逆に言えば授からない方が当然だ。恩恵を授からなかったから恨うらむなどという考えは、本ほん末まつ転てん倒とうである。そう思っていた。

　だが、ハワードの言いたいことも分かる気がした。

（それで奇蹟ハンターになったのか……）

　この男にも子供時代があったとは考えたこともなかった。その子供時代の体験が、大人おとなになった彼の行動を決定している。それはとても不思議な感じだった。大人になれば子供時代のことなんか忘れてしまうものだと思っていた。だから、子供の気持ちを分かってくれないと思っていた。

（大人は、子供の延長）

　ふっと、そんなフレーズが思い浮うかぶ。今まで大人は「大人」という、自分たち「子供」とは違ちがう生き物だと思っていた。だが、「大人」は「子供」の延長なのだ。理り屈くつ上じようは分かっていたが、今初めて頭と心で理解した。

（だから親おや父じは、まだ子供なんだ。いつまで経たっても）

（自分の子供ができても）

　ハワードの手がすっと伸のびてきて、ウィルの額からハンカチを取った。

「どうしたね、黙だまり込んで」

「あ……その、難むずかしいなあって……」

「難しいことはない。ひどく明めい瞭りようで簡単なことだよ」

　ハワードは薄うすく笑うと、ハンカチをもう一度川にすすぎに行ってくれた。そして、冷えたそれを再び額に乗せて、

「さあ、君はもう寝ねたまえ。昼間寝過ぎで眠ねむくないとか、子供みたいなことを言ってはいかんぞ」

「ちぇっ、子供扱あつかいするなよ」

　口を尖とがらせてウィルは言い返す。洗いたてのハンカチはひんやりと心ここ地ちよかった。

　ハンカチの位置を具合のいいように直しながら、

「……親父が」

「ん？」

「親父が、あんたくらいの年だったらよかったのにな」

　空を見ながら、ぽつりと呟つぶやく。

「そうすれば、もう少し……」

　それ以上は言う気にならず、尻しりつぼみになってしまった。追つい及きゆうされてもなんと言えばいいか分からなかったが、幸い、ハワードはなにも言わなかった。

（もう少し親父が年上だったら）

（もう少し、大人だったら……）




　翌よく日じつ、葡ぶ萄どう畑ばたけの間の道を歩きながら、ウィルははたと気がついた。慌あわててハワードの前に回り込み、

「なあっ、親父が秘宝を捜さがしてるってことは、ヴィヴィアンはその秘宝に関かかわり合いがある人間なんじゃないか!?」

「今さらなにを言っているんだね」

　ハワードは呆あきれ返った口調で答えた。

「そんなことはとっくに気づいているかと思ったよ」

「昨日は不調だったんでい」

　小ばかにするハワードに、ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで言い返した。

「あの首くび飾かざりも秘宝に関係するアイテムだったのかもしれないな……って、じゃあもしかして、あの武器商人たちも秘宝を狙ねらってたのか!?　襲しゆう撃げき者しやの方も!?　うへえっ、一体どんくらい、秘宝を狙ってる奴やつがいるんだよ！」

　頭がパニックを起こしてウィルは喚わめく。「やれやれ」とハウードは肩かたをすくめた。

「まあ、そう感情的になるもんじゃない。そのうち、二つが一つになるかもしれんからな」

「な、なんだよ、それ。襲撃者がサマドか親おや父じかもしれないってことか？」

　胡う乱ろんそうにウィルは聞き返した。確かに、その可能性はありえる。だが、それではもう一つの可能性も考えられることになる。

　じーっと疑いのまなざしでハワードを仰あおぎ、

「……あんたたち奇き蹟せきハンターも候こう補ほに挙あがるよなあ。本当は武器商人を襲おそったのは、あんたたちじゃねえの？」

「君には我々が世界平和を唱える善人に見えるのかね。それは光栄の至りだ」

「言ってろよっ。一いつ体たい、あんたはなにが言いたいんだよ」

「君が重要なことを見落としているから、忠ちゆう告こくしてあげようと思っただけだよ」

　にやにやと笑いながらハワードは言う。ウィルは訝いぶかった。

「重要なこと？」

「私がウラドーにいる理由は分かった。サマドがいることも、そしてトリックが動いていることも。だが、一番の問題、君がなぜここにいるか、その答えが出ていない」

　びしっと指を突つきつけて指し摘てきされ、ウィルは言葉に窮きゆうした。確かにそうだ。

　ウィルは腕うでを組み、唸うなった。頭をフル回転させ、今までに分かったことをつなぎ合わせてみる。

「問題は、誰だれが俺をここに連れてきたのか、じゃなくて、俺をここに連れてきた目的はなんだ、ってことなんだ……」

「そうそう。発想の転てん換かんだね」

「きっと、秘宝のことに関係するんだ。でも、俺は秘宝のことも、鏡のことも知らなかった。知ってるのはあの首くび飾かざりのことで、でも、今は持ってないし、なにか知ってるわけじゃないし……」

「おやおや、肝かん心じんなことを端はし折よる気だ。捜さがし屋というのは勘かんだけを頼たよって、理知的な判はん断だんを下す必要はないのかね」

「うるさいなあっ。言いたいことがあるなら言えって言ってるだろ！」

　いちいち口を挟はさむハワードに、ウィルは癇かん癪しやくを起こして怒ど鳴なった。ハワードは「やれやれ、子供の相手は疲つかれる」といった態度で、肩かたをすくめ、いかにもしかたなさそうに、

「君はなにも知らないと言う。なら、なにも知らないのだろう。では誰が知っているんだね？」

「え？」

　意表を突つかれて、ウィルは今腹を立てたことも忘れ、きょとんとハワードを見返した。彼は強くなってきた日差しに白い帽ぼう子しを直しながら、

「君は本当にここに一人で来たのかね？」

「俺だって来たくて来たんじゃねえよっ。誰かが俺をここにほっぽりだしてったんだ」

「君一人を？」

「そんなこと、俺が知って──」

　言いかけて、ウィルは言葉を切った。ハワードの言う意味が、ようやく理解できたのだ。

　ハワードは誰がウィルを連れてきたのかと尋たずねているのではない。ウィルを連れてきた相手が、ほかにも目をつけなかったかと言っているのだ。

「ルミニタ」

　無意識にウィルは呟つぶやいた。

（そうだ、ルミニタだ。あの首飾りの持ち主のルミニタを、犯人が放ほっとくはずない）

　ハワードもその名を聞いて、ようやく思い出したかと言わんばかりに頷うなずいた。

「そのキリワスの娘むすめがなにかを知っている可か能のう性せいは高くないかね。キリワスはシノン人の末まつ裔えいの国だ。マシルのヴィヴィアンは現にその娘のことを知っていたんだろう？」

「ルミニタは、なにかを知ってる……？」

「おそらくはな。一体、彼女はどこにいるのかね」

　ウィルは首を横に振ふった。そんなことは知らない。もしかしたら、一いつ緒しよにこのウラドーに連れてこられたのかもしれない。だが、ではどこにいる？　どうして自分は一人で倒たおれていたのだろう。ルミニタと一緒に連れてこられたが、邪じや魔まになったから置いていかれた？　なら、最初から連れてこなければいい。

「ルミニタは、ウラドーにいるのかな」

「かもしれん。もしかしたら、サマドや他の組織の目を逸そらす為ために、君を囮おとりにして、その少女は別なところに運ばれたのかもしれん。例えばキリワスとか、ビシワとか。どちらにしろ、このウラドーで人を捜さがすには、手がかりが少なすぎる。いったんゼフィッツイに戻もどって、情報を集めた方がいいのではないかね」

「…………」

　ウィルは口をつぐんだ。肯こう定ていも否定もできなかった。







　７　罠わな







　覚おぼえているのは虹にじ色の光だった。子供のころ見せてもらったプリズムのように、七色の光が乱舞する中、黒い髪かみがまるで無数の蛇へびのように蠢うごめき、部へ屋やいっぱいに広がっていった。

　そして、白い目。いや、違ちがう。銀色だ。瞳ひとみのない銀色の目が、自分を見ている。立ちすくむ。

　目玉がぎょろりと動く。金色の瞳が奥おくから現れる。一つ、二つ……三つ？

（ううっ）

　あまりの異い様ようさに呻うめく。一つの目玉に、瞳が三つある！

　その瞳から、カッと閃光がほとばしった。思わず腕うでで目をかばう。

　だが、光は彼には当たらず、その前に立っていた少年にぶつかった。その体に模も様ようが映し出される。まるで幻げん灯とうのように。

「!?」

　彼は瞠どう目もくした。

　あれは──あれは……！




（あれはなんだったんだろう……）

　バズはぼんやりと窓の外を眺ながめながら、考えていた。

　ゴーダ家のアパートが爆ばく発はつしたとき、マギーは見なかったようだが、バズはヴィヴィアンの目から放はなたれる怪かい光こうを目もく撃げきした。

　とても人間のなせる技わざとは思えなかった。

（ぼくの見み間ま違ちがい……いや、そんなことは絶ぜつ対たいない！　ぼくは見たんだ。あの人の目から光があふれて、光を真っ正面から浴びたウィルの体に、なにか模様のようなものが映ったんだ）

　なにが映ったのかまでは分からない。一いつ瞬しゆんのことだったし、それにウィルのうしろにいた彼が見えるわけがなかった。

　そのあとすぐ爆発が起き、吹ふき飛ばされて意識を失った。直じかに光を見たはずのウィルは行ゆく方え不明だし、ヴィヴィアンもルミニタという少女もいなくなっていた。

（あの三人はどこに行っちゃったんだろう。全員一いつ緒しよかな。それとも別々かな）

　ともかく彼らを捜さがそう──マギーはウィルのことしか考えていなかったが、バズは三人全員捜す気でいた。だが、こっちはこっちで妙みような事件に巻き込まれ、川には投げ込まれるし、マギーは拷ごう問もんまがいのことをされるし、まったくわけが分からなかった。

　そして今、彼は教きよう皇こう庁ちようにほど近い、アシュレイ家の屋や敷しきに匿かくまわれていた。匿われるなら、現在の仮住まいであるラズボーン家以上に最適なところはないと、メイベル・アシュレイに言ったのだが、

「こちらにはこちらの事情があるのだ」

　そうにべもなく言われてしまい、よって、アシュレイ家にいるというわけだ。

　メイベルとブルーノがマギーを医者に見せにいっている間、バズは客間でぼんやりと窓の外を眺ながめていた。最初こそしゃちほこばっていたが、溺おぼれかけた疲ひ労ろう感かんからすぐに姿し勢せいを崩くずしてしまった。寝ねてもいいと言われたのだが、疲労と興奮が混ざって眠ねむることはできなかった。

　それでも、うとうとし始めた夜半になって、部屋に誰だれかが入ってきた気け配はいに驚おどろき、バズは飛び起きた。案あんの定じよう、男装の麗れい人じんメイベル・アシュレイの姿があった。

　彼女はバズが起きたのを見て、薄うすく笑った。

「起こしてしまったか。部屋を用意させたはずだが」

「は、はい、ちゃんと用意していただきました」

　今は村を離はなれているとはいえ、故郷の領主たるメイベルを前にして、バズはしどろもどろに答えた。

　メイベル・アシュレイ。古くから騎き士しとして教皇庁に仕つかえる名家、アシュレイ家の跡あと継つぎにして、自身も教きよう皇こう聖せい騎き士し団だんの一員である。妙みよう齢れいの女性らしからず髪かみを短く切りそろえ、男物のシャツとパンツを着こなした、凜り々りしい女性だ。

　バズが彼女と会うのはサンマリーズ以来である。ウィルはゼフィッツイに来てから、彼女の家け来らいブルーノにバルキース語を学ぶ為ため、週に二回、この屋や敷しきに通っていたが。

「あの、マギーは……」

　上うわ目め遣づかいに尋たずねる。もともと人見知りをする性格ということもあって、慣れない相手には萎い縮しゆくしてしまうのだ。

　メイベルは「ああ」と言いながらソファに座すわると、淡たん々たんと、

「心配することはない、頰ほおの血管が切れただけだからな。ただ、腫はれた顔を見られたくないと、もう部へ屋やに行ってしまった。二、三日もすれば治るだろう、痣あざは少し残るが」

　バズは青あお紫むらさきに変色したマギーの頰を思い出し、うつむいた。

　自分はなにもできなかった。できないどころか、溺おぼれて他人に助けられる始末だった。

　マギーの痛みを考えると、自責の念に駆かられる。

（ウィルだったらどうしただろう。ウィルでも止められなかったかな。ぼくたちみたいな子供が大人おとなの力に敵かなうわけないよ）

（でも）

　悄しよう然ぜんとしながらも、バズはキッと顔を上げた。

（子供相手にあんなことをするなんて、一体あいつらはなんだったんだろう）

（なにかが起きている。ウィルがいなくなったことも、あの爆ばく発はつも。そして、ぼくたちも決して蚊か帳やの外に置かれてたわけじゃないんだ）

（絶対なにが起きてるか、突つき止めてやる。そして──そして、二度とマギーにこんなことさせないぞ！）

　バズはぐっと拳こぶしを握にぎると、メイベルをまっすぐ見た。まだ年上の他人に対してひるむ心が残っていたが、それを抑おさえ込む。

「あの、助けてくれてありがとうございます。助けていただいて、こんなこと聞くのも失礼かと思うんですけど、その、あなた方は、なんで、あんなところにいたんですか」

「…………」

「シャオピンの船着き場ならともかく、あそこは、その、貨物船の埠ふ頭とうです。あなたのような身分の方が、なんというか、その、行かれる場所ではないかと……」

　メイベルが黙だまったままなので、なにか間ま違ちがったことを尋ねている気がして、最後の方は口の中に消えてしまった。どんなに勇気を奮ふるっても、生せい来らいの性格は直らないようだ。

　だが、それまで無表情にバズの言葉を聞いていたメイベルが、ふっと和なごんだ表情になった。

「初めて会ったときは」

「は、はい？」

「ウィル・ゴーダの陰かげに隠かくれた、おどおどした子供だと思っていたが──少し見ぬ間に、大人びたようだ」

「えっ、あ、その、はあ、あの、ありがとうございます」

　そんなことを言われるとは夢にも思わなかったので、バズはどぎまぎして、上うわ擦ずった声でそう答えた。

　真っ赤になるバズを尻しり目めにメイベルは立ち上がると、中庭に面した窓に歩み寄よった。気分転てん換かんに外の景色でも眺ながめるのかと思ったが、彼女は用心深く辺あたりを窺うかがうと、鍵かぎを確かく認にんし、厚いカーテンを下ろした。

　なにかを警けい戒かいしているのだ。そう悟さとったバズは、照れも一気に冷め、緊きん張ちように身を固くした。

　メイベルはバズを振ふり返ると、

「我々があの場にいたのは偶ぐう然ぜんではない」

　外に洩もれないよう低い小さな声で断言する。バズは固かた唾ずを吞のんだ。我々と言ったのは、あの場にはブルーノもいたからだ。彼は常にメイベルとともに行動している──今は席を外しているが。バズはブルーノに助けてもらった。

「じゃあ、あいつらを尾び行こうしていた……ってことですか」

「違う。キッチュの別べつ荘そうを見み張はっていたのだ。私は教きよう皇こう庁ちようの命令によって、ドブラエ公こう爵しやくを監かん視ししていた」

「公爵を？」

「おまえたちがキッチュの別荘から出てくるのを見て、中の様子を尋たずねようとあとを追っていた。そうしたら、あの場面に出くわした」

「じゃあ、あいつらの正体を知ってるわけじゃないんですね」

　バズは落らく胆たんした。もしかしたら、あいつらがウィルの行ゆく方えを知っているかもしれないと考えていたのだ。また手がかりが一つ消えて、悄しよう然ぜんとする。

　そのバズの心境を悟さとったのか、悟っていないのか、メイベルはことさら端たん的てきに、

「あれはトリック・ゴーダの手の者だ」

「……え？」

　バズは目をぱちくりさせた。一いつ瞬しゆん、誰の名前か、頭の中の記き憶おくがつながらなかった。メイベルは無表情でじっとバズを凝ぎよう視ししている。

　トリック・ゴーダ。ウィルの父親だ。

　バズにはトリックの記憶はほとんどない。エドやウィル以上にヨルカ村に来ない男だった。来たとしても、村には居い座すわらず、あちこち駆かけ回っていた覚おぼえがある。ただ、何度か遊んでもらった記憶はあった。幼おさな心ごころにも「大人でない」人だと思った。ウィルの父親というよりは、兄のような人。当人も父親などとは自覚していなかっただろう。

　そのトリックが、自分たちを襲おそわせた？

「トリックさんがなぜぼくたちを……？」

　呆ぼう然ぜんと尋ねるバズ。メイベルの端正な顔に、ちらりと憐あわれみの表情が浮うかんだ。

「私にもよくは分からん。あの者たちはなにかを捜さがしているようだったと言ったな」

「はい、『あれはどうした』って言ってました」

「おまえたちにはなんの心当たりもないのだろう？」

　バズは頷うなずく。メイベルにはすでにウィルが行方不明になったことは話してある。そして、爆ばく発はつのことも。

「あれって……やっぱりウィルの行方ゆくえのことなんでしょうか」

「しかし、おまえたちの話からすると、ウィル・ゴーダが三人の男にさらわれたことは明らかだ。今さらおまえたちに行方を尋ねるとも思えんな」

「じゃあ、ヴィヴィアンさんか、ルミニタという子の行方？」

「ふむ」

　メイベルは少し考え込んだ。

「マシルのヴィヴィアンか……この者が何者か知っているか？」

「いいえ……彼女が何者か、ご存じなんですか？」

「ご存じと言えるほどのものではないが」

　緊きん張ちようして尋ねるバズに、メイベルは苦く笑しようして答えた。

「トリック・ゴーダの失しつ踪そうにまつわる話を知っているか。天才トレジャーハンターは、借金と美女を抱かかえて蒸発したというものだが」

「え！　まさか、彼女がトリックさんの『美女』だったんですか!?」

　バズは目を円くして仰ぎよう天てんした。なにがしの関かかわり合いがあるとは思っていたが、まさかそういう相手とは考えもよらなかった。

「その世界では有名な話だそうだ。トリック・ゴーダは魔ま性しようにとり憑つかれたと。私も最近、聞かされたばかりだがな」

　メイベルは眉び宇うをひそめて呟つぶやいた。「魔性」という言葉に、彼女は釈しやく然ぜんとしていないようだ。

　バズも当とう惑わくした。あの、一週間眠ねむりっぱなしだった娘むすめ。彼女に「魔性」などという言葉を使われてもピンとこなかった。トリックを籠ろう絡らくした「魔性の女」、などと呼ぶにはまだ幼い気がしたし、なにより起きているのを彼は見たことがないのだ。なにがどうと言えた義理ではない。

　だが。

（あの目）

　一つの目玉に三つの瞳ひとみ。あれが錯さつ覚かくや幻げん覚かくでなければ、まさに魔性──魔物という意味の魔性だ。あの光だって人間業わざではない。もしかしたら、あの爆ばく発はつも彼女の仕し業わざだったかもしれない。

「ともかく、トリックはおまえたちがなにかを知っていると考えているようだ。息むす子この友人だとしても手て加か減げんしないほど、せっぱ詰まっているのだな。気をつけろ」

「は、はい」

　バズは慌あわてて頷うなずいた。そこで、ふと思いつき、メイベルを仰あおいだ。

「あの、さっきドブラエ公こう爵しやくを監かん視ししているって言われましたけど、なにかあったんですか……？　それに、トリックさんのことにも詳しいようですけど……」

　バズの脳のう裏りに、キッチュの別べつ荘そうに潜もぐり込んだときに会った、品のよい老人の姿が思い浮うかぶ。眠り病の研究の為ために別荘を開放し、自分たちの無礼も優やさしく免めんじてくれた。

　その老人を教きよう皇こう庁ちようが監視している？

「それは……」

　メイベルは答えるのを躊ちゆう躇ちよした。教皇庁からの命令で動いているということは、やはり重大な任務なのだろう。子供に軽々しく教えられないような。

　だが、ここまで話した以上、彼女は答える心づもりがあるはずだ。だから、バズたちを自分の屋や敷しきに連れてきた。自分の身を自分で守らせる為に、そして、おそらく彼女に協力させる為に。

　その証しよう拠こに、彼女はしばらくの沈ちん黙もくのあと、口を開いた。

「おまえは、ラズボーン公爵と特別な契けい約やくを交わしているか」

「え？　レディ・シンシア？」

　不意をつく名を聞いて、バズはうろたえた。

　ラズボーン家に出入りする彼らを、彼女の慰なぐさみ相手と勘かん違ちがいする輩やからは多い。特にウィルはそうだ。いくら父親が有名人だからといって、あれほど世間に名が知られるはずもないし、小悪党が関かかわるのを厄やつ介かいがるはずもない。そういった輩は、彼の背後に厳げん然ぜんと存在する、シンシア・ラズボーン公爵に怯おびえているのだ。

　実際のところ、ウィルとシンシアがどういう関係なのか、バズは知らなかった。だが、シンシアの、自分やマギーを見る目とウィルを見る目は、まったく違うと分かっていた。

（特別な契約って、別にぼくにはなにもないけど……ゆうべの契約は特別ってわけじゃないし。あっ、マギーはミッチェルの手術費用を肩かた代がわりしてもらっているんだ。でも、ぼくは、って聞かれたんだよな）

　質問の真意が分からず、おろおろするバズを見て、どう判はん断だんしたというのかメイベルが先に話を切り出した。

「ドブラエ公こう爵しやくとトリック・ゴーダは手を組んでいる」

「ドブラエ公爵は──」

　バズが聞き返そうとするのを、メイベルは手を広げて遮さえぎった。バズは押おし黙だまる。

「二人はある企たくらみを共有していて、教皇庁はそれを食い止めなければならない必要性に陥おちいったのだ。だから、我々に監視の命令が下った。ほかにも何人も動いている」

「ある企み？」

「……これは極ごく秘ひの話だ。教皇庁でも最高機密に分類されている」

　メイベルの真しん剣けんな口調に、バズは固かた唾ずを吞のんだ。無意識に背が伸のび、体が強こわばる。

「ドブラエ公爵は、今、人を集め、世界を揺ゆるがす戦争を仕し掛かけようと──」

「あっ、武器商人のことですね」

　思わず口を衝ついて出てきてしまってから、バズは慌あわてて口を手で押さえた。だが、もう遅おそかった。

　メイベルはすっと目を細めると、腰こしに帯びていた剣けんに手をかけ、

「……誰にその話を聞いた？」

「あっ、あの、そのっ」

「はっきり言わんと、教皇猊げい下かの名において、おまえを斬きる」

　メイベルは本気だ。そう悟さとると、バズは顔を赤くしたり青くしたりして、動転していたが、結局泣きそうな表情で、

「す、すみませんっ、レディ・シンシアです！」

「ラズボーン公爵か……」

　メイベルは左の肘ひじを右手で押おさえ、考え込んだ。バズは泣きべそをかきながら、おそるおそる、

「あの……レディ・シンシアがご存じだと、やっぱりまずいんですか……」

「いや、そうではない……彼女が知らないはずはなかろう」

　バズを剣で脅おどしながら、やけに素そっ気けなくメイベルは答えた。やはりシンシア・ラズボーンの力は教皇庁ですら一いち目もく置くようだ。

　ともかく、シンシアの身に危き害がいが及およばないと分かって、バズはホッとした。これでシンシアと教皇庁の仲がこじれたりしたら、彼女になにをされるか分かったものではない。

「あの……ドブラエ公こう爵しやくは、武器商人の仲間なんですか？」

「我々は親玉と見ているが。そこまではラズボーン公爵は教えてくれなかったか」

　バズはおずおずと頷うなずいた。メイベルがなにを考えているのか見当もつかなかった。

「世界大戦を企たくらむ武器商人たちがいるって……ウィルは、その武器商人たちのいざこざに巻き込まれて行ゆく方え不明になったんじゃないかって、言われました」

「ふむ？　まあ、トリック・ゴーダがドブラエ公爵と手を組んでいる以上、息むす子こも巻き込まれてもおかしくはないな」

「はあ……あの、トリックさんは、なんで武器商人なんかと手を組んだんですか？　スポンサーを乗り換かえたんですか？」

　もともとトリックのスポンサーはシンシアだ。なにか反そりが合わなくて、それで同等の爵位を持つドブラエ公爵と手を組んだのだろうか。その結果、ドブラエ公爵の企みに乗っているというのだろうか。

　もし、トリックが世界大戦を引き起こす企みに荷か担たんしていると知ったら、ウィルは落ち込むだろう。三年分の悪評のすべてがそこに集約していたとしたら、なおさら。

（べ、別に、ウィルの心配なんかしてないけどっ、あいつが落ち込むとマギーが悲しむし、ぼくも張り合いがなくなっちゃうもんな……）

　バズの問いに、メイベルは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になった。答えるのをためらっているのだ。

　バズには彼女がなにを躊ちゆう躇ちよしているのか分からなかった。子供に伝えるには辛つらいことと言うなら、ここまで説明してきた意味がない。辛いことと分かっていた上で、説明してきたはずだ。

　彼女はなにを迷っている？

　そのときドアがノックされ、彫ほりの深い顔の男が入ってきた。メイベルの家か臣しんブルーノだ。

　彼は厳いかめしい顔をさらに気むずかしそうに歪ゆがめて、

「メイベルさま、お耳を」

　そう言って主人に耳打ちする。バズの見ている前で、メイベルの顔が険けわしくなっていった。

「本当か、それは」

「はい。教きよう皇こう庁ちようからたった今連れん絡らくが」

　ブルーノも深刻そうに頷うなずく。バズはどぎまぎしながら二人を見守っていたが、メイベルが彼を振ふり返ったので、ぎくりと身を強こわばらせた。

「ウィル・ゴーダの幼なじみ──えっと、名前を覚えるか」

「バズ、バズ・フェナットです」

「バズ・フェナットよ、私は出かけてくる」

「今、帰られたばかりなのに……」

「火か急きゆうの用だ──いや、おまえにも教えておこう。オリヴァ・グロースター卿きようを殺した犯人が捕つかまった」

　とっさには「オリヴァ・グロースター」が誰か思いつかず、バズはきょとんとした。それから、つい最近暗殺された、現国王の叔お父じであることを思い出す。シンシアが筆頭調査員として調査していたあれだ。

「じゃあ、レディ・シンシアが捕まえたんですか」
















「違ちがう。ドブラエ公こう爵しやくだ、彼が犯人を挙あげた。犯人はビシワの人間だそうだ」

　なぜかメイベルは悔くやしそうに言った。

「ことは動き出してしまったか──バズ・フェナット、私がいいと言うまで、この屋や敷しきに待機しているように。一歩も外に出てはならん、ラズボーン公爵の屋敷にも近づくな、いいな！」




「それで……なにが大変だっていうの？」

　濡ぬれタオルを詰つめた布を顔に巻きながら、膨ふくれっ面つらでマギーが聞き返した。

　アシュレイ家に連れてこられた翌よく日じつ、バズは一晩さんざん悩なやんだが、結局、誰にも会いたくないと駄だ々だをこねるマギーを扉越しに宥なだめすかして、ゆうべのメイベルの話を聞かせに部へ屋やに赴おもむいたのだ。

　しかしながら、マギーはバズの話にあまり関心を持たなかったようで、話がすんだらさっさと帰れと言わんばかりの口く調ちようで言ったのが、このセリフである。

　一晩悩んだバズとしては、そんな言い方されると立場がない。彼女がまだ事態を吞のみ込んでないのだと思い、慌あわてて補ほ足そくした。

「だから、ドブラエ公爵が筆頭調査員のレディ・シンシアを差し置いて、犯人を検けん挙きよしちゃったんだよ」

「犯人が捕まったならいいじゃない。なにをそんなに騒さわぐことあるのよ」

「ドブラエ公爵はレディ・シンシアのメンツを踏ふみつけたってことになるんだ。手て柄がらを横取りされたんだよ？　レディ・シンシアが黙だまってると思う？」

「まあ、お嬢じようさまなら怒おこるわよね」

「そう！　ドブラエ公爵はレディ・シンシアの怒いかりを買うことを承しよう知ちしながら、犯人を勝手に検挙したんだ。ドブラエ公爵はレディ・シンシアと同爵位だけど、やっぱり彼女より立場は下なんだって。家いえ柄がらも、財産も、権力も。だから、今までレディ・シンシアと争うようなことはしてこなかったんだけど、実際はすごいライバル意識があった──って、メイベルさんは言ってたよ」

「それが、ここに来て急にシンシアお嬢さまを差し置いて、出しゃばるようになった。これはおかしい。そういうこと？」

　ようやくマギーが話に乗ってきてくれたので、バズは嬉うれしくて大きく頷うなずいた。

「しかも、犯人はビシワ人なんだよ。ますますおかしいと思わない？」

「ビシワ？　どこよ、それ」

　怪け訝げんそうに聞き返すマギー。すっかりバズの話を忘れているようだ。

「ほら、ぼくが説明したじゃない。シノン文明の中心地は、今のビシワ王国があるところだって」

　根気強いバズは嫌いやな顔一つせず、きちんと説明した。「ああ」とマギーが納なつ得とくする。それから、ことの重大性にようやく気づいたようで、顔色を変えると、

「シノン文明があった国の人間!?　それってどういう符ふ合ごう!?」

「ねっ、おかしいだろ。今ビシワに住んでるのは南から来た異い教きよう徒とで、今度捕つかまったのも異教徒だから、シノン人じゃないんだけど、でも、よりによってビシワの人間なんて変じゃないか」

「犯人の動機は!?　ビシワの人間が王族を殺してなんの得があるの!?」

　急せき込んでマギーはバズに食いかかる。彼女の疑問ももっともだった。ビシワ国など、今まで地図上で見かけるぐらいの、まったく縁えんのない国だった。海を挟はさんで対岸にあるキリワスのように、この国に植民地化されているわけでもない、異教徒の独立国だ。それがいきなり王族暗殺を企たくらんだなどと、不可解きわまりない。

　マギーの勢いにバズは面めん食くらいながら、

「ま、まだそこまでは分からないよ。メイベルさんだって捕まったって報告を聞いただけだし」

「罠わなだわ」

　マギーはきっぱり言い切った。頰ほおを覆おおう布で少々声はくぐもってしまったが。

「これは罠よ！　そうよ、ドブラエ公こう爵しやくはビシワ人を犯人に仕立てたんだわ」

「な、なんで公爵がそんなことを？」

　バズは目を白黒させて聞き返した。

「バカね、バズったら！　王さまの叔お父じさんが殺されたのをチャンスと思って、ビシワ人を犯人に仕立てたのよ。それで、ビシワに戦争をふっかける気なんだわ。これが世界大戦のきっかけなのよ、だからメイベルさんは焦あせって出てったのよ！」







　８　影かげさす







「あのじじいがそんなワルだなんて思わなかったわ、なんて奴やつなのっ」

　自分の親指に歯を立てながら、マギーは憤ふん然ぜんと言い放った。この間は「笑って許ゆるしてくれた優やさしい公こう爵しやくさま」などと言っていたくせに、激しい変化である。

「でも、まだ本当だって決まったわけじゃないし……」

　バズが少々尻しり込ごみしながら忠ちゆう告こくする。こういう状態のマギーへの忠告は、身の危険を伴ともなうのだ。

　案あんの定じよう、マギーはぎろっと険けん悪あくなまなざしでバズを睨にらむと、

「絶ぜつ対たいそうに決まってるわよ！　あのシンシアお嬢じようさまに盾たて突つこうとするなんて、よっぽどの理由と自信がなくちゃやれないわよ！」

「そ、それは、そうだね」

　妙みようなところでバズは納なつ得とくする。

「メイベルさんがあたしたちにラズボーン家に帰るなって言ったのも、そのせいだわ。きっと激げき怒どしてるわよ、お嬢さま。とばっちりが来ないよう、ここに避ひ難なんしてろってわけね」

「うーん。それだけかなあ」

　黙だまって頷うなずいていればいいのに、バズは律りち儀ぎにも自分の考えに従って否定した。

「なによ、あたしの考えに文もん句くつけるのっ？」

「そ、そうじゃないよ。ただ、レディ・シンシアは感情的な人じゃない、やることすべてが計算ずくの人だと思うんだ」

　慌あわててバズは手を振ふって、拳こぶしを握にぎって今にも殴なぐろうとしているマギーを宥なだめる。

「メイベルさんがぼくたちをこの屋や敷しきに連れてきたのは夕方で、犯人逮たい捕ほの連れん絡らくが来たのは夜中だったもの。だから、ドブラエ公爵が云うん々ぬんってのはまだだったと思う。それよりも、レディ・シンシアが気にしてたのは、トリックさんの方じゃないかな。

　きっとレディ・シンシアも、トリックさんが武器商人と手を組んだって知ってると思うんだ」

「まあ、トリックはお嬢さまに借金して蒸発したんだから、行ゆく方えを追いたくもなるわよね」

「それで、レディ・シンシアは情報を得る為ために、生いき餌えを撒まいた──って、メイベルさんは言ってた」

「生き餌？　なにそれ」

　きょとんと聞き返すマギーに、バズは気まずそうに黙だまったまま、自分と彼女を指した。マギーは目をみはって、

「あたしたち!?」

「だ、だって、よく考えてみたら、ぼくたちみたいな子供に、教皇庁のトップシークレットにもなってる武器商人の企たくらみを教えるなんて、おかしいじゃないか。いくらレディ・シンシアが変人で、子供好きだからって、公こう爵しやくたる人がそんな公私混同するわけないよ。なにか目的がないかぎり」

　まるで自分が責められている気がして、バズは懸けん命めいに、シンシアに聞かれたらなにをされるか分からない言葉で弁解した。

「そんな話を聞かされたら、ぼくたちが調べないはずないだろ。レディ・シンシアはぼくたちを街に放はなして、奴やつらが食らいつくのを待ってたんだ──って、メイベルさんは考えていた」

　最後にメイベルに責任転てん嫁かしてしまう辺あたり、彼の気弱さが出ているが、マギーにはそんな付け足しはどうでもよかった。あっさりとその意見に洗脳され、怒いかりに頰ほおを赤らめる。

「酷ひどいわ、お嬢じようさま！　あたしたちをなんだと思ってるのよ！　お嬢さまがそんな人だなんて──！」

　そこまで怒ど鳴なって、マギーは顔をしかめた。

「そんな人だなんて、知ってたけど！　でも、酷いわ！　信しん頼らいしてたのに！」

「本当に？」

　よけいな突つっ込みを入れるバズを、マギーは布ふ団とんを跳はねのけざま蹴け飛とばした。よもやベッドの中から攻こう撃げきされるとは思わず、バズは尻しりもちをつく。

「こうしちゃいられないわっ」

　マギーは飛び起きると、頰を冷やしていた布を取り外した。そして、寝ね間ま着きを投なげ捨すて、下着姿で自分の服を捜さがす。

「マギー、どうしたのさ」

　バズは目のやり場に困りながら尋たずねた。振ふり向いたマギーの目がきらりと光る。

「なに鈍どんくさいこと言ってるの、ドブラエ公爵を見み張はりに行くのよっ。あのじじいを見張ってれば、そのうちトリックが接せつ触しよくしてくるはずだわ。そしたらウィルの行ゆく方えも分かるかもしれないじゃない」

「あっ、そうか。でも、メイベルさんは屋や敷しきから出るなって」

「変態公こう爵しやくなんかにビビってたら、捜さがし屋なんてやってらんないわっ。行くわよ、バズ！」

「……それって、ドブラエ公爵のこと？　レディ・シンシアのこと？」

　ぼそっと呟つぶやいたバズの言葉は、肩かたをいからせて部屋を出ていくマギーには届とどかないようだった。




　かくして、アシュレイ家をこっそり脱だつ出しゆつすることにしたマギーとバズだが、「絶対出るな」と言われたわりには妨ぼう害がいされることもなく、あっさりと裏木戸から外に出ることに成功した。

　まさかメイベルこそ、二人を生いき餌えにする為ためにあんな話をしたのかと疑ってみたが、

「絶対違ちがうわよ。あたしたちを見張る人間がいるほど、この家は裕ゆう福ふくじゃないのよ」

　きっぱりはっきり、自分たちの領主を摑つかまえてマギーは断言する。

「あたしが観察したところ、執しつ事じが一人、台所の賄まかないが一人、メイドが二人、馬番が一人、庭師は日ひ雇やといってところね。人手が足りないからみんな忙いそがしくって、あたしたちまで気が回せないんだわ。これもアシュレイ家が貧びん乏ぼう貴族のおかげねっ」

　他ひ人と事ごとのようにマギーははしゃいで言うが、バズとしては、

（でも、アシュレイ家はぼくたちの領主さまなんだけどなあ）

　今のあるじが倫りん理り観かんのある人だからいいが、もし暴君だったりしたら、しわ寄せは全部自分たちに来たはずである。お気楽なマギーに、バズは杞き憂ゆうだと分かりながらため息をついてしまった。

　二人はこそこそと街まちへとくり出した。マギーは青くなった頰ほおを隠かくす為ために、麻あさ布ぬののショールを頭からかぶった。すぐに冷やしたので腫はれはほとんどなかったが、内出血の痣あざはくっきりと出てしまったのだ。

　街は一見はいつもと変わらぬ様よう子すだった。人々が通りを行き交かい、馬車がけたたましい音を響ひびかせて駆かけ抜ぬけ、広場には市が立っている。

　だが、どこか華はなやかさに欠けていた。いつものにぎやかな熱気はなりを潜ひそめ、連れだって歩く人々の会話は低く、囁ささやくような声で交わされている。

「……オリヴァ・グロースター卿きようを殺したのは、ビシワ人だそうだ」

「ビシワの人間がなんだって」

「ドブラエ公こう爵しやくが捕つかまえたことが……」

「朝のサロンも火が消えたように、静まり返ってたそうよ」

「ラズボーン公爵の怒いかりが」

　大人おとなたちの会話を洩もれ聞くと、やはりオリヴァ・グロースターを殺害した犯人逮たい捕ほの話題ばかりだった。いつもならお祭り騒さわぎのように噂うわさで持ちきりになるのだが、今回は皆みな、誰だれかに聞かれるのをはばかるように、囁ささやきあっていた。それでも噂は噂、今回は特ダネの上に複雑な事情が上乗せされているので、蔓まん延えんする速度はいつも以上に速いようだが。

　だが、二人の予想に反して、ラズボーン公爵とドブラエ公爵の反目は、あまり話題になっていなかった。噂の中心は、

「教きよう皇こうさまか枢すう機き卿きようの誰かを狙ねらった犯行なんですって」

「ハディマの聖地は自分たちのものだとか言って、教皇庁に脅おどしを」

「でも、護ご衛えいが固いから、ヘリペ枢機卿と仲のよろしかったオリヴァ王子を殺したわけさ」

「なんて恐おそろしいこと」

「怖こわいわ。やはり沙さ漠ばくの蛮ばん族ぞくなんかと友好を結ぶわけには」

　話題は犯人の動機に集中していた。大戦を起こすきっかけとして、適当にビシワが選ばれたと考えていた二人は、考えていた以上に巷ちまたが敏びん感かんに反応しているのに当とう惑わくした。

「もしかして、犯人がビシワ人だったっていうことは、ものすごく深刻なことなのかもしれない」
















　バズが不安そうに、街角で新聞を読んだり意見を交わしあう大人たちを眺ながめながら、そう呟つぶやいた。マギーも漠ばく然ぜんとした不安を抱いだきながら、

「具体的に、どういう意味？」

「ビシワ人が狙ったのが本当は教皇さまだった、っていうのが本当なら、これは国と国の問題じゃなくて、宗教と宗教の戦いになっちゃうよ」

「ビシワは異い教きよう徒との国だものね」

「教皇さまを守る為ために戦争するなんてことになったら、この国だけじゃなくてほかの国も参戦するに決まってるもの。ビシワだって、同じ神を崇あがめる国々と手を組んで対たい抗こうしてくるに違ちがいない。そしたら、あっという間に大だい規き模ぼな戦争になってしまうんだ」

「じゃあ、やっぱり世界大戦の発ほつ端たんがこれってこと!?」

　驚きよう愕がくのあまり大声を上げたマギーの口を、慌あわててバズは手で塞ふさいだ。ジロッと睨にらむ大人たちから、彼女の手を引っ張って逃にげ出す。

　大人たちも不安なのだ、同じ結論に達して。そのことが視し線せんからひしひしと感じられた。

　人通りの比ひ較かく的てき少ない通り──だが昨日きのうのこともあるので、完全に寂さびしいところには行かないよう気をつけて──に入る。

「だめだよ、マギー。みんな敏びん感かんになってるんだから、刺し激げきの強いこと言っちゃあ」

「そ、そうね。ちょっと驚おどろいちゃったわ」

　大人たちの鋭するどい反応にマギーもどぎまぎして、バズに窘たしなめられても腹を立てる余よ裕ゆうもなく、素す直なおに従ってしまった。

　二人はドブラエ公こう爵しやくの屋や敷しきがある、ゼフィッツイの中央地区へと歩き出した。教きよう皇こう庁ちようはゼフィッツイの、ちょうど王宮と反対側にあるので、その近くにあるアシュレイ家の屋敷から中央地区まではかなり距きよ離りがある。

「ともかく、これが武器商人たちの企たくらみだったら許ゆるせないよ。自分たちの利益の為に戦争起こそうとするなんて」

　いつになくバズは語調を強くして言った。マギーが少し驚おどろいて彼を見る。

（そういえば、この間っからバズの調子がいつもと違うのよね）

　ウィルがいなくなってからというもの、まるで自分がウィルの代わりを務めなくてはならないと思っているらしく、行動や態たい度どや言葉がウィルのようなのだ。

　今までだって、ウィルは別行動で、二人だけで行動することはいくらでもあったが、今回はなにかが違った。

（……そうよね。今回はウィルを捜さがしてるんだもの。今までとは立場が違うわ）

　今までは「ウィルの鼻をあかす為」とか「雌し雄ゆうを決する為」に捜しものをしていたが、今回はそういったものはヌキで、真っ正面から捜しものに取り組まなければならないのだ。責任を負うウィルがいない今、バズもようやく真しん剣けんに捜し屋として行動し始めたのである。

　そう考えると、マギーは少しだけバズを頼たのもしく感じたが、

（だからといって、バズのくせに主導権握にぎろうなんて一万年早いわよっ）

　心の中で気合いを入れると、マギーはバズの手を振ふりほどいた。

「さあっ、公爵の家に行くわよ！」

　バズの返事を待たず、ぱたぱたと石いし畳だたみの通りを駆かけ出した。すると、

「ま、まぎい、待ってよお」

　いつもの情けないバズの声が飛んできたので、マギーは少しだけホッとした。




　中心部に入ると、ようやくいつもの街まちの姿が見られるようになった。とはいえ今は真夏の昼どき、朝市も終わり、人々の往おう来らいは少なくなっている。バーや定食屋などはにぎわっていたが、広場などは閑かん散さんとしていた。

　サンパリス広場を横切ろうとして、二人は異い様ような光景を目にしてぎょっとした。

　サンパリス広場には、高台への斜しや面めんを利用した階段上のテラスがあり、その中央を噴ふん水すいが流れている。夏のこの時期、水は止められているが、テラスにはいつでも大勢の人──恋こい人びとたちや老人、昼休みの役人などが、座すわり込んでいるものだ。

　その市民の憩いこいの場に、大勢の人間が寝ねている。その数、五十を下らないだろう。

　初め見たときは、死体が並べられているのかと驚おどろいた。だが、これだけの人が倒たおれていても警察も来ていないし、周まわりの人々も不快そうなまなざしで遠巻きに見ているだけなので、寝ているだけだと分かる。

　しかし、いくら昼寝の時間だからといって、真夏の太陽が照てりつけるこんなところで、集団で寝なくてもいいではないか。

「どうしたの、この人たち。昨日もこんなんだったっけ？」

「ううん、昨日はこっちに来なかったから……」

　二人は薄うす気き味み悪くなって、それでもひどく気になり、歩を緩ゆるめて彼らの前を通った。そして、気がついた。

　年ねん齢れいも性別もバラバラの彼らに共通していること──一目で分かる、彼らはゼフィッツイの人間ではない。

　薄うす汚よごれた格かつ好こうをしていても、それなりの身なりでも、やはり都会の人間と田舎いなかの人間の着る服はデザインが違ちがうのだ。マギーたちには慣れ親しんだ、純じゆん朴ぼくで芯しんの強そうな農夫たちの姿がそこにある。いっそ、浮ふ浪ろう者しやほどに小こ汚ぎたなくなってしまえば区別はつかないだろうが、彼らはそういうたぐいの人々でもないようだった。

「田舎の人だね」

　バズの呟つぶやきにマギーも頷うなずく。

「出で稼かせぎに来て、ここで寝てるのかしら」

「こんなに集団で？　こないだまではこんなことなかったのに──」

　バズの言葉を遮さえぎって、近くを通りかかった日ひ傘がさの娘むすめが声をかけてきた。

「あなたたち、それ以上近寄ったらだめよ」

「え？」

　二人が振ふり返ると、どこかの家のメイドらしい彼女は、眉び宇うをひそめながら眠ねむる人々を指した。

「あれは伝でん染せん病びようの患かん者じやよ。体に触さわると感染して、彼らの仲間入りだわ」

「で、伝染病!?」

　二人が声を合わせて驚きよう愕がくすると、娘は呆あきれ返った口く調ちようで、

「知らなかったの？　今、フィードリア地方で伝染病が大流行してて、大勢の人が逃にげてきてるの。街かい道どうは封ふう鎖さされているけど、それでも中に入ってきちゃうのよね。そして、ああやって発病して、行く場もなくあそこに倒たおれているのよ」

「そ、それって、マシル性ネムリ病のことですか？」

　急せき込んでバズが尋たずねる。娘むすめは「あら」と呟き、二人を見る目を変えた。

「ええ、そんな名前だったと思うわ」

「そんな名前って、どうしてそんなに落ち着いてられるの!?　だって、死に至る病やまいなんでしょ!?」

　死に至る伝染病なら、もっと大おお騒さわぎしていてもいいはずだ。政府だってこんなところに患者を放置したりせず、城じよう壁へきの外なりなんなりに放ほうり出すだろう。それなのに、皆みな不安そうに、あるいは汚いものを見る目つきでいるが、とても伝染病に怯おびえている様子はない。

　マギーの疑問の意図を察したか、娘はケロリとした面おももちで、

「あら、あなたたち、知らないの？　ワクチンを打ってもらえば感染しないのよ。少し値は張るけど、私はお屋や敷しきのご主人さまが払はらってくださったから、心配はないわ」

「ワクチンって、もしかして、ドブラエ公こう爵しやくの？」

「あら、知っているんじゃない」

　少々気き分ぶんを害した様子で、娘は答えた。二人がどういう立場の子供なのか摑つかみきれないのだろう。

「まだワクチンを打ってもらってないなら、シャンドス門もん址し通りの公爵さまのお屋や敷しきに行ってごらんなさい。お金がなくても、分ぶん割かつ払いや後払いもしてくださるから。それじゃあね」

　親切は一通り行ったとばかりに娘は話を打ち切ると、そのまま去っていこうとした。それを反射的にマギーが止める。

「待って！　いつからこんなことになったの!?」

「先週からよ。でも、公爵さまがすぐにワクチンがあるから大だい丈じよう夫ぶだってお触ふれを出してくださったんで、大した混乱にはならなかったのよ。公爵さまは市の衛生委員会の委員長ですもの、さすが頼たよりになるお方だわ」

　娘はなんの他意もない、心しん底そこ敬意を払った口調で付け足すと、日ひ傘がさを斜ななめにして広場の向こうへと消えていった。

　あとに残された二人は、呆ぼう然ぜんと娘が消えていくさまを眺ながめていたが、

「……ぼくたち、ワクチン打ってもらっててよかったね」

　バズが妙みように感心して呟つぶやく。それを聞いてマギーは我に返った。

「バカ！　なに感心してるのよ、こんなの公爵の人気取りに決まってるじゃない！」

「で、でも、実じつ際さい、流行は防げたみたいだし」

「そうやって目先のことで納なつ得とくするから、武器商人なんかがのさばるのよ！　ああ、もう、だからみんな、公爵が捕つかまえた犯人に疑問持ってないんだわっ。こんな付つけ焼やき刃ばの人気にころっと騙だまされて！」

　マギーは悔くやしさのあまり、地じ団だん駄だ踏ふんだ。そして、自分の親指を強くかじって、

「あたしたちが寝ね込こんでる一週間の間に、事態はかなりドブラエ公こう爵しやくの有利な方向に動いてたんだわ。あのじじい、眠ねむり病が蔓まん延えんするかもしれないって分かってて、それで研究所なんか作ったのね。それで、自分の人気を稼かせげたから、ついに行動を起こし始めた──」

「マギー？」

　ぶつぶつと一人ごちる彼女を、バズが心配そうに覗のぞき込む。マギーはそれを無視していたが、ふと閃ひらめいた可か能のう性せいに瞠どう目もくし、パッと顔を上げた。

「もしかして、眠り病をゼフィッツイに持ち込んだのは公爵かもしれないわ！」

「ええ？　まさか、いくらなんでもそんなことは」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出すマギーに、バズは目を白黒させた。伝でん染せん病びようをわざと流行させるなど、一歩間ま違ちがえば大変なことになる。それこそ世界大戦などけしかけている場合ではなくなるではないか。

　だが、マギーは自分の閃きに絶対の自信を持っていた。そう考えればなにもかもが納得いくのだ。

「だってワクチンがあって、自分は絶対安全だって分かってるのよ!?　そうよ、自分の人気を集める為ために、眠り病をゼフィッツイに持ち込んだのよ！　さっきの女の人見たでしょ、完全に公爵に洗脳されちゃってたじゃない。人気取りもできて、しかもワクチン代もとれて、一石二鳥だわっ。もおっ、あのじじい、許ゆるせないんだから！」

　自分の説明に自分で興奮してきて、マギーは顔を真っ赤にすると、大おお股またで歩き始めた。もちろん、目指すはドブラエ公爵の屋や敷しきだ。バズが慌あわててついていく。

「マギー。マギー、待ってよ」

「少しでも優やさしそうなおじいちゃんだなんて思ってたあたしがバカだったわ。やっぱりステラの勘かんは当たってたのよ──ちょっとずれてたけど。そうよ、もしかしてフィードリアでの大流行も、あのじじいが仕組んだことかもしれない。だって、そうよ、だって……」

「マギー！　マギーってば！」

　完全に自分の世界に閉じこもってしまったマギーに業ごうを煮にやして、バズはぎゅっとその腕うでを摑つかんだ。バズの存在を忘れていたマギーは飛び上がって驚おどろく。

「やだ、驚かせないでよ！　もう少しでなにか分かりそうだったのに！」

「ご、ごめん」

　マギーに叱しかられ、律りち儀ぎに謝あやまるバズ。だが、すぐに真しん剣けんな表情になって、

「でも待ってよ。これじゃあこの間と同じパターンだ」

「この間？」

「ステラさんがキッチュの別べつ荘そうに潜もぐり込んだときだよ。あのときも公こう爵しやくが怪あやしい錬れん金きん術じゆつを行ってるとか決めつけたじゃないか。でも、本当はただの病院だった。ぼくたちはまたあのときと同じ失敗をしようとしてるのかもしれない」

「なによ、いきなり弱気になって」

　マギーは文句をつけたが、さっきまでの勢いはなくなっていた。彼女もそのことを思い出したのだ。あの、ただの治ち療りよう院いんだと分かったときの気まずい雰ふん囲い気きを、再び体験するのはごめん被こうむりたい。ウィルは怒おこるを通り越こして呆あきれ返り、二人にこう言ったものだ。

「直感は大事だけど、憶おく測そくだけで結論を出すなよ」

　と。

　二人でどうしたらいいか分からず、じっと立ち尽つくしていると、突とつ然ぜん、

「即そつ刻こく、開戦すべきだ！」

　広場の向こうから怒ど号ごうが飛んできて、二人はびくっと震ふるえた。声のした方を見ると、広場の隅すみに男が五、六人集まり、激しく口論していた。やはり王族殺しの事件について話し合っている。

　かなり興こう奮ふんしているらしく、過激な発言が飛び交かっていた。犯人は死し刑けいだ──神への冒ぼう瀆とくは許さない──初めて聞く強きよう硬こう論ろんだ。

「マギー……」

　バズが不安そうにマギーの服を引っ張り、向こうへ行こうと促うながす。マギーも動どう悸きが収まらず、肩かたを震ふるわせながら、

「い……いいわよ、動かぬ証しよう拠こって奴やつを見つければいいんでしょ」

　気き丈じように、自分に言い聞かすように言う。

「マギー、無茶しない方がいいよ。相手は公爵さまなんだよ？」

「分かってる。分かってるわよ」

　マギーは唇くちびるを嚙かみしめ、バズの手をぎゅっと固く握にぎった。手がひどく汗あせばんでいた。




　ウィルは走っていた。走りながら、ここが夢の中であることを自覚していた。

　夢の中は分かっていたが、なぜ自分が走っているのか分からなかった。どこへ行こうとしているのかも分からなかった。まるで芝しば居いを途と中ちゆうから見始めたように、前後の脈みやく絡らくが分からない。

　だが、しかたがない、これは夢なのだ。論理的に始まるわけがないし、できごとに理由や原因がなくてもいいのだ。

　太陽が照りつけ、夢の中でだらだらと汗が噴ふき出す。

（俺おれはどこに行こうとしてるんだろう。なぜ走ってるんだろう。ここはどこだろう）

　ここはどこ。自分以外の外に意識が向いた途と端たん、パアッと世界に色がついた。彼は灰色の荒こう野やを走っていた。

（ああ、ウラドーだ）

　ここ数日ですっかりお馴な染じみになり、見るのも嫌いやになってきたウラドーの荒野が広がっている。堅かたく乾かわいた大地を、走る。積もった火山灰が足を地面に下ろすたびに舞まい上がり、視し界かいを濁にごす。

（なんで俺走ってるんだ。夢の中なら飛ぶことだってできるはずなのに）

　面めん倒どうな手段をとっている自分に、ウィルが腹を立てたときだった。

（ウィル……）

「ルミニタ！」

　唐とう突とつに耳の中に飛び込んできたか細い声に、ウィルは考える前に怒ど鳴なっていた。

　そうだ、ルミニタを捜さがしていたのだ。鳶とび色いろの瞳ひとみの少女を。

「ルミニタ、どこ!?」

（ここ……ここよ。ウィル、私、ここにいるの……）

　今にも途と切ぎれてしまいそうなほど、小さな、弱々しい声。怪け我がをしているのだろうか。

「ここってどこさ！　俺の近く!?」

（分からないわ……ここはとても寒いの……凍こごえそう……体が、動かない）

「だめだ！　なんでもいいから動くんだ！　そのままだと凍え死んじまう！」

　怒鳴り返しながら、ウィルは頭の地図を広げて、ルミニタがいそうな場所を捜した。

　今は夏だ。なのに凍え死にそうなほど寒いところ？

（北ほつ極きよく圏けん？　それとも高山？　南の大陸は今は冬だっけ）

「ルミニタ、そこはゼフィッツイ？　それとも外国？　ほかに人はいる？」

（分からないわ……でも、誰もいないの……私、一人きりで……寒くて……）

「なにか見える!?」

（なにか……水みたい。光ってる……硬かたくて……私の姿……あれは……）

　ルミニタの声が途切れた。ウィルは焦あせった。だくだくに汗あせをかきながら声を張り上げる。

「ルミニタ！　しっかりしろ！　俺の声が聞こえてるなら返事して！」

　わずかの沈ちん黙もくのあと、はっきりとルミニタの声が聞こえた。

（あれは、鏡）

「ルミニタ！」




　ばっとウィルは飛び起きた。動どう悸きがして、はあはあと口で呼吸をする。

（ルミニタ）

　背中と首回りにびっしりと汗をかいていた。真昼のいちばん暑いときを歩くのをさけて、木こ陰かげで休きゆう憩けいしていたのだ。眠ねむっている間に太陽の位置が変わり、炎えん天てん下かに寝ねていた。

「ゆめ……？」

　夢の中では夢だとしっかり自覚していたのに、目が覚めた途と端たん、記き憶おくがあやふやになる。夢にしてはやけにはっきりとルミニタの声が耳に残っていた。

（夢だ、俺は走ってなんかいない。ここにいないルミニタの声が聞けるはずない）

　だが。

　ウィルは額ひたいの汗を手でぬぐった。ぬるりと気持ちの悪い汗が手につく。

　ずきん。激しい痛みが額の奥おくから発せられた。ウィルは呻うめき、頭を押おさえる。

「ちっきしょ……う……一いつ体たい、なんだって、んだ」

　ずきん、ずきん、と痛みは揺ゆさぶるように大きく、断続的になっていく。今まででいちばん大きな痛みだ。

　あまりの痛みにウィルはうずくまった。鋼はがねの輪を頭に締しめつけられていくようだった。

（俺、どうなっちゃったんだろ……こんなこと、今までになかったのに……）

「どうしたね、ウィルくん！」

　大きな声が頭の揺さぶりに違ちがう揺れをもたらし、ウィルは酩めい酊ていした気分になった。それが道連れのハワード・イコナの声であることに気づくまで、少し時間がかかった。ウィルが寝ている間、どこかへ行っていたのだろう。

　ウィルは手を振ふった。「大だい丈じよう夫ぶ」ではない、「怒ど鳴ならないでくれ」と言いたかった。だが、声を出すのも辛つらい。

　その合あい図ずがハワードに伝わったか分からないが、すぐそばに人の気け配はいがして、

「また頭痛がするんだね？」

　そう問われるが、返事をするのが辛い。手足がしびれ、冷たくなっていくのが分かる。

（俺、俺いったい）

「この症しよう状じようは……」

　ハワードの声が遠い。痛みに意識が遠くなりそうになる。

　突とつ然ぜん、口の中に突つっ込まれた水すい筒とうの口と、そこから大量に流れ込んできた水に、ウィルはむせかえった。

「うえっ！　うへえっ……な、なにする」

「いいから黙だまって飲みなさい」

　ハワードは冷静な声で言うと、ウィルの頭を押おさえて、羊の皮の水筒を強ごう引いんにもう一度口に突っ込もうとした。ウィルは慌あわてて、

「じ、自分で飲む」

「よろしい。子供は素す直なおでなければな」

　偉えらそうな口をきくハワードを恨うらめしそうに睨にらみながら、ウィルは渋しぶ々しぶ水筒を手に取った。

「全部飲みたまえ。川は近い、何度でも汲くんできてあげよう」

「…………」

　最初に飲んだ水が気管に入ってしまったか、げふげふとむせながら、ウィルは水を飲んだ。

　ただの水にどんな作用があったのか、痛みがすうっと溶とけていくようだった。

　頭痛が引くとともに、手足の末まつ端たんのしびれも消えていく。ウィルは水筒をじっと眺ながめた。味に変なところはなかったが、薬でも入っていたのだろうか。

　無言でハワードを仰あおぐ。彼はいつもと同じように、少々薄うす汚よごれてはいるが白い帽ぼう子しを伊だ達てにかぶり、人のすべての動きを楽しむようなまなざしで彼を見ていた。

「……なに見てんのさ」

「頭痛は治ったかね」

「まあ、なんとか」

「それはよかった」

「顔が笑ってる」

「君が落ち着いてホッとしているんだよ。頭痛には水がいちばんだね」

　噓うそか本当か分からないことを言うハワード。

「もういっぱい飲むかね」

「自分で飲む」

　ウィルは立ち上がった。くらりと立ちくらむが、なんとか踏ふん張り通す。

「川、どっちにあった？」

「あの木の向こうだ。丘おかを登ったら町が見えたよ、港みなとが近い」

　ハワードも立ち上がると、ふらふらよろめくウィルの肩かたを支えて歩き出した。

「大だい丈じよう夫ぶかね」

「もう死ぬかと思ったぜ……ありがとう」

「礼には及およばんよ。君と私の仲じゃないか」

　小川の岸に手をついて、直じかに水を飲む。飲んでも飲んでも足りなかった。まるで胃の奥おくに沙さ漠ばくが広がっているように、吸収されてしまう。自分でも驚おどろくほど喉のどが渇かわいていたのだと実感した。

　川に落ちないよう、ズボンの腰こしを引っ張っていてくれるハワードが、のんびりした口く調ちようで、

「君のその頭痛はね、きっと薬だよ」

「薬？」

「ここに来る間に、なにか薬を飲まされたんだろう。だから、水がよく効く」

「わけ分かんねえこと言うなよ」

　ウィルはぶっきらぼうに言うと、もう少し水を飲んでから姿し勢せいを戻もどした。

「俺が起きて暴あばれないよう、眠ねむり薬でも飲ませたってこと？」

「まあ、おおよそそんなところだろう。君も小さいうちから苦労することだ」

「あんたは手を焼かせんなよ」

「君と私の仲じゃないか」

　楽しそうに繰くり返したハワードを、ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで見返した。どういう仲なのか追つい及きゆうしてみようとも思ったが、なぜか聞くのはためらわれた。







　９　そして、ウラドー







　ようやく大きい町に入り、そこからウィルとハワードは馬車を用立ててもらって、港へと向かった。

　山並みが迫せまり、起き伏ふくの激しくなった荒こう野やを、馬車はのろのろと進む。

　海が近くなるとさすがに緑も多くなるが、地ち味みが瘦やせているのは同じで、相変わらず灰色の地面が見える。そのところどころに、南の地方特有の、青空に映はえる真っ白な外がい壁へきの家が点在していた。

　ウィルは荷に台だいから、丘おかの斜しや面めんを埋うめ尽つくす葡ぶ萄どう畑ばたけを見下ろしていた。海岸に近づくにつれ、大地に降り積もる灰の量は多くなっている。葡萄の収しゆう穫かくはまだのようで、木々はうっすらと灰をかぶり、その合間を柄えの長いはたきを持った農夫たちが、忙いそがしそうに行き交かっていた。

（大変だなあ、火山の近くに住むのも）

　馬車の車輪が街かい道どうに残った灰を巻き上げ、後方はまるで濃のう霧むが発生しているように靄もやとなって景色が見えない。油ゆ断だんをしていると灰を吸い込みそうだ。

　そのすべての元げん凶きようたるブラダ山が、目前に迫りつつあった。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきとなだらかな斜しや面めんが組み合わさった、不ぶ格かつ好こうな姿だ。今は噴ふん火かしている様よう子すはない。話を聞くと、火山灰はかなり不定期に降ってくるようで、まだ爆ばく発はつの兆きざしは灰以外にないそうだった。

　ウィルはブラダ山から目を逸そらし、隣となりのハワードに、

「それで、本当に秘ひ宝ほうの在あり処かって分かってないの？」

「分かっていたら、私がこんなところにいると思うかね」

「違ちがいねえや」

　予想された答えだったが、ウィルはつまらなそうに口を尖とがらせ、寝ね転ころがった。ハワードは低く笑って、優ゆう雅がに先の町で手に入れた葡萄酒を飲む。

「親おや父じたちはもう見つけたのかなあ」

　抜ぬけるような青空を眺ながめながら、ウィルは呟つぶやいた。それからすぐに、バッと体を起こして、

「もしかして、秘宝はこのウラドーにあるとか!?」

「なるほど、それは考えられるな」

「だろっ!?」

　ハワードが自分の意見を認めたので、ウィルは得意になって明るい声で念を押おした。ハワードは大きく頷うなずいて、

「ウラドーなんかにシノン文明の遺い産さんが隠かくされているなどと、誰だれ一人思いつかんだろう。皆みな、ビシワかキリワス、あるいはハディマにあると見当をつけてきたからな。隠した方も思いつかないに違ちがいない。思いつかない場所にこそ捜さがし物はあってしかるべきだ。いや、さすがは天才捜し屋の考えることは違うな。前知識のない分、固定観念にとらわれず、自由な発想ができるようだ。いやいや、感心感心」

「……つまり、それだけはあり得ないって言いたいんだな」

「そんなことはないさ、君は素す直なおでないからいかん。君がここにいる以上、ウラドーも候補の一つと考えた方がいい」

　からかわれたと知って拗すねるウィルに、ハワードはきまじめな顔で訂てい正せいした。そのまじめくさった顔まで人をからかっているように見えるのだから、癪しやくに触さわることこの上なしだ。

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらでそっぽを向いた。そして自分の掌てのひらをじっと見つめる。

（ルミニタ）

　あのとき、手を摑つかめなかった。危き険けんな目に合わせないと誓ちかったのに。

（ルミニタ、無ぶ事じ？　あの夢は正まさ夢ゆめなんかじゃないよな）

　ルミニタもバズもマギーもゼフィッツイにいて、自分がいなくなったことを心配しているに違いない──そう思いたい。

　だが、どんなに自分にそう思い込まそうとしても、できなかった。ウィルが誰かにさらわれた以上に、ルミニタにはさらわれる理由がある。あの得え体たいの知れない首くび飾かざりの持ち主であったルミニタには。

（どこかに閉じ込められたり、しないよな……）

（鏡）

　夢であるはずなのに、彼女の声が消えない。

（あれは、鏡）

　鏡といえば、やはり──

「……なあ」

　ウィルは上うわ目め遣づかいに、再びハワードを見た。

「あの鏡、ちょっと見せてくれない？」

「欲ほしいかね？」

「要いらねえよっ。ただ、ちょっと気になることがあって……」

　最後の方はごにょごにょと口の中に消えてしまった。ウィルがなにを気にしているのか、分かっているのか興味ないのか、ハワードはにやにや笑いながら胸に手を入れ、あの鏡を取り出した。それをウィルの手に乗せる。ただし一枚だけだ。

　なにも聞かないハワードをウィルは訝いぶかって、複雑な表情で彼を仰あおいだ。

「要らないのなら、貸してあげよう。気が済むまで調べるといい」

「……理由、聞かないのか？」

「聞かれたくないという顔をしているからね。利子は三倍にして返してくれ」

「それって、親おや父じからほかの鏡をかっぱらってこいって意味？」

「私は親切で優やさしいだろう」

「はいはい」

　恩おん着きせがましいセリフに、一いつ瞬しゆん浮うかんだ「もしかしてこいつは本当はいい奴やつなのかもしれない」という思いは、あっさり霧む散さんしてしまった。ウィルは適当にあしらい、ハワードに背を向けて小さな鏡を覗のぞき込む。

（あれは、鏡）

　自分はなにかを知っているのかもしれない。今まで漠ばく然ぜんと抱いだいていた仮定が、急速に形になりつつあった。自分はなにかを知っていて、だが忘れていて、夢の中でそれが一部分だけ浮かび上がってきたのだろうか。

　鏡が出てきたのはハワードの話の影えい響きようだろう。重要なことは、「ルミニタがどこかに閉じ込められている可能性を、自分は知っているかもしれない」だ。

（あの爆ばく発はつのとき、俺おれは一体どうしたんだろう。なにがあったんだろう）

　歪ゆがみのない鏡面を、ウィルはじっと凝ぎよう視しした。




　ようやくたどり着いた港町は、今までの荒こう野やから比べたら、すばらしく都会だった。海岸線から三十分も歩けばもう外はずれまで来てしまう、小さな町だったが、通りは石いし畳だたみが敷しかれ、絶えずどこかに人の姿を見ることができた。いるのは山や羊ぎのみの荒野から比べたら、立りつ派ぱな都会である。

　港には近海漁の船が何艘そうか、そして、さほど大きくはないが外国との交こう易えき船せんらしき船が一隻せき停てい泊はくしていた。その船がヒューゴへ寄よるのなら、乗せてもらおうと考え、二人は船長に交こう渉しようしに行ったのだが──

「やれやれ、海の男流の礼れい儀ぎにはかなわんな」

　港の管理事務所から出てきたハワードは、わざとらしく疲つかれた口く調ちようで頭を振ふった。言葉が分からないので事務所の外で待っていたウィルは、ハワードの愚ぐ痴ちは無む視しして、

「それで、乗せてもらえるって？」

「出航は明朝だ、ヒューゴを回ってオグニッツへ行くそうだ。いいときに来たよ、次の船は来週にならないと入ってこないらしい」

「日ひ頃ごろの行いがいいからさ」

「それは私のことかね、君のことかね」

　二人は波は止と場ばから繁はん華か街がいへと向かった。小さな町なので、繁華街の中に波止場があるようなものだったが。

「さあ、今夜はきちんとした宿に泊とまれるな。おや」

　町で唯ゆい一いつの「きちんとした」宿に向かう途と中ちゆうで、ハワードの足が止まった。ウィルが振り返ると、彼は小さな店の窓に釘くぎ付づけになっていた。その目が爛らん々らんと輝かがやいている。

（ははあ）

　覗のぞいてみると、案の定、美術商──などと体てい裁さいのいいものではなく、古道具屋の店だった。なにか気に入った古道具でも見つけたのだろう。

（やっぱりなあ。エドと目つきが一いつ緒しよだもん）

　やはり彼らは同じ考古学者なのだ。こういう状じよう況きように陥おちいったら、二、三時間は動かないのは分かっている。

「なあ」

　とりあえず声をかけてみるが、反応はなし。ウィルは肩かたをすくめると、ハワードのスーツを引っ張った。それでようやく我に返ったようで、

「あ、なにかね」

　と答えるが、声が浮うわついていて、意識はまだ古道具から離はなれていないようだ。ウィルは憮ぶ然ぜんと、

「見たいなら中入ってきなよ。俺、そこら辺ぶらついてるから。『きちんとした宿』で集合な」

「いや、それは」

　ハワードはなにか反論しかけたが、古道具の魅み力りよくには抗あらがえなかったようだ。

「そ──そうかね、そう言ってくれるなら、ありがたく入らせてもらうよ。悪いね」

　よっぽど嬉うれしかったのだろう、照てれを隠かくすような笑え顔がおを見せると、ハワードはそそくさと店内に入っていった。格かつ好こうつけていない、素すのままのハワードを初めて見た気がした。

（ふうん……そんなにいいもんかなあ）

　こちらまでなんだか照れてしまい、ウィルは店内を一いち瞥べつすると、足早にその場から立ち去った。

　町は港に直行する一本の街かい道どうのほかは、入り組んだ細い路地で構成されていた。こういった造りは港町にはよくある。海かい賊ぞくや敵国に侵しん攻こうされた場合、町の造りそのものが敵の進軍を妨さまたげる役割を果たす。その間に、町人は逃にげおおせるという具ぐ合あいだ。

　白や水色や黄色の、パステルカラーの家が密集している路ろ地じを歩く。窓が小さいのは、強きよう烈れつな日差しを中に入れない為ためだ。狭せまい路地も、密集した家並みも、日ひ陰かげをより多く作る為の工く夫ふうである。

　多くの家の前には粗そ末まつなベンチがあって、老人がぼんやり座すわっていたり、子供が遊んでいたりした。

　日差しが強すぎて、日陰に入ると逆に真っ暗になった気分になる。陰いん影えいのはっきりした世界だ。ハワードの懐かい中ちゆう時ど計けいではもう夕方であるはずだったが、日はまだまだ高かった。

（いつまでも昼が続くなあ）

　どこに行っても言葉が通じないのでおもしろくなく、ウィルは路地の曲がり角に座り込み、流れる汗あせをぬぐった。大体、金を持っていないので、繁華街など歩いていても無む駄だだ。

　通りすがる女たちが、珍めずらしい動物でも見るようにウィルを覗のぞいていく。船の乗組員はよく見るが、こんな子供の外国人は珍しいのだろう。

「ボク、泊とまるところナイなら、世話してあげるヨ」

　片言の言葉で話しかけられる。顔を上げると、華はなやかでけばけばしい妙みよう齢れいの年とし頃ごろの女たちが五人、からかいの笑え顔がおを見せて手を振ふっていた。ウィルも引きつった笑顔を浮うかべ、あっちに行けと手を振る。「きちんとしていない」宿なんかごめんだった。

　女たちが不ふ機き嫌げんそうに──ウィルが話に乗ってこなかったせいではなく、彼が子供らしく慌あわてたりせず、適当にあしらったせいだ──去っていくのを眺ながめながら、ウィルはため息をついた。腰こしを振りながら歩いていくのは、彼女たちに染しみついた習慣なのだろう。

（まあいいさ。どうせ明あ日すにはウラドーともおさらばだ。明後日あさつて、明々後日しあさつてにはヒューゴに着いて、それからゼフィッツイ……）

　ずき。

　小さく額の奥おくが振しん動どうする。頭痛の予よ兆ちようだ。つきあい始めてから数日も経たてば、そろそろ相手の出方や対たい処しよの仕方も分かってくるというものだ。ウィルは慌てて持っていた水すい筒とうの口を開き、水を飲んだ。

　それ以上の痛みの振動が来ないことを確かめ、ウィルは息をつく。頭痛を警けい戒かいしながら、ゆっくりと頭が回転し始めた。

（俺は、ゼフィッツイに帰りたくないんだ）

　そう認めると、ふっと頭のつかえが取れたように楽になった。どうやらそれが頭痛の一因であったらしい。

　ウィルは家と家の狭はざ間まに見える、わずかな青空を仰あおいだ。

（そっか。俺、ゼフィッツイに帰りたくないんだ）

（まだウラドーでやり残したことがあるんだ）

　なのに、ゼフィッツイに帰ろうとしたから、眠ねむっている記き憶おくが反発して頭痛を起こしているのだ。ウィルは納なつ得とくした。

　だが、なぜ帰りたくないのか？

（俺、なにやり残してるんだろう。俺がウラドーに連れてこられたことと関係……してるんだろうな、やっぱり）

（俺は……）

（ウィル）

　突とつ然ぜん、思念の合間に割り込んできた声に、ウィルはぎょっとして、思わず辺りをキョロキョロしてしまった。ちょうど路地から人が消え、自分に声をかけそうな人物は見あたらない。

「な、なんだ？　空耳か？」

（ウィル……）

　もう一度、小さな声がして、ウィルは身を強こわばらせた。

　ルミニタの声だ！

「ルミニタ!?」

　とっさにズボンのポケットに手を突つっ込む。勘かんだった。だが、絶対間ま違ちがいないと思った。

　果はたして、取り出した例の鏡──ハワードに借りた鏡を覗のぞき込むと、そこには自分の顔は映っておらず、愛らしい亜あ麻ま色いろの髪かみの少女が、どこか違ちがうところを見ていた。不安げに眉まゆを寄よせ、視線を漂ただよわせて、なにかを捜さがしているようだ。

「ルミニタ！　俺、こっちだよ！　ルミニタ！」

　そこが路地であることも忘れ、ウィルは小さな鏡に向かって叫さけぶ。ルミニタがぴくりと震ふるえ、こちらを見た。忙いそがしく視線を動かし、ようやくウィルを見つける。ぱあっと花がほころぶように顔が輝かがやいた。

（ウィル！）

　はっきりと声が──強い思念が伝わってきた。少女は泣きそうな笑え顔がおで、

（ウィル、どこにいるの!?　近くにいるの!?）

「分からない、俺、鏡から君を見てるんだ。君は？」

（私も鏡からウィルを見てるわ。ここにはいっぱい鏡があるの。私、どこにいるの？）

　泣きそうながらも、気き丈じようにルミニタは尋たずねる。ウィルは悔くやしさでいっぱいになった。「分からない」。そう答えるしかない自分が情けなかった。

「分からない……そこは、どこかの部屋？　誰か近くにいる？　誰かに閉じ込められたのか？」

（なにもないわ）

　ルミニタは断言した。

（ここにはなにもないの、私と鏡以外。壁かべもないし、天てん井じようもないし、床ゆかもないの。でも、見えないだけで、私、ここから外には出られないの。太陽も見えないのに明るいのよ。ここはどこなの？　鏡の中？　私、鏡の中に閉じ込められちゃったの？）

　動どう揺ようを必死に隠かくしてルミニタは言う。ウィルは絶ぜつ句くした。ルミニタの身になにか起きてなければいいと念じてきたが、まさかそんなわけの分からないところに閉じ込められていたなんて！

　ウィルは必死に頭を回転させた。どうすればいい？　自分になにができる？

「ルミニタ、落ちついて──落ちついて。そこは、一応、危き険けんはないんだね？　じっとしてれば、誰もなにも危き害がいを与あたえないんだね？」

　自分に言い聞かせるように、ウィルは尋ねる。ルミニタは頷うなずいた。

（ここには誰もいないもの。おかしいの、すごく時間が経たった気がするのに、おなかもすかないの。私、ここに閉じ込められてどのくらい経ったのかしら。なにも分からないの、月も見えないし、星も見えない。あるのは鏡ばかり、頭がおかしくなりそう！）
















「ルミニタ、落ちついて！」

　ウィルは悲鳴を上げた。近くを通り過ぎた男が薄うす気き味み悪そうにウィルを見て、関かかわり合いになりたくないとばかりに足早に去っていく。だが、そんなことは気にとめなかった。

（私は大だい丈じよう夫ぶよ、ウィルも落ち着いて）

　意外としっかりした返事がきて、ウィルはホッとするとともに、動揺しているのは自分の方だと知り赤面した。

「ご、ごめん、興こう奮ふんしちゃって……でも、無事でよかった」

（ウィルもね）

　くすりと鏡の中のルミニタが笑う。

（あの爆ばく発はつ、凄すごかったものね。なにが起きたのか分からなかったわ）

「ごめん、あんなことが起きるなんて……」

（いいのよ、ウィルのせいじゃないって分かってたもの。ウィル、あのときすごく驚おどろいてたし）

　明るい声でルミニタは言った。自分に気を遣ってくれているのだ──ウィルは自分を叱しつ咤たした。ルミニタの方が大変なのに、そんな彼女に気き遣づかわせてどうするのだ。

「ルミニタ、そこにはいつから？　俺以外と会話した？」

（爆発のあと意識を失って、起きたらここにいたわ。ウィル以外とは話していないの。鏡にはいろんなところが映っているけど、どこの光景だか分からないわ。なんか、とても古そうな服を着た人も見えるし、知らない国みたいな光景も映ってたり……まるで、今まで鏡が映してきた記き憶おくをよみがえらせているみたい）

「その近くに、お宝みたいなものはない？」

（お宝？　いいえ、別に特には……もしかしたら、この鏡のこと？）

　辺りを見回しながらルミニタは当とう惑わくして答える。

「その鏡、裏になんか模も様ようがある？」

（ええ。なにか、一枚の絵になるみたい。これは……腕うで？）

「数は？」

（二十三枚）

　もう何度も数え直したと言わんばかりに、ルミニタは即そく答とうした。二十三。ハワードが言っていた鏡の数と一いつ致ちする。

　まだ鏡は一つに集まっていない。となるとルミニタのそばにある鏡というのは──

「ルミニタ」

　語調を強くしてウィルは呼びかけた。強い決心が心の奥おく深いところから湧わき上がってくる。

　彼は真しん剣けんな面おももちでルミニタを見つめ、

「俺が、絶対、助けに行くから。絶対、絶対そこから助け出すから。だから、心配しないで。絶対、行く」

（……ありがとう）

　はにかんだようにルミニタはほほえんだ。言った方のウィルも照れ、それを隠かくすように笑った。

　その脳のう裏りに。

（ウラドー）

　その言葉が響ひびく。ウィルは照れ笑いを浮うかべたまま硬こう直ちよくした。

（ルミニタはウラドーにいる）

　その言葉がフラッシュバックする。勘かんとは違ちがった。閃ひらめきでもない。根こん拠きよもなにもない。理論的に導き出したわけでもない。

　ウィルはそれを知っていた。それを今まで忘れていただけだ。

（俺は──）

　どこで知ったかは思い出せない。だが、確信があった。間違いない、ルミニタはこのウラドーのどこかにいる。だから、自分はここにいたのだ。

「ルミニタ、そこはっ──！」

　すぐさま話しかけようとして鏡を覗のぞき込んだが、そこには自分の焦しよう燥そうにかられた顔が映っているだけだった。いつの間にか交信は切れていたのだ。

「！」

　思わず壁かべに八つ当たりして拳こぶしで殴なぐる。拳が痛んだが、それにかまってはいられなかった。立ち上がり、港に向かって走り出す。

　ハワードに、一いつ緒しよにヒューゴに行くことはできないと伝えなければ。ルミニタがこのウラドーにいる。ウラドーから離はなれるわけにはいかない。

　古道具屋に戻もどってみたが、ハワードはいなかった。先に「きちんとした」宿へ行ってしまったのだろうか。別の店に行ったのだろうか。

　宿で待っていれば遅おそからずやってくるとは分かっているが、ウィルは一刻一秒も早くルミニタを捜さがしにいきたかったので、ハワードを捜して繁はん華か街がいをうろついた。そして、視界の隅すみに白いスーツが目に入る。

　男や女を集める怪あやしげな店と店の間の路地に、白いスーツに帽ぼう子しをかぶった男がいた。あんな派は手ででばかげた格かつ好こうをした男はハワード・イコナぐらいしかいない。ウィルは駆かけ寄よろうとして、彼のほかにもう一人若い男がいることに気づいた。

　顔つきがウラドーの人間のものではない。ウィルは嫌いやな予感がして、そっと路地を迂う回かいし、別の路地から二人に接近した。ちょうど路地と路地が直角に交差し、ウィルは壁かべに隠かくれて二人の会話を漏もれ聞くことができた。

「……以上がゼフィッツイでの最近の動きです」

　若い男の小さな声が聞こえる。ウィルにも分かる、母国語だ。

（ははあ、奇き蹟せきハンターの連れん絡らく員いんだな）

　厄やつ介かいなことになってきたと、ウィルは舌打ちした。今まではハワード・イコナという個人と付き合ってきたつもりだが、仲間の出現で、彼は奇蹟ハンターとしての立場を強く出してくるかもしれない。となると、ルミニタ捜そう索さくにも奇蹟ハンターとして振る舞まうだろう。あまり歓かん迎げいすべき事じ態たいではない。

　ウィルはそこまで考えて、ハワードがルミニタ捜索についてくることを前提にしている自分に気づいた。

（なに考えてんだ、俺。あいつなんか別に必要ないじゃないか。そりゃ、あいつの知識は今は頼たよりになるけどさ）

　自分自身に言いわけをしてしまう。

　ハワードと奇蹟ハンターの会話は続いていた。

「それにしても、ウィル・ゴーダがよく手に入りましたね」

「天てん恵けいだな、我々の運も尽つきてなかったわけだ」

　満足そうにハワードが答える。自分の名が出てきたので、ウィルは耳をそばだてた。

「あの青年はどうした」

「はい。無事、ゲンサルドに着いた模も様ようです。オイズー河を上って、ソールズバーに入る予定ですが、現地に入ったらマダルが迎むかえにいくよう手配しました。そこまでは奴やつらも追いませんでしょう」

「警けい戒かいは怠おこたらんことだ。まあ、あの青年には利用価値はもうないからな、奴らも深追いはせんと思うが」

　ウィルのことから話が逸それたようだ。つまらなくなって気を逸らそうとしたウィルの耳に、信じられない名前が聞こえてきた。

「それが、ブリックス将軍のご令れい嬢じようも一いつ緒しよなのです。どうやら二人はいいなずけ同士だったようで」

「なに？」

（え？）

　ウィルは耳を疑った。ブリックス将軍の令嬢といえばステラのことだ。では、二人が今まで話していた「青年」は、前回の依い頼らい人にん、ウオルフガング・ザンダーということになる。

（なんでこいつらがウオルフの逃とう亡ぼうの手助けなんかしてんだ!?）

　ウィルの頭の中を「？」マークが飛び交かう。それから、一つの考えが浮うかんできた。

（なるほどな……ウオルフに俺んとこに行くよう指示したのは、こいつらってわけか）

　やはりウオルフは知っていたのだ。自分たち一家が狙ねらわれる可能性を。

　秘宝を狙う者は首くび飾かざりを求め、いつかはザンダー家にたどり着くだろう。ウオルフは母親とその形見の首飾りのことを嗅かぎ回る存在に気づいたに違ちがいない。そこでハワード──か誰か奇き蹟せきハンターに近い人間に相談した。ウオルフは相手が奇蹟ハンターなどと知らなかったかもしれない。

　そして、どうした？　話を聞いたハワードは、ウィルのところに話を持っていくよう指示した？

（俺が捜さがし屋だから？　ベティ・ザンダーの首飾りを捜させる為ために？）

　いや、そんなはずはない。それだけの為なら、奇蹟ハンター自身がやったっていい。

（俺がトリック・ゴーダの息むす子こだからか）

　それがいちばん正しいだろう。武器商人もトリックの息子であるウィルなら、そうそう手は出さないはずだ。奇蹟ハンターはそう踏ふんで、事態を嗅ぎ回る役を自分に押おしつけたのだ。そして、ものの見事彼ははまってしまったわけである。

（ちっきしょうっ、ウオルフとこいつにまんまと騙だまされたってわけか！　ウオルフの奴やつ、唐とう変へん木ぼくのふりしやがって）

　ウィルは歯がみした。

（コーヒー野や郎ろうの奴も、全部知ってたくせに、なんにも知らないふりしてやがったな。なあにが、「その首飾りは一体なんなんだね」だっ。狸たぬき親おや父じめ！）

　心の中で毒づくと、あとはなんともいいようのない寂さびしさが残った。ぽっかりと胸に穴が空いて、風が吹ふき込んでくるようだ。

（……いい奴かもしんない、なんて思ってやったのにな）

　ウィルはぷるぷると頭を振ふった。それから気合いを入れ直す。

（いいさ、あんな奴、放ほっといて！　俺はルミニタを捜すんだ、奇蹟ハンターなんかに利用されてたまるもんかっ）

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎると、ハワードたちに見つかる前に路地から飛び出した。できるだけ遠くに行ってしまわなければ。そして、ルミニタを自分一人で捜さなければ。

　なにを企たくらんでいるか分からない奇蹟ハンターが、ルミニタになにもしないとは限らないのだ！

　ウィルは走った。繁はん華か街がいの最後の角を曲がったところで、

「はあい、坊ぼうや。あたしと遊んでかない？」

　流りゆう暢ちような母国語でまたもや誘さそわれる。ウィルは半ばも聞かず、無む視ししようとしたが、次の単語がすっと耳の中に飛び込んできた。

「いい鏡があるのよ。見てかない？」

「鏡？」

　思わず足を止めて振り返ったところで、ぐわっと体が浮うき上がった。

「わわっ!?」

　誰かに摑つかみ上げられたのだ。相手を見ようと首を回そうとして、その視界の隅すみにどこかで見たことのある男の顔が目に入った。

　若い、狼おおかみのように鋭するどい目をした青年だ。ウラドーの人間ではない。浅黒い肌はだはもっと東方の、沙さ漠ばくの民たみだ。

「あんたはジラ！」

「はあい、また会ったわねえ」

　驚きよう愕がくするウィルに、ぴらぴらとジラは手を振った。ずるがしこそうな男の口から、立派な女声が出てくる。ウィルは中空でうっと仰のけ反ぞった。

　青ざめるウィルに、ジラはげらげらと男の声で笑って、

「冗じよう談だんだよ、冗談！　ヤツシ、下ろしてやれ」

　ジラの言葉で、ウィルの体が宙から地面に下ろされる。仰あおぐと、竹を連想させるひょろ長い男が、無表情でウィルを見下ろしていた。腕うでは彼に摑まれたままだ。

「な、なんだよ、いきなり。俺はあんたなんかに会いたくなかったよ」

「そうも言ってられないさ。まだおまえにゼフィッツイに戻もどられちゃ困るんでね」

「…………」

　ウィルは剣けん吞のんなまなざしでジラを見た。

　ジラ──サマドのジラ。彼自身が言うには、「サマドの司し祭さい」たる男。一度目はメルジェリーナ刑けい務む所しよで会い、二度目はキリッシ修道院で会った。二度目は女の姿だった。

　ウラドーに来てからウィルを執しつ拗ように見張ってきたサマドの頭領が、ようやくお出ましになったわけだ。ウィルは警けい戒かいもあらわに身構えた。今はジラとヤツシと呼ばれた男の二人きりだが、彼の仲間が近くにいるはずだ。

　露ろ骨こつなウィルの敵意を、しかしながらジラはまったく無視した。親しげにウィルの肩かたを抱だき、

「それはそうと、おまえ、鏡が欲ほしくないかい？」

　ウィルは絶ぜつ句くする。鏡と言ったら、あの二十三枚の鏡に違ちがいない。

　もちろん、欲しい。手札は多ければ多いほどいい。だが、この男たちがそう簡単にほいほいとくれるはずがない。

　ウィルは慎しん重ちように、相手がなにを考えているか窺うかがいながら、

「く──くれるのか？」

「やるよ。ただし、おまえの身み柄がらは俺たちのもんだ」

　ニイッと笑ってジラは答える。ウィルはその手を払はらって逃にげようとしたが、再度ヤツシに抱き上げられてしまった。

「！　放せよ！　放せったら！」

「放さないね、奇き蹟せきハンターのいいようにさせとくなんて、冗談じゃない。せっかく泳がせてやったのに、なんも思い出さないで帰るなんて、そりゃねえんじゃねえか。さあて、そろそろ思い出してもらおうか、トリックの息むす子こよ」

　ジラはそう言うと、ヤツシの腕うでの中でじたばた暴れるウィルの顎あごを摑つかんだ。自分の方に強ごう引いんに向かせ、粘ねばっこい口く調ちようで、

「さあ、思い出してごらんよ。秘宝はどこにあるの、おまえは知ってるはずなんだから」

　囁ささやきかけるような女声。ぬめる舌が唇くちびるを舐なめた。妖よう艶えんな仕し草ぐさだった。ウィルはぞっと背せ筋すじが寒くなり、硬こう直ちよくした。




「あ」

　ドブラエ公こう爵しやく家を張り込んでいたバズが、妙みような声を洩もらした。隣となりにいたマギーが怪け訝げんそうな声で、

「どうしたのよ、バズ。変な声出して」

「今気づいたんだけど、眠ねむり病って、正式名はマシル性ネムリ病っていうんだよね」

「そうよ、それがどうかした？」

　つまらないことを聞くなと、マギーが素そっ気けなく言い返す。バズは当とう惑わくした表情で、

「それで、ヴィヴィアン──彼女って、マシルのヴィヴィアンって呼ばれてたね」

「そういえば！」

　思わず大きな声を上げてしまい、マギーは慌あわてて自分の口を手で塞ふさいだ。

　マシル性ネムリ病。

　マシルのヴィヴィアン。

　これはなにかの偶ぐう然ぜんだろうか？







　ことの終わり







　チャオはおそるおそる、石せつ棺かんから出てきた娘むすめに這はい寄よった。

　娘はぴくりともしなかった。生きているのか死んでいるのか分からない。石棺はよほどぴったりと封ふうじられていたようで、彼女はまったく濡ぬれていなかった。

「おい……」

（五本）

　小麦色の細い肩かたに触ふれようと手を伸のばした途と端たん、娘が喋しやべった。

「ひゃっ！」

　仰ぎよう天てんして尻しりもちをつく。

　声は聞こえたのに、娘の唇くちびるは開かなかった。全身、微び動どうだにしない。

「な、なんだ、今の声は!?」

　ポンセもしゃっくりを飲み込んだような、上うわ擦ずった声で喚わめく。二人の驚きよう愕がくを恐きよう怖ふに変えるように、さらに、

（五本、集めるの）

（首くび飾かざりを五本、集めるのよ……）

「うわあっ、誰だれの声だよ、ふざけるんじゃねえよ！」

　チャオはパニックに陥おちいり、叫さけびながら、甲かん板ぱんの上を尋じん常じようでない速さで這はい回った。音のない声がなにを喋っているかなど、まったく考える余よ裕ゆうもなかった。

　二人の混乱を尻しり目めに、娘の体からちらちらと光の粉が生まれてくる。

　娘が虹にじ色いろの光に包まれていく。

（首飾りを五本、集めるのよ。そうしたら）

（そうしたら、世界がおまえの前に開く）

（世界が）







　あとがき







　　　「輸入材木」考こう察さつ

　著ちよ者しや校こう正せいをしていたとき、とある文章で私の手が止まった。その文章とは、

「その運うん搬ぱん物ぶつは輸入材木がおもなもので、あとは穀こく物もつ、綿めん花かなどだ。」

　なのだが、私が首を捻ひねってしまったのは、なぜ「輸入材木」なのか？　という点だ。

　言うまでもなく、この文章は今を去ること三月前、私自身が書いた文章である。だが、そのときに考えていたことがとんと思い出せない。

　むろん、輸入材木がヤクッツリア埠ふ頭とうに浮うかんでいても、なんの不ふ思し議ぎもない。「材木輸入禁止令」を発はつ布ぷさせた覚おぼえはないのだから。

　ゼフィッツイは都市の形成初期に、近きん隣りんの森林をすべて薪まきにして燃もやしてしまったという設定なので、どこからか木材を運んでこなければならない。だが、それがなぜ外国でなければならないか？

　すぐに考えつく理由は、この国には大量消費に追いつけるほどの森林が残ってなく、輸入しなければ間に合わないから、ということだ。しかし、「妖精の奇蹟」を読めば分かるように、北部にはまだまだ森はあるのである。だから、この説は正しくない。

　次に考えられるのは、国内に森林はあるが、運搬費を考えると輸入した方が安いから、という理由だ。だが、ゼフィッツイは内陸にある都市、他国から運搬しても、それほど近くはならない。それに、北部からも海を回ってこられるはずだ。第一、この時代に「運搬費が安いから輸入品に頼たよる」などという説が成り立つだろうか？

　ああ、一体私はなにを根こん拠きよに、「輸入材木」などと書いたのか、分からない！

　──と苦く悩のうすること十分。そして私は、抜ばつ本ぽん的てき解決法を取ることにした。要ようは簡かん単たん、「輸入」の二文字を取ってしまえばよかったのである。どうせ誰だれもそこまで深読みしないしさ。

　そんなわけで、ゼフィッツイにはどこから運ばれてきたか分からない材木が、ごろごろしているのであった。そんな適当なことでいいのかって？　じゃあ、あなたが日ひ頃ごろ使っているその机つくえの材木、どこから来たか分かる？　メイドインジャパンの文字があっても、材木そのものがどこで育ったかは書いてないでしょ。きっとカンボジア辺あたりの木なんだよ……




　　　たいとる

「やあ、これはなんて格かつ好こういいタイトルなんだ！」と付けたタイトルが、プロットの段階で没ぼつになった。理由は、

「うちのカードゲームで同じタイトルがあるから」

　だった。その以来、タイトルなんかどうでもよくなって、「いいや、担当に考えさせよう」なんて手を抜いていたら、こんな間ま抜ぬけなタイトルになってしまった。後こう悔かい先に立たず。でも、気に入ったタイトルを没にされたときの虚きよ脱だつ感かんといったら、君、常つね日ひ頃ごろいいタイトルが思いつかずにいるだけに、相当なものがあるのだよ（ハワード口調）。




「必殺　お捜し人　８　虹色の財宝」は平成十年九月に書いた話です。

　執しつ筆ぴつ中ちゆうに南の島へ遊びに行ったら、帰ってきてすぐにコンピューターが大クラッシュしました。ＨＤＤがぶっ壊こわれるという、世にも情けないクラッシュです。おかげで古いパソコンを引っぱり出す羽は目めになりました。やはり置いてけぼりにした牛の呪のろいか？




平成十年十二月九日


小林めぐみ
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虹にじ色いろの財ざい宝ほう
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